
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





は じ め に 

 

支援機器は、障害者（「児」を含む。）の自立を支援し、活動や参加を促すうえで重要な役割

を担う。一方、社会の包摂性の進展は、障害者の生活に新たな多様性を生み出し、支援機器

に対する利用者の要求も多様化、複雑化しているため、これら情勢を踏まえながら、支援機

器開発及び普及促進に向けて取り組む必要がある。  

近年、少子高齢化により人手不足が深刻化するなかで、知的障害者の高齢化や重度化は喫

緊の課題となっている。また、障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策

の推進に関する法律（令和 4 年法律第 50 号）（以下、「情報コミュニケーション法」。）や改正

障害者差別解消法（令和 5 年 4 月 1 日）の施行後、知的障害者に対する情報やコミュニケー

ションの支援に関する声が挙がっており、これら課題や要望に対して、ロボットやＩＣＴ（情

報通信技術）、ＡＩ（人工知能）などの技術が、支援機器の分野で活用することに期待が寄せ

られている。  

そこで本事業では「知的障害」をテーマに、「障害者自立支援機器（以下「支援機器」。）」に

係るニーズ情報の収集及び提供の在り方について検討した。 

具体的には、知的障害者及び関連団体や施設等、支援者・家族等を対象にヒアリング調査

及びアンケート調査を実施し、得られた情報を支援機器開発及び環境整備のための「ニーズ」

として整理した。これらニーズは、当協会が運用する「福祉用具ニーズ情報収集・提供シス

テム（※）」を活用して、知的障害者が必要としている支援機器開発及び環境整備等に関する

情報収集・提供の方策について検討した。 

本事業の成果は、知的障害者が日常生活上で抱えている潜在的な困りごとを支援機器開発

及び環境調整のためのニーズとして顕在化することで、障害者が真に必要とする支援機器の

開発及び普及促進に資するものである。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、検討委員をはじめアンケート調査、ヒアリング調査にご協力頂いた方々に

深く感謝する次第である。 

 

合わせて、当協会では平成２２年４月から障害のある方等のニーズと福祉用具の開発や研

究を行う方のシーズを繋げる｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣を運用しているとこ

ろであるが、これまでに寄せられた主な意見を整理・分類、体系化したものを本報告書に掲

載することとする。 

（※）https://www7.techno-aids.or.jp/ 

なお、本事業は、厚生労働省の「令和６年度・視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器

開発普及等事業）」から交付を受けて、実施したものである。 

 

 

令和７年３月 

 

 

公益財団法人テクノエイド協会  
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Ⅰ. 知的障害者の支援機器に係るニーズ

情報の収集・提供の在り方に関する検

討 

 





 

 

１．事業概要 

（１）事業の目的 

福祉機器ニーズの増大・多様化、科学技術の進歩による高度化に適切に対応し、真に身

体障害者等の役に立つ福祉機器の開発普及等を推進するため、福祉機器に関する調査研究

及び福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情報連携の促進を行うことにより、身体障害

者等の福祉の向上に資することを目的とする。 

 

本事業では「知的障害」をテーマに、「障害者自立支援機器（以下「支援機器」。）」に係る

ニーズ情報の収集及び提供の在り方について検討する。 

支援機器は、障害者（「児」を含む。）の自立を支援し、活動や参加を促すうえで重要な役

割を担う。一方、社会の包摂性の進展は、障害者の生活に新たな多様性を生み出し、支援

機器に対する利用者の要求も多様化、複雑化しているため、これら情勢を踏まえながら、

支援機器開発及び普及促進に向けて取り組む必要がある。 

近年、少子高齢化により人手不足が深刻化するなかで、知的障害者の高齢化や重度化は

喫緊の課題となっている。また、障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る

施策の推進に関する法律（令和 4 年法律第 50 号）（以下、「情報コミュニケーション法」。）

や改正障害者差別解消法（令和 5 年 4 月 1 日）の施行後、知的障害者に対する情報やコミ

ュニケーションの支援に関する声が挙がっており、これら課題や要望に対して、ロボット

やＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ（人工知能）などの技術が、支援機器の分野で活用するこ

とに期待が寄せられている。 

そこで本事業は、知的障害者及び関連団体や施設等、支援者・家族等を対象にヒアリン

グ調査及びアンケート調査を実施し、得られた情報を支援機器開発及び環境整備のための

「ニーズ」として整理する。これらニーズは、当協会が運用する「福祉用具ニーズ情報収

集・提供システム（※）」を活用して、知的障害者が必要としている支援機器開発及び環境

整備等に関する情報収集・提供の方策について提言することとした。 

本事業の成果は、知的障害者が日常生活上で抱えている潜在的な困りごとを支援機器開

発及び環境調整のためのニーズとして顕在化することで、障害者が真に必要とする支援機

器の開発及び普及促進に寄与する。 

 

（２）事業の内容 
①検討会の設置 

本事業を適切かつ円滑に実施するため、知的障害に関する有識者や関係団体、支援者、実

務者、開発企業等から構成する検討会を当協会に設置した。 

 

②ヒアリング調査及びアンケート調査の実施 

知的障害者・支援者・家族及び施設・事業所等を対象にヒアリング調査やアンケート調

査を行い、日常生活の困りごとや新たな開発や環境改善が求められる支援機器に係るニー

ズについて実態把握を行った。 
 

③知的障害者支援において必要とされる支援機器の在り方に関する検討 

-1-



 

 

上記の調査結果をもとに、知的障害者支援の現場において、真に必要とされる支援機器

や環境改善が必要な事項等について、障害の程度から年代や目的別に整理した。 
 

④福祉用具ニーズ情報収集・提供システムによる情報提供等の在り方に関する検討 

上記の調査検討を踏まえ、福祉用具ニーズ情報収集・提供システムを活用した、知的障

害者の支援機器に係るニーズ情報の継続的な収集・提供の在り方について検討した。 
 

⑤報告書の作成 

  本事業の実施結果について、報告書に取り纏めた。 

 

（３）検討会メンバー 
 
知的障害者の支援機器に係るニーズ情報の収集・提供の在り方に関する調査研究 検討委員 

（敬称略） 

氏  名 所               属 

岩崎 好宏 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国身体障害者施設協議会 

◎ 苅田 知則 愛媛大学 教育学部（志エンボディ合同会社） 

金子 訓隆 株式会社マイクロブレイン 

西   恵美 一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会 

野崎  陽弘 特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会 

増澤 髙志 ASD（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

宮川 善章  世田谷区 障害福祉部 障害施策推進課 

度会 哲賢 公益財団法人 日本知的障害者福祉協会 

◎座長 

【オブザーバー】 

氏  名 所               属 

山根 和史 
厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課  

地域生活・発達障害者支援室 

松崎 貴之 
厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課  

地域生活・発達障害者支援室 

吉元 信治 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

小畑 和博 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

森 真理子 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

和田 淳平 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 
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中村 美緒 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

米谷あづみ 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

平山 真子 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

 

（４）実施スケジュール 

 

 

（５）検討会の開催 
①第１回検討会 

日時：令和６年８月１９日（月）１４：００～１５：３０ 

会場：オンライン開催 

内容： 

【報告事項】  

 本事業の概要について 

 知的障害者の支援にかかわる現状報告 

・全国身体障害者施設協議会（社会福祉法人すぎのこ会） 

・愛媛大学 教育学部（志エンボディ合同会社） 

 ・マイクロブレイン 

・全国手をつなぐ育成会連合会（熊本市連合会） 

・令和５年度マッチング地域交流会の結果 

【検討事項】 

 アンケート調査の実施について 

 ヒアリング調査の実施について 

 ニーズ情報システムの活用方策について 

 今後のスケジュール 

 

 

実施内容等 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

 １．検討会の設置、開催 〇 〇

 ２．ヒアリング調査及びアンケート調査の実施

　　①調査先及び調査内容等の検討

　　②ヒアリング調査等の実施

 ３．知的障害者支援において必要とされる支援機器の在り方に関する検討

　　③上記２.の結果を踏まえた情報及び課題の整理

　　④知的障害者支援に置いて必要とされ機器・システム等の検討

 ４．ニーズ情報収集・提供システムによる情報提供等の在り方に関する検討

　　⑤調査結果をもとに必要とされる機器・システム等の情報提供

　　⑥ニーズ情報収集・提供を活用して情報提供等の在り方の検討

 ５．報告書の作成

① ②

③、④

⑤ ⑥
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②第２回検討会 

日時：令和７年３月７日（金）１０：００～１２：００ 

会場：オンライン開催 

内容： 

【報告事項】 

 本事業の概要について 

 知的障害者の支援にかかわる現状報告 

・ASD（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

・世田谷区 障害福祉部 障害施策推進課 

 事業報告書（案）について 

・事業概要 

・アンケート調査の結果 

・ヒアリング調査の報告 

【検討事項】 

 ニーズ情報収集・提供システムの活用方策について 

 次年度に向けての課題 

 

 

（６）アンケート調査の実施 
①背景・目的 

本調査は、知的障害者やその関係者（家族を含む。）を対象にアンケート調査を実施し、

得られた情報をもとに支援機器開発及び環境整備のニーズとして整理するとともに、知的

障害者が日常生活で抱える潜在的な困難を顕在化し、真に必要とされる支援機器の開発及

び普及の促進を図ることを目的とするものである。 

法律の整備や技術革新の進歩から、知的障害者に対する情報支援や意思決定支援に関す

るニーズは高まり、ロボットやＩＣＴ、ＡＩなどの技術が支援機器の分野でも大いに活用

されることを期待しているところである。 

本アンケート調査では、知的障害者の置かれている実態を把握するとともに、支援機器

の利用状況から現状の課題、求められる環境改善や新な支援機器の要望等について調査す

ることとした。 

 

②調査対象 

  知的障害者ご本人（ただし、代理による回答も差し支えない）。 

 検討委員の所属する機関・団体等を通じて紹介いただいた知的障害者、その他、関係 

団体等から紹介いただいた知的障害者を対象とした。 

 

③調査方法 

協会ホームページに本アンケート調査専用のページを設け、原則 Web による回答とした。

（但し、紙による提出も可とした） 

また、知的障害者ご本人又はご家族や施設・事務所の職員等の支援を受けながらご本人

に回答していただくことを基本とした。ただし、ご本人の回答が困難な場合には、ご本人

の立場から代理で回答することも差し支えないこととした。 
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【アンケート調査 Web ページ画面】 

 

 

④調査期間 

令和６年９月～１０月 

 

⑤調査内容 ※３.別添資料（２）アンケート用紙 参照 

1. 基本情報 

・年齢、性別、IQ、障害度、障害者手帳の保有と種類、障害名、最終学歴 

・住まい、同居状況、家族構成 

・就労の状況 

2.支援機器 

・使用したことがある、使用している、使わなくなった支援機器とその理由 

3.携帯電話と PC 

・携帯電話（スマートフォン）の保有、使用シーン、使用機能と頻度 

・PC の保有、使用シーン、使用機能と頻度 

4.困りごと・不便な場面 

・日常生活で困る・不便な「場面」と「内容」 

・就労時で困る・不便な「場面」と「内容」 

・余暇時で困る・不便な「場面」と「内容」 

5.環境改善や福祉用具への期待 

・環境改善や支援機器を使って実現したい/出来るようになりたいこと 

・求める環境改善や支援機器、ロボットや ICT、AI で期待すること、重視する特徴 

6.その他  

 

 

 

-5-



 

 

（７）ヒアリング調査の実施 
①背景・目的 

本ヒアリング調査では、知的障害者の置かれている実態を把握するとともに、支援機器

の利用状況から現状の課題、求められる環境改善や新な支援機器の要望等について調査す

ることとした。 

具体的には、知的障害者（児を含む）の置かれている日常生活の課題を把握するととも

に、新たな開発や普及が求められる支援機器やシステム、環境改善等について、情報収集

することとし、アンケート調査の結果を補完するものとして位置づける。 

 

②調査対象 

・検討委員からのご紹介いただいた知的障害者と関係者より数名  

・アンケート調査の結果を踏まえて抽出した知的障害者より数名  

 

③調査方法 

基本は対面で実施することとし、対象者の要望に応じてＷｅｂ会議システムを利用した。 

 

④調査期間 

令和７年１月～２月 

 

⑤調査内容 ※３.別添資料（３）ヒアリング用紙参照 

基本情報はアンケート調査と同様とするも、具体的な内容については、アンケート調査

の結果を踏まえて、ご意見や課題が多かった事項を中心に聞き取ることとした。 

内容は以下のとおり。 

1. 基本情報 

2. 日常生活全般にかかること 

3. 支援機器等の開発に係るニーズ、期待や思いについて 

4. 情報収集、理解、文化芸術・レクリエーション等に関すること 

5. お金の管理に関すること 

6. 福祉用具・環境改善の開発改良に関すること 

7. その他 
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２．事業結果 

（１）アンケート調査の結果 
①アンケート結果 

アンケート調査の主な結果を以下に記載する。単純集計の結果は、３.別添資料の「単純集

計結果」を参照のこと。 

 

(表 3-1) アンケートの対象者（障害者本人） 

 

本アンケートの回答者が本人かそうでないかを問う質問では、約 19％が本人の回答であっ

た。 

 

(表 3-2) 対象者と回答者の関係 

 

本人以外が回答する場合は、母親（30.0％）もしくは施設職員（62.9％）が多い結果とな

った。 

 

(表 3-3) 対象者の回答方法 

 

本人が回答するとした場合でも、回答方法は本人と支援者で回答（37.7％）と支援者（代

理人）が回答（53.4％）で 8 割以上となった。 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

2 いいえ 483 80.6

1 はい 114 19.0

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

6 施設職員 304 62.9

1 母親 145 30.0

2 父親 17 3.5

5 学校の教員 7 1.4

3 兄、弟 1 0.2

4 姉、妹 1 0.2

7 その他 5 1.0
不明 3 0.6

非該当 116
全体 483 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

3 支援者（代理人）が回答する 320 53.4

2 障害者本人と支援者で回答する 226 37.7

1 障害者本人が回答する 41 6.8

不明 12 2.0
全体 599 100.0
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(表 3-4) 対象者の年齢 

 

本アンケートの回答者については、全ての年代で満遍なく回答が得られた。最も多い年

代は 10 代（21.0％）で、次いで 20 代（18.0％）、40 代（16.9％）と続いている。 

 

(表 3-5) 対象者の障害支援区分 

 

本アンケートの回答者については、全ての障害支援区分で満遍なく回答が得られたが、

わからない（23.4％）とする回答者もいた。 

 

(表 3-6) 対象者の障害の程度 

 
本アンケートの回答者については、障害の程度でも満遍なく回答が得られたが、わから

ない（5.5％）とする回答者もいた。 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

2 １０代 126 21.0

3 ２０代 108 18.0

5 ４０代 101 16.9

4 ３０代 91 15.2

6 ５０代 83 13.9

7 ６０代 39 6.5

1 １０歳未満 25 4.2

8 ７０代以上 25 4.2

不明 1 0.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

6 区分６ 168 28.0

5 区分５ 90 15.0

4 区分４ 80 13.4

3 区分３ 41 6.8

2 区分２ 27 4.5

1 区分１ 9 1.5

7 非該当 37 6.2

8 わからない 140 23.4

不明 7 1.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

3 重度 209 34.9

2 中度 120 20.0

1 軽度 113 18.9

4 最重度 112 18.7

5 わからない 33 5.5

不明 12 2.0
全体 599 100.0
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(表 3-7) 障害者手帳の保有状況 

 

本アンケートの回答者については、障害者手帳の保有者が 9 割以上であった。 

 

(表 3-8) 療育手帳の保有状況 

 

本アンケートの回答者については、療育手帳の保有者からも満遍なく回答が得られた。 

 
(表 3-9) 身体障害者手帳の保有状況 

 

本アンケートの回答者については、身体障害者手帳の 1 級が 10.0％と最も多かった。ま

た、わからない（16.6％）とする回答者もいた。不明（65.5％）との回答が 6 割を超え

た。 

 
(表 3-10) 精神障害者保健福祉手帳の保有状況 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 手帳を持っている 560 93.5

2 手帳を持っていない 29 4.8

3 分からない 8 1.3

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 重度（Ａ、Ａ１、Ａ２など） 326 58.2

2 その他（Ｂ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３など） 203 36.3

3 わからない 16 2.9
不明 15 2.7

非該当 39
全体 560 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 １級 56 10.0

2 ２級 15 2.7

3 ３級 13 2.3

4 ４級 10 1.8

6 ６級 7 1.3

5 ５級 2 0.4

7 わからない 93 16.6
不明 364 65.0

非該当 39
全体 560 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

2 ２級 15 2.7

1 １級 8 1.4

3 ３級 5 0.9

4 わからない 137 24.5
不明 395 70.5

非該当 39
全体 560 100.0
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本アンケートの回答者については、精神障害者保健福祉手帳の保有者が 5％以下であった。

わからない（24.5％）と不明（70.5％）で 9 割を超える結果となった。 

 
(表 3-11) 障害名（これまでに判定又は診断されたもの） 

 

本アンケートの回答者については、ASD（自閉スペクトラム症）の障害が突出して多かった

（37.6％）。それ以外の障害は 10％以下となっており、その他（20.9％）も多い。また、

わからない（17.4％）や不明（21.0％）の回答者も一定存在している。その他の自由記載

では、精神遅滞等の回答もみられた。 

 

(表 3-12) 対象者の住まい 

 

本アンケートの回答者の住まいは、「一軒家」が最も多く（38.4％）、「施設に入所している」

が 28.4％、「グループホーム」が 17.5％と続いている。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 ASD（自閉スペクトラム症） 225 37.6

2 ADHD（注意欠如多動症） 38 6.3

7 ダウン症　　　 38 6.3

3 LD（学習障害） 13 2.2

4 抑うつ 7 1.2

5 双極性障害（双極症） 4 0.7

6 全般性不安障害（全般不安症） 3 0.5

8 その他 125 20.9

9 わからない 104 17.4

不明 126 21.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 一軒家 230 38.4

5 施設に入所している 170 28.4

3 グループホーム 105 17.5

2 マンション・アパート 86 14.4

4 病院に入院している 2 0.3

6 その他 13 2.2

不明 2 0.3
全体 599 100.0
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(表 3-13) 対象者の同居人数 

 

本アンケートの回答者との同居人数は、「3 人」が最も多く（40.8％）、次いで「4 人」

（29.6％）、「2 人」（11.1％）となり、計 7 割以上を占めている。 

 
(表 3-14) 対象者の同居者の状況 

 

本アンケートの回答者との同居者は、「父、母（親）」で 5 割を超えた（51.6％）。「支援者・

施設職員」（30.9％）、「兄弟・姉妹」（22.9％）との同居もみられた。 

 
(表 3-15) 対象者の就労状況 

 

本アンケートの回答者の就労状況は、「仕事をしていない」が 6 割を超えた（67.1％）。 

 
 

No. カテゴリー名 ｎ %

3 ３人 128 40.8

4 ４人 93 29.6

2 ２人 35 11.1

5 ５人 30 9.6

6 ６人 13 4.1

1 ご回答者のみ 8 2.5

7 ７人 3 1.0

8 ８人 1 0.3

9 ９人 0 0.0

10 １０人以上 0 0.0
不明 3 1.0

非該当 285
全体 314 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

4 父、母（親） 309 51.6

9 支援者・施設職員 185 30.9

6 兄弟・姉妹 137 22.9

5 自分のおじいさん、おばあさん 32 5.3

8 友人・知り合い 16 2.7

1 自分ひとりだけで暮らしている 13 2.2

7 その他親せき 7 1.2

2 夫や妻（配偶者） 6 1.0

3 子ども（子どもの妻や夫） 4 0.7

10 その他 139 23.2

不明 6 1.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

2 仕事をしていない 402 67.1

1 仕事をしている 196 32.7

不明 1 0.2
全体 599 100.0
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(表 3-16) 仕事の内容 

 

就労している回答者の就労形態は、「障害のある方が通う施設で、ものを作ったり作業した

りしている」が 9 割を占めた（90.8％）。 

 
(表 3-17) 仕事の種類 

 

就労している回答者の仕事の種類に関しては、「製造・加工業」が 39.3％であった。また、

その他も 51.0％であり、様々な仕事に就いていることがわかった。その他の自由記載では、

清掃、クリーニング、軽作業などが挙げられた。 

 
(表 3-18) 通勤方法 

 

就労している回答者の通勤方法は、「勤務先のバス等で通勤している」が 4 割を占めた

（40.3％）。次いで「その他」（19.4％）「家族に送迎してもらっている。」（17.9％）「ひと

No. カテゴリー名 ｎ %

3
障害のある方が通う施設で、ものを作っ
たり作業したりしている 178 90.8

2 パート・アルバイト・日雇いで働いている 11 5.6
1 正社員・正職員として働いている 9 4.6

4 家の仕事の手伝い（自営業） 2 1.0

5 その他 3 1.5
不明 0 0.0

非該当 403
全体 196 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

5 製造・加工業 77 39.3

3 サービス業 10 5.1

2 販売業 8 4.1

1 事務職 2 1.0

4 運輸業 2 1.0

6 その他 100 51.0
不明 11 5.6

非該当 403
全体 196 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

7 勤務先のバス等で通勤している 79 40.3

4 家族に送迎してもらっている 35 17.9

2 ひとりで歩いて通勤している 34 17.3

1 ひとりで公共交通機関を使用して通勤している 26 13.3

5 ひとりで自転車で通勤している 16 8.2

3 ひとりで車を運転して通勤している 4 2.0

8 家で働いているため通勤はしていない 2 1.0

6 誰かと一緒に公共交通機関を使用して通勤 0 0.0

9 その他 38 19.4
不明 2 1.0

非該当 403
全体 196 100.0
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りで歩いて通勤している」（17.3％）となっている。その他の自由記載を確認したところ、

施設の送迎バスが送迎をしてくれる場合もあるという結果であった。 

 
(表 3-19) 使ったことのある支援機器等 

 

使用したことがある支援機器、環境改善の機器は、車いすが最も多く（18.9％）「パーテー

ション等視覚情報を調整するもの」（18.4％）、「イヤマフなど不快な音を調整するもの」

（14.0％）、「視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など）」（13.9％）、「火災警報器」

（12.2％）などが挙げられた。その他の自由記載では、GPS、膝当て（アンクルサポーター）、

UD トーク、プレーリーくん、視覚カード、排泄予測デバイス等が挙げられた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

8 車いす 113 18.9

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 110 18.4

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 84 14.0

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 83 13.9

18 火災警報器 73 12.2

7 頭部保護帽 61 10.2

6 歩行器・歩行車 46 7.7

2 装具 40 6.7

17 入浴関連用具 38 6.3

16 排泄関連用具 35 5.8

5 つえ 22 3.7

3 姿勢保持装置 21 3.5

11 特殊寝台（マットを含む） 18 3.0

4 補聴器 15 2.5

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 13 2.2

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 11 1.8

15 緊急通報装置 9 1.5

12 床ずれ防止用具 8 1.3

14 移動用リフト 8 1.3

9 電動車いす 5 0.8

13 体位変換器 5 0.8

1 義肢 2 0.3

23 その他 11 1.8

24 使ったことがない 265 44.2

不明 11 1.8
全体 599 100.0
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(表 3-20) 現在も使用している支援機器等 

 
使用したことがある支援機器、環境改善の機器で、現在も使用しているものは、車いすが

最も多く（26.0％）「パーテーション等視覚情報を調整するもの」（24.8％）、「視覚支援に

関わる用具（スケジュール管理など）」（23.8％）、「火災警報器」（22.3％）、「イヤマフな

ど不快な音を調整するもの」（21.1％）であり、使用したことがある機器が継続的に使用さ

れていることがわかる。 

その他の事由記載では、メドマー、意思疎通用コミュニケーションメモ（おめめどう社製）、

まもレール（通勤支援アプリ）、PECS・内窓(パニックや癇癪の防音の為)・OTODASU(カーム

ダウンスペースとして)、ぶつかり防止クッション、音声時計、オリジナル点字小物、呼び

出しブザーなどが挙げられた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

8 車いす 84 26.0

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 80 24.8

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 77 23.8

18 火災警報器 72 22.3

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 68 21.1

7 頭部保護帽 52 16.1

16 排泄関連用具 34 10.5

6 歩行器・歩行車 32 9.9

2 装具 31 9.6

17 入浴関連用具 30 9.3

3 姿勢保持装置 20 6.2

11 特殊寝台（マットを含む） 15 4.6

4 補聴器 14 4.3

5 つえ 11 3.4

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 11 3.4

15 緊急通報装置 8 2.5

12 床ずれ防止用具 6 1.9

14 移動用リフト 6 1.9

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 5 1.5

13 体位変換器 5 1.5

9 電動車いす 4 1.2

1 義肢 0 0.0

23 その他 14 4.3

24 現在は使用していない 31 9.6
不明 1 0.3

非該当 276
全体 323 100.0
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(表 3-21) 支援機器等に改良して欲しい点 

 

使用していた機器の改良して欲しい点は、「特にない」が 53.3％で最も高かったが、「価格

が高い」が 29.2％、「使い方や調整などの支援をしてくれる人がおらず、うまく使えない

こと」が 11.3％となり、値下げや使用に関するサポートが求められていることがわかった。

その他の自由記載では、外出時に使えない、支援者が必要、長時間の装着が難しい（蒸れ

る、出血、耳だれが出る）等が挙げられた。 

 
(表 3-22) 使わなくなった支援機器等 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

2 価格が高い 85 29.2

3
使い方や調整などの支援をしてくれる人がおらず、う

まく使えないこと 33 11.3
1 使い方が難しい、分かりづらい 19 6.5

4 安全に使えない 11 3.8

5 その他 38 13.1

6 特にない 155 53.3
不明 1 0.3

非該当 308
全体 291 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

2 装具 15 5.2

7 頭部保護帽 15 5.2

8 車いす 15 5.2

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 14 4.8

5 つえ 11 3.8

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 10 3.4

1 義肢 9 3.1

6 歩行器・歩行車 9 3.1

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 7 2.4

11 特殊寝台（マットを含む） 4 1.4

12 床ずれ防止用具 4 1.4

16 排泄関連用具 4 1.4

9 電動車いす 2 0.7

13 体位変換器 2 0.7

17 入浴関連用具 2 0.7

18 火災警報器 2 0.7

4 補聴器 1 0.3

15 緊急通報装置 1 0.3

3 姿勢保持装置 0 0.0

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 0 0.0

14 移動用リフト 0 0.0

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 0 0.0

23 その他 3 1.0

24 使わなくなった機器はない 196 67.4
不明 3 1.0

非該当 308
全体 291 100.0
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使用していた機器のうち、使わなくなった機器は、「装具」（5.2％）、「頭部保護帽」（5.2％）、

「車いす」（5.2％）が高く、「イヤマフなど不快な音を調整するもの」（4.8％）や「つえ」

（3.8％）も高かった。 

 
(表 3-23) 支援機器等を使わなくなった理由 

 

使用していた機器を使わなくなった理由は、「あまり効果を感じられなかった」が 23.9％

と突出して高かった。また、「使うのがめんどくさかった」（9.8％）や「使うのが難しかっ

た」（7.6％）など、使い勝手が理由で使わなくなったとの回答もあった。 

その他の理由については、障害の状況が改善されたため不要になったなどが挙げられた。 

 
(表 3-24) 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の保有状況 

 

携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の保有状況については、「携帯電話（スマ

ートフォン・タブレットを含む）を持っていない」が 6 割（61.1％）、「自分専用の携帯電

話（スマートフォン・タブレットを含む）がある」が 3 割（32.4％）であった。 

 
(表 3-25) 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の利用シーン 

 
自分専用、もしくは誰かと共有している携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）

の使用目的は、「趣味で使う」が最も多く（71.4％）、次いで「プライベートで調べ物をす

るとき」が 37.7％であった。 

No. カテゴリー名 ｎ %

4 あまり効果を感じられなかった 22 23.9

3 使うのがめんどくさかった 9 9.8

2 使うのが難しかった 7 7.6

5 使用時に必要な支援が受けられなかった 7 7.6

6 使用するために必要な周りの理解が得られなかった 4 4.3
1 販売中止になった 1 1.1

7 その他 58 63.0
不明 1 1.1

非該当 507
全体 92 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

3 携帯電話を持っていない 366 61.1

1 自分専用の携帯電話がある 194 32.4

2 誰かと共有している携帯電話 37 6.2

不明 2 0.3
全体 599 100.0
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その他の自由記載では、家族や施設との連絡手段との回答が多く挙げられた。 

 

(表 3-55) 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の利用時に困ること 

 
携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使用している回答者のうち、使いづ

らい、不便に思う点は、「トラブルが起きた時に対応できない」が約半数（50.6％）で

あった。次いで、「無料か有料かを判断しづらい」（33.3％）、「操作方法が難しい、

分からない」（14.8％）などの理由が挙げられた。 

その他の自由記載では、長時間使い過ぎてしまう。新しいスマートフォンが欲しい時に

どうすれば良いかわからないなどの回答が挙げられた。 

 

(表 3-56) パソコンの利用時に不便に思うこと 

 

パソコンを使用している回答者のうち、使いづらい、不便に思う点は、「トラブルが起

きた時に対応できない」が約半数（50.6％）であった。次いで、「無料か有料かを判断

しづらい」（33.3％）、「操作方法が難しい、分からない」（19.8％）などの理由が挙

げられた。 

その他の自由記載では、キーボードが使えない、文字が入力できないなどの回答が挙げ

られた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

3 トラブルが起きた時に対応できない 41 50.6

4 無料か有料かを判断しづらい 27 33.3

1 操作方法が難しい、分からない 12 14.8

2 使い方を支援してくれる人がいない 6 7.4

5 その他 12 14.8

6 特にない 19 23.5
不明 2 2.5

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

3 トラブルが起きた時に対応できない 41 50.6

4 無料か有料かを判断しづらい 27 33.3

1 操作方法が難しい、分からない 16 19.8

2 使い方を支援してくれる人がいない 9 11.1

5 その他（具体的に書いてください） 7 8.6

6 特にない 22 27.2
不明 1 1.2

非該当 518
全体 81 100.0
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(表 3-57) ふだんの生活で、不便だと思うこと 

 

普段の生活で不便だと思うことは、「人とコミュニケーションを取るとき」が約半数

（49.7％）で挙げられた。また、「外出するとき」（43.6％）、「お金の管理をするとき」

（41.7％）、「買い物をするとき」（40.1％）も 4 割以上が不便を感じている。「お風呂・シ

ャワーのとき」も 2 割強（24.5％）が不便を感じている。 

その他の自由記載では、こだわりの強さに関する回答が複数挙げられた。また、生活全般

で課題があるという漠然とした不便さを挙げる回答者もいた。 

 
(表 3-58) 不便だと思う具体的な内容 

 
具体的に不便を感じるシーンは、「自分の言いたいことが伝わらない」が最も多く 53.9％

であった。次いで「お金の支払いが難しい」が 41.2％、「公共交通機関（バス・電車）に

乗るのが難しい」が 37.7％、「公共施設（役所・公民館・図書館）を使うのが難しい」が

32.6％、「周りの人の理解が少ない」が 25.9％であった。コミュニケーションやお金に関

することで不便を感じていると考えられる。 

その他の自由記載では、意志疎通が困難であることに加え、介助が必要なため、自由に行

No. カテゴリー名 ｎ %

12 人とコミュニケーションを取るとき 298 49.7

9 外出するとき 261 43.6

7 お金の管理をするとき 250 41.7

10 買い物をするとき 240 40.1

8 薬を管理するとき 181 30.2

4 お風呂・シャワーのとき 147 24.5

2 トイレにいくとき 134 22.4

11 家事をするとき 126 21.0

5 洗顔・歯磨きのとき 107 17.9

3 着替えをするとき 99 16.5

1 食事をするとき 98 16.4

6 起きるとき/寝るとき 66 11.0

13 その他 26 4.3

14 特にない 136 22.7

不明 6 1.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

6 自分の言いたいことが伝わらない 323 53.9

1 お金の支払いが難しい 247 41.2
2 公共交通機関に乗るのが難しい 226 37.7

3 公共施設（役所・公民館・図書館）を使うのが難しい 195 32.6

5 周りの人の理解が少ない 155 25.9

7 トイレのタイミングが伝えられない、わからない 100 16.7
8 介助してくれる人がいない 42 7.0

9 生活費が足りない 35 5.8

4 医療費が多くかかる 33 5.5

10 その他 72 12.0

11 特にない 127 21.2

不明 15 2.5
全体 599 100.0
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動したり、一人で外出したりすることができない等の回答があった。 

 
(表 3-59) 仕事で困ること 

 
仕事について困ったと思うことは、「自分に合ったお仕事がわからない」（21.7％）、「自分

にとって働きやすいところがわからない」（15.5％）、「仕事をさがすとき」（8.5％）など

が高く、仕事に就く時点で高いハードルが存在していることがわかる。 

 
(表 3-60) 仕事で困る具体的な内容 

 

仕事に関する困ったことは、「コミュニケーションを取りづらい」（24.4％）が最も高く、

「書類の内容が分かりづらい」が 16.4％、「作業内容が分かりづらい」が 13.0％と続く。

コミュニケーションや仕事の理解の面で困ると感じている状況がうかがえた。 

その他の自由記載では、意志疎通の面や、気になることがあると集中できない等の特性か

ら困る等の回答も挙げられた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自分に合ったお仕事がわからない 130 21.7

2 自分にとって働きやすいところがわからな 93 15.5

3 仕事をさがすとき 51 8.5

8 仕事中 50 8.3

6 就労時の手続きのとき 47 7.8

5 面接をするとき 46 7.7

7 仕事に行くとき/帰るとき 44 7.3

9 仕事を変えたいとき 32 5.3

10 何か困ったときに相談できる場所がない 29 4.8

4 仕事を見つけたとき 22 3.7

11 その他 71 11.9

12 特にない 330 55.1

不明 18 3.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

4 コミュニケーションを取りづらい 146 24.4

1 書類の内容が分かりづらい 98 16.4

5 作業内容が分かりづらい 78 13.0

3 WEBミーティングの使い方が分からない 61 10.2

6 障害のことを理解した支援を受けることができない 59 9.8

2 相談相手がいない 36 6.0

7 その他 47 7.8

8 特にない 332 55.4

不明 25 4.2
全体 599 100.0

自分にとって働きすいところがわからない 
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(表 3-61) おたのしみの時間で困る・不便な「場面」 

 

おたのしみの時間で困る・不便な場面は、「旅行へ行くとき」が 36.4％で困る・不便な場

面があるとの回答であった。また、「地域の行事や活動に参加するとき」（30.6％）や「映

画・コンサート・美術館・カラオケ等にいくとき」（24.9％）も高く、外出先などで普段

とは違う環境に置かれた場合に困る・不便と感じると考えられる。 

その他の自由記載では、1 人で外出が難しい、介助が必要、初めての場所（環境）が苦手、

周囲とトラブルになる等の回答が挙げられた。 

 
(表 3-62)余暇時で困る・不便な「内容」 

 

余暇時の困る・不便な「内容」については、「サービス・ルール等の内容が分かりづらい」

が 35.9％と最も高く、「障害のことを理解した支援を受けることができない」（25.9％）、

「いろいろな情報を手に入れにくい」（25.2％）、「施設の設備の使い方がわからない」

（25.0％）も 4 人に 1 人が困る・不便な内容として挙げられた。 

その他の自由記載では、多様な回答が挙げられたが、環境が変化することに対応出来ない

等の理由が多く上げられた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 旅行へ行くとき 218 36.4

3 地域の行事や活動に参加するとき 183 30.6

5 映画・コンサート・美術館・カラオケ等にいくとき 149 24.9

2 スポーツをするとき 106 17.7

4 テレビ・ビデオ・ゲーム等をするとき 88 14.7

6 友人などとの日程調整ができない 64 10.7

7 その他 57 9.5

8 特にない 254 42.4

不明 17 2.8
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

3 サービス・ルール等の内容が分かりづらい 215 35.9

6 障害のことを理解した支援を受けることができない 155 25.9

5 いろいろな情報を手に入れにくい 151 25.2

4 施設の設備の使い方がわからない 150 25.0

1 お店に入りづらい 130 21.7

2 支援してくれる人がいない 93 15.5

7 その他 45 7.5

8 特にない 235 39.2

不明 15 2.5
全体 599 100.0
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(表 3-63) 求めるサポート内容 

 

求めるサポートに関しては、「コミュニケーション」（60.4％）が 6 割と高かったが、「お

金の管理」（53.9％）、「移動」（49.2％）「時間の管理」（33.7％）、「スケジュール

管理」（29.7％）なども高く、困る・不便と感じる場面や内容を解消してくれるサポート

が求められていると考えられる。 

その他の自由記載では、周囲の理解や相談する相手等を求める意見があった。 

 

(表 3-64) 環境改善や支援機器を使ってやりたいこと/出来るようになりたいこと 

 
環境改善・支援機器でやりたいこと／できるようになりたいことは、「落ち着いて生活や仕

事がしたい」が約半数（50.9％）と高かった。また、「他の人といろいろな話をしてみたい」

が 34.4％、「スムーズに移動したい」が 28.7％、「お金を管理したい」が 21.9％と、困

る・不便な場面の解消を求めていることがわかる。 

こんな仕事がしてみたいの内訳はお菓子作り、身体を使った仕事、ゲームに関する仕事、

車の清掃などが挙げられた。また、その他の自由記載では、安心したい、穏やかに過ごし

たい、介助が必要なことを 1 人でしたい、余暇活動を増やしたい等の回答が挙げられた。 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 コミュニケーション 362 60.4

8 お金の管理 323 53.9

2 移動 295 49.2

7 時間の管理 202 33.7

6 スケジュール管理 178 29.7

3 食事 168 28.0

4 入浴支援 166 27.7

5 排泄 146 24.4

9 ICT機器の利用 127 21.2

10 その他 76 12.7

不明 24 4.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

4 落ち着いて生活や仕事がしたい 305 50.9

1 他の人といろいろな話をしてみたい 206 34.4

2 スムーズに移動したい 172 28.7

3 お金を管理したい 131 21.9

5 こんな仕事をしてみたい 13 2.2

6 その他 63 10.5

不明 29 4.8
全体 599 100.0
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(表 3-65) ロボットや ICT（情報通信技術）、AI（人口知能）の開発で求めること 

 

ロボットや ICT（情報通信技術）、AI（人口知能）の開発への期待は「日常生活が便利にな

る」が 76.8％と高かった。また、「好きなことにもっと挑戦できる」も 35.9％と高く、テ

クノロジーにより、挑戦しやすくなるとの期待が寄せられている。 

その他の自由記載では、コミュニケーションや自分の意思を伝えられるようになることに

期待する意見が挙げられた。 

 
(表 3-66) 環境改善や福祉用具で重視する特徴 

 

環境改善や福祉用具において、重視する特徴は、「操作が簡単になる」が 77.6％と高く、

使い勝手が重視されている結果となった。また、「こわれにくい」が 49.2％や「安い」が

43.9％、「持ち運びしやすい大きさ」も 42.7％といずれも 4 割以上が重視している項目で

あることがわかった。 

その他の自由記載では、安全性等の回答に加え、購入前に機器を試すことができるような

仕組みを望むような声も寄せられた。 

 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 日常生活が便利になる 460 76.8

3 好きなことにもっと挑戦できる 215 35.9

2 働きやすくなる 106 17.7

4 その他 74 12.4

不明 25 4.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 操作が簡単になる 465 77.6

5 こわれにくい 295 49.2

4 安い 263 43.9

2 持ち運びしやすい大きさ 256 42.7

3 かっこいい 100 16.7

6 その他 48 8.0

不明 27 4.5
全体 599 100.0
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②クロス集計 

アンケートの調査結果に対して、アンケートの対象者（障害者本人）における本人回答分、

対象者と回答者の関係をグループ化（家族：父親、母親、兄・弟、姉・妹 職員：学校の

教員、施設職員）、使ったことがある支援機器の数量（0 個、1 個、2-3 個、4 個以上）につ

いてクロス集計を実施した。全ての結果については、「３.別添資料（３）クロス集計結果」

を参照のこと。 

 
(表 3-68) 対象者と回答者の関係 

 

本人以外の回答者は、施設職員が 62.9％と高く、次いで母親が 30.0％となっている。使用

している機器についても同様の割合で利用されていることがわかった。 

 
(表 3-70) 対象者の年齢 

 

年代別では、10 代で 2-3 個の支援機器を利用している回答者が多くみられた（25.6％）が、

40 代で 4 個以上の支援機器を使用している年代で最も多かった（25.0％）のは 40 代であ

った。 

 
  

合計 母親 父親 兄、弟 姉、妹 学校の教
員

施設職員 その他 不明 非該当

483 145 17 1 1 7 304 5 3 116

100.0 30.0 3.5 0.2 0.2 1.4 62.9 1.0 0.6

- - - - - - - - - 114

- - - - - - - - -

164 145 17 1 1 - - - - -

100.0 88.4 10.4 0.6 0.6 - - - -

311 - - - - 7 304 - - -

100.0 - - - - 2.3 97.7 - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

137 44 3 - - 1 89 - - 23

100.0 32.1 2.2 - - 0.7 65.0 - -

60 17 - - - 3 40 - - 4

100.0 28.3 - - - 5.0 66.7 - -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 １０歳未
満

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以
上

不明

599 25 126 108 91 101 83 39 25 1

100.0 4.2 21.0 18.0 15.2 16.9 13.9 6.5 4.2 0.2

114 2 31 20 15 19 16 5 5 1

100.0 1.8 27.2 17.5 13.2 16.7 14.0 4.4 4.4 0.9

164 18 57 44 25 10 4 2 4 -

100.0 11.0 34.8 26.8 15.2 6.1 2.4 1.2 2.4 -

311 5 38 43 48 70 62 29 16 -

100.0 1.6 12.2 13.8 15.4 22.5 19.9 9.3 5.1 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 9 41 34 26 12 16 11 11 -

100.0 5.6 25.6 21.3 16.3 7.5 10.0 6.9 6.9 -

64 1 12 9 7 16 9 5 5 -

100.0 1.6 18.8 14.1 10.9 25.0 14.1 7.8 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-71) 対象者の障害支援区分 

 

 
(表 3-72) 対象者の障害の程度 

 

障害者区分や障害の程度のクロス集計では、「区分 6」や「重度」「最重度」における使

ったことがある支援機器数が 2—3 個もしくは 4個以上の割合が全体よりも高い傾向が見ら

れた。 

 
  

合計 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 わからな
い

不明

599 9 27 41 80 90 168 37 140 7

100.0 1.5 4.5 6.8 13.4 15.0 28.0 6.2 23.4 1.2

114 5 7 6 16 8 10 13 45 4

100.0 4.4 6.1 5.3 14.0 7.0 8.8 11.4 39.5 3.5

164 2 11 12 23 14 28 5 67 2

100.0 1.2 6.7 7.3 14.0 8.5 17.1 3.0 40.9 1.2

311 1 7 20 40 67 129 19 28 -

100.0 0.3 2.3 6.4 12.9 21.5 41.5 6.1 9.0 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 1 2 12 17 19 69 16 23 1

100.0 0.6 1.3 7.5 10.6 11.9 43.1 10.0 14.4 0.6

64 - 1 1 7 9 32 1 13 -

100.0 - 1.6 1.6 10.9 14.1 50.0 1.6 20.3 -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 軽度 中度 重度 最重度 わからな
い

不明

599 113 120 209 112 33 12

100.0 18.9 20.0 34.9 18.7 5.5 2.0

114 59 27 15 2 8 3

100.0 51.8 23.7 13.2 1.8 7.0 2.6

164 21 37 61 37 7 1

100.0 12.8 22.6 37.2 22.6 4.3 0.6

311 32 53 129 72 17 8

100.0 10.3 17.0 41.5 23.2 5.5 2.6

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

160 22 31 52 52 3 -

100.0 13.8 19.4 32.5 32.5 1.9 -

64 4 9 28 18 5 -

100.0 6.3 14.1 43.8 28.1 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-74) 療育手帳の保有状況 

 

療育手帳の保有状況に関する集計においても、重度の対象者は、使ったことのある支援機

器の数が「2～3 個」または「4 個以上」である割合が、全体と比較して高い傾向が見られ

ました。 

 

 
(表 3-78) 対象者の住まい 

 

住まいでは、施設に入所している方の割合に対して、使用したことがある支援機器の数の

割合が高く、施設入所者の方が支援機器を利用する機会が多いことが分かる。 

 
  

合計 重度
（Ａ、Ａ
１、Ａ２
など）

その他
（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ２、
Ｂ３など）

わからな
い

不明 非該当

560 326 203 16 15 39

100.0 58.2 36.3 2.9 2.7

104 16 79 7 2 10

100.0 15.4 76.0 6.7 1.9

152 97 50 - 5 12

100.0 63.8 32.9 - 3.3

294 210 69 8 7 17

100.0 71.4 23.5 2.7 2.4

- - - - - -

- - - - -

- - - - - -

- - - - -

154 99 50 - 5 6

100.0 64.3 32.5 - 3.2

62 44 13 4 1 2

100.0 71.0 21.0 6.5 1.6

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 一軒家 施設に入
所してい
る

グループ
ホーム

マンショ
ン・ア
パート

病院に入
院してい
る

その他 不明

599 230 170 105 86 2 13 2

100.0 38.4 28.4 17.5 14.4 0.3 2.2 0.3

114 40 27 20 23 - 6 -

100.0 35.1 23.7 17.5 20.2 - 5.3 -

164 120 2 15 29 - 4 -

100.0 73.2 1.2 9.1 17.7 - 2.4 -

311 63 141 69 33 2 3 1

100.0 20.3 45.3 22.2 10.6 0.6 1.0 0.3

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

160 62 56 23 15 1 5 1

100.0 38.8 35.0 14.4 9.4 0.6 3.1 0.6

64 18 33 6 7 1 - -

100.0 28.1 51.6 9.4 10.9 1.6 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-81) 対象者の就労状況 

 

回答者が就労していない場合は、使用したことがある支援機器の数の割合が高い傾向が出

ており、日常生活において支援機器を利用していることがうかがえる。 

 
(表 3-84) 通勤方法 

 
「勤務先のバス等で通勤している」「家族に送迎してもらっている」の回答者は、使用し

たことがある支援機器の数の割合が全体より高く、「ひとりで公共交通機関（バス・電車）

を使用して通勤している」「ひとりで歩いて通勤している」の回答者は使用したことがあ

る支援機器の数の割合が全体より低い。自立度の状況が表れていると考えられる。 

 
(表 3-85) 使ったことのある支援機器等 

 

合計 仕事をし
ていない

仕事をし
ている

不明

599 402 196 1

100.0 67.1 32.7 0.2

114 60 54 -

100.0 52.6 47.4 -

164 111 53 -

100.0 67.7 32.3 -

311 227 83 1

100.0 73.0 26.7 0.3

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

160 123 37 -

100.0 76.9 23.1 -

64 54 10 -

100.0 84.4 15.6 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 勤務先の
バス等で
通勤して
いる

家族に送
迎しても
らってい
る。

ひとりで
歩いて通
勤してい
る

ひとりで公
共交通機関
を使用して
通勤してい
る

ひとりで
自転車で
通勤して
いる

ひとりで
車を運転
して通勤
している

家で働い
ているた
め通勤は
していな
い

誰かと一緒
に公共交通
機関を使用
して通勤し
ている

その他 不明 非該当

196 79 35 34 26 16 4 2 - 38 2 403

100.0 40.3 17.9 17.3 13.3 8.2 2.0 1.0 - 19.4 1.0

54 23 6 12 7 5 1 - - 7 - 60

100.0 42.6 11.1 22.2 13.0 9.3 1.9 - - 13.0 -

53 27 9 5 11 5 - - - 5 - 111

100.0 50.9 17.0 9.4 20.8 9.4 - - - 9.4 -

83 26 18 17 7 5 3 2 - 25 2 228

100.0 31.3 21.7 20.5 8.4 6.0 3.6 2.4 - 30.1 2.4

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

37 21 9 1 2 3 1 1 - 6 - 123

100.0 56.8 24.3 2.7 5.4 8.1 2.7 2.7 - 16.2 -

10 4 2 4 4 - 1 1 - 2 - 54

100.0 40.0 20.0 40.0 40.0 - 10.0 10.0 - 20.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

114 14 9 14 7 7 6 6 4 5 3 5 - 1 3

100.0 12.3 7.9 12.3 6.1 6.1 5.3 5.3 3.5 4.4 2.6 4.4 - 0.9 2.6

164 18 45 39 44 7 9 9 20 2 3 2 9 2 4

100.0 11.0 27.4 23.8 26.8 4.3 5.5 5.5 12.2 1.2 1.8 1.2 5.5 1.2 2.4

311 81 56 30 32 58 46 31 16 31 29 15 12 15 8

100.0 26.0 18.0 9.6 10.3 18.6 14.8 10.0 5.1 10.0 9.3 4.8 3.9 4.8 2.6

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

160 50 68 41 54 37 25 16 14 10 18 7 9 3 5

100.0 31.3 42.5 25.6 33.8 23.1 15.6 10.0 8.8 6.3 11.3 4.4 5.6 1.9 3.1

64 47 27 24 18 25 30 29 20 27 16 14 11 15 4

100.0 73.4 42.2 37.5 28.1 39.1 46.9 45.3 31.3 42.2 25.0 21.9 17.2 23.4 6.3

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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使ったことがある機器のクロス集計では、全体でみると低い傾向がある「歩行器・歩行車」

「頭部保護帽」「特殊寝台」「排泄関連用具」「入浴関連用具」なども、複数 4 個以上の

支援機器を利用している方に利用されていることがわかる。 

 
(表 3-86) 現在も使用している支援機器等 

 

 

 

現在も使用している支援機器等のクロス集計においても、全体でみると低い傾向がある

「頭部保護帽」「歩行器・歩行車」「装具」「入浴関連用具」「姿勢保持装置」なども、複

数 4 個以上の支援機器を利用している方に利用されていることがわかる。 

 
  

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

114 3 2 - - - 1 - - 2 63 4

100.0 2.6 1.8 - - - 0.9 - - 1.8 55.3 3.5

164 8 - - - - - 1 1 5 73 -

100.0 4.9 - - - - - 0.6 0.6 3.0 44.5 -

311 2 9 9 8 8 4 4 1 4 122 6

100.0 0.6 2.9 2.9 2.6 2.6 1.3 1.3 0.3 1.3 39.2 1.9

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 7 5 1 2 1 3 2 1 5 - -

100.0 4.4 3.1 0.6 1.3 0.6 1.9 1.3 0.6 3.1 - -

64 6 6 8 6 7 2 3 - 3 - -

100.0 9.4 9.4 12.5 9.4 10.9 3.1 4.7 - 4.7 - -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

頭部保護
帽

排泄関連
用具

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含
む。）

補聴器 つえ

323 84 80 77 72 68 52 34 32 31 30 20 15 14 11

100.0 26.0 24.8 23.8 22.3 21.1 16.1 10.5 9.9 9.6 9.3 6.2 4.6 4.3 3.4

47 6 6 6 6 11 3 3 4 4 5 - 1 4 3

100.0 12.8 12.8 12.8 12.8 23.4 6.4 6.4 8.5 8.5 10.6 - 2.1 8.5 6.4

91 15 28 41 6 27 7 3 5 15 1 9 1 3 1

100.0 16.5 30.8 45.1 6.6 29.7 7.7 3.3 5.5 16.5 1.1 9.9 1.1 3.3 1.1

183 63 46 30 60 29 42 28 23 12 24 11 13 7 7

100.0 34.4 25.1 16.4 32.8 15.8 23.0 15.3 12.6 6.6 13.1 6.0 7.1 3.8 3.8

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

160 32 53 49 36 31 20 20 11 6 9 7 4 6 4

100.0 20.0 33.1 30.6 22.5 19.4 12.5 12.5 6.9 3.8 5.6 4.4 2.5 3.8 2.5

64 39 15 14 24 20 28 12 20 19 20 12 10 3 7

100.0 60.9 23.4 21.9 37.5 31.3 43.8 18.8 31.3 29.7 31.3 18.8 15.6 4.7 10.9

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

体位変換
器

電動車い
す

義肢 その他 現在は使
用してい
ない

不明 非該当

323 11 8 6 6 5 5 4 - 14 31 1 276

100.0 3.4 2.5 1.9 1.9 1.5 1.5 1.2 - 4.3 9.6 0.3

47 2 1 - - - - 1 - 1 12 - 67

100.0 4.3 2.1 - - - - 2.1 - 2.1 25.5 -

91 - - - - 3 1 - - 7 11 1 73

100.0 - - - - 3.3 1.1 - - 7.7 12.1 1.1

183 9 7 6 6 2 4 3 - 6 7 - 128

100.0 4.9 3.8 3.3 3.3 1.1 2.2 1.6 - 3.3 3.8 -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 5 2 1 1 4 1 3 - 5 15 - -

100.0 3.1 1.3 0.6 0.6 2.5 0.6 1.9 - 3.1 9.4 -

64 5 6 5 5 - 4 1 - 6 - - -

100.0 7.8 9.4 7.8 7.8 - 6.3 1.6 - 9.4 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-87) 支援機器等に改良して欲しい点 

 

改良して欲しい点について、支援機器を 4 個以上使っている方は全体に比べて価格が高い

と回答する割合が高くなっており、支援機器が増えると金銭面での負担を感じることがわ

かる。 

 
(表 3-121) 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の利用時に困ること 

 

携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使っていて、困ったこととして「トラ

ブルが起きた時に対応できない」「無料か有料かを判断しづらい」と感じるのは、職員よ

りも家族の割合が高い傾向にある。 

 

  

合計 価格が高
い

使い方や
調整など
の支援を
してくれ
る人がお

使い方が
難しい、
分かりづ
らい

安全に使
えない

その他 特にない 不明 非該当

291 85 33 19 11 38 155 1 308

100.0 29.2 11.3 6.5 3.8 13.1 53.3 0.3

35 13 2 2 1 3 19 - 79

100.0 37.1 5.7 5.7 2.9 8.6 54.3 -

79 28 16 4 4 20 29 - 85

100.0 35.4 20.3 5.1 5.1 25.3 36.7 -

176 44 15 13 6 15 106 1 135

100.0 25.0 8.5 7.4 3.4 8.5 60.2 0.6

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

145 36 14 8 5 24 80 - 15

100.0 24.8 9.7 5.5 3.4 16.6 55.2 -

64 33 11 8 3 9 22 - -

100.0 51.6 17.2 12.5 4.7 14.1 34.4 -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 トラブル
が起きた
時に対応
できない

無料か有
料かを判
断しづら
い

操作方法
が難し
い、分か
らない

使い方を
支援して
くれる人
がいない

その他 特にない 不明 非該当

81 41 27 12 6 12 19 2 518

100.0 50.6 33.3 14.8 7.4 14.8 23.5 2.5

25 7 7 2 - 1 11 1 89

100.0 28.0 28.0 8.0 - 4.0 44.0 4.0

43 30 18 6 3 8 7 - 121

100.0 69.8 41.9 14.0 7.0 18.6 16.3 -

11 4 2 4 3 3 - - 300

100.0 36.4 18.2 36.4 27.3 27.3 - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

20 15 8 4 3 2 1 - 140

100.0 75.0 40.0 20.0 15.0 10.0 5.0 -

8 5 3 1 1 5 - - 56

100.0 62.5 37.5 12.5 12.5 62.5 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-122) パソコンの利用時に不便に思うこと 

 

パソコンを使用していて、使いづらかったり不便に思うことでも、「トラブルが起きた時

に対応できない」「無料か有料かを判断しづらい」と感じるのは、家族が回答している場

合の方が高かった。 

 

(表 3-123) ふだんの生活で、不便だと思うこと 

 
普段の生活において、「お金の管理をするとき」「薬を管理するとき」などで、職員より

も家族が不安を感じていることがわかる。 

 
(表 3-124) 不便だと思う具体的な内容 

 

具体的な内容では、「お金の支払いが難しい」「公共交通機関（バス・電車）に乗るのが難

しい」「公共施設（役所・公民館・図書館）を使うのが難しい」「自分の言いたいことが伝

合計 トラブル
が起きた
時に対応
できない

無料か有
料かを判
断しづら
い

操作方法
が難し
い、分か
らない

使い方を
支援して
くれる人
がいない

その他 特にない 不明 非該当

81 41 27 16 9 7 22 1 518

100.0 50.6 33.3 19.8 11.1 8.6 27.2 1.2

25 9 5 3 1 4 8 1 89

100.0 36.0 20.0 12.0 4.0 16.0 32.0 4.0

43 27 18 10 7 2 10 - 121

100.0 62.8 41.9 23.3 16.3 4.7 23.3 -

11 5 4 3 1 1 2 - 300

100.0 45.5 36.4 27.3 9.1 9.1 18.2 -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

20 14 7 7 4 - 2 - 140

100.0 70.0 35.0 35.0 20.0 - 10.0 -

8 3 3 2 1 2 1 - 56

100.0 37.5 37.5 25.0 12.5 25.0 12.5 -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 人とコミュ
ニケーショ
ンを取ると
き

外出する
とき

お金の管
理をする
とき

買い物を
するとき

薬を管理
するとき

お風呂・
シャワー
のとき

トイレに
いくとき

家事をす
るとき

洗顔・歯
磨きのと
き

着替えを
するとき

食事をす
るとき

起きると
き/寝ると
き

その他 特にない 不明

599 298 261 250 240 181 147 134 126 107 99 98 66 26 136 6

100.0 49.7 43.6 41.7 40.1 30.2 24.5 22.4 21.0 17.9 16.5 16.4 11.0 4.3 22.7 1.0

114 32 30 36 30 22 7 8 17 4 3 6 8 1 55 1

100.0 28.1 26.3 31.6 26.3 19.3 6.1 7.0 14.9 3.5 2.6 5.3 7.0 0.9 48.2 0.9

164 109 90 105 84 64 49 37 49 42 34 30 20 12 13 2

100.0 66.5 54.9 64.0 51.2 39.0 29.9 22.6 29.9 25.6 20.7 18.3 12.2 7.3 7.9 1.2

311 151 137 104 121 91 90 88 58 61 61 62 38 13 67 1

100.0 48.6 44.1 33.4 38.9 29.3 28.9 28.3 18.6 19.6 19.6 19.9 12.2 4.2 21.5 0.3

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

160 87 84 66 75 48 49 43 40 32 37 38 21 8 33 -

100.0 54.4 52.5 41.3 46.9 30.0 30.6 26.9 25.0 20.0 23.1 23.8 13.1 5.0 20.6 -

64 34 35 25 30 21 19 24 9 14 18 20 12 4 8 -

100.0 53.1 54.7 39.1 46.9 32.8 29.7 37.5 14.1 21.9 28.1 31.3 18.8 6.3 12.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 自分の言
いたいこ
とが伝わ
らない

お金の支
払いが難
しい

公共交通機
関（バス・
電車）に乗
るのが難し
い

公共施設
（役所・公
民館・図書
館）を使う
のが難しい

周りの人
の理解が
少ない

トイレのタ
イミングが
伝えられな
い、わから
ない

介助して
くれる人
がいない

生活費が
足りない

医療費が
多くかか
る

その他 特にない 不明

599 323 247 226 195 155 100 42 35 33 72 127 15

100.0 53.9 41.2 37.7 32.6 25.9 16.7 7.0 5.8 5.5 12.0 21.2 2.5

114 29 30 23 17 16 4 5 7 4 12 50 5

100.0 25.4 26.3 20.2 14.9 14.0 3.5 4.4 6.1 3.5 10.5 43.9 4.4

164 118 89 82 77 64 29 18 12 6 21 12 4

100.0 72.0 54.3 50.0 47.0 39.0 17.7 11.0 7.3 3.7 12.8 7.3 2.4

311 170 123 116 97 73 67 18 16 22 39 64 4

100.0 54.7 39.5 37.3 31.2 23.5 21.5 5.8 5.1 7.1 12.5 20.6 1.3

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

160 93 63 60 55 45 38 15 11 9 26 32 1

100.0 58.1 39.4 37.5 34.4 28.1 23.8 9.4 6.9 5.6 16.3 20.0 0.6

64 39 28 26 19 20 18 8 3 8 8 9 -

100.0 60.9 43.8 40.6 29.7 31.3 28.1 12.5 4.7 12.5 12.5 14.1 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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わらない」などの項目において、家族がより困ると感じていることがわかる。 

 
(表 3-126) 仕事で困る具体的な内容 

 

仕事の困った場面として、「コミュニケーションを取りづらい」と家族が強く感じているこ

とがわかる。本人や職員が回答した場合は全体よりも低くなっており、家族からみてコミ

ュニケーションの課題があるように見えているということがわかる。 

 
(表 3-127) おたのしみの時間で困る・不便な「場面」 

 

おたのしみの時間で困る・不便な「場面」では「旅行へ行くとき」が高く、支援機器を「2-

3 個」「4 個以上」使用したことがある回答者は不便を感じる場面に遭遇しているとみられ

る。「地域の行事や活動に参加するとき」や「映画・コンサート・美術館・カラオケ等に

いくとき」についても同様の傾向がみられた。 

 
  

合計 コミュニ
ケーショ
ンを取り
づらい

書類の内
容が分か
りづらい

作業内容
が分かり
づらい

WEBミー
ティングの
使い方が分
からない

障害のこと
を理解した
支援を受け
ることがで
きない

相談相手
がいない

その他 特にない 不明

599 146 98 78 61 59 36 47 332 25

100.0 24.4 16.4 13.0 10.2 9.8 6.0 7.8 55.4 4.2

114 22 16 8 8 11 9 6 66 8

100.0 19.3 14.0 7.0 7.0 9.6 7.9 5.3 57.9 7.0

164 62 35 25 20 22 15 21 65 8

100.0 37.8 21.3 15.2 12.2 13.4 9.1 12.8 39.6 4.9

311 56 43 43 31 25 12 19 200 6

100.0 18.0 13.8 13.8 10.0 8.0 3.9 6.1 64.3 1.9

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 49 23 20 16 21 10 12 92 -

100.0 30.6 14.4 12.5 10.0 13.1 6.3 7.5 57.5 -

64 13 9 7 8 9 3 7 35 1

100.0 20.3 14.1 10.9 12.5 14.1 4.7 10.9 54.7 1.6

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 旅行へ行
くとき

地域の行
事や活動
に参加す
るとき

映画・コン
サート・美
術館・カラ
オケ等にい
くとき

スポーツ
をすると
き

テレビ・ビ
デオ・ゲー
ム等をする
とき

友人など
との日程
調整がで
きない

その他 特にない 不明

599 218 183 149 106 88 64 57 254 17

100.0 36.4 30.6 24.9 17.7 14.7 10.7 9.5 42.4 2.8

114 20 15 12 8 9 7 10 65 4

100.0 17.5 13.2 10.5 7.0 7.9 6.1 8.8 57.0 3.5

164 78 67 62 42 27 28 20 46 7

100.0 47.6 40.9 37.8 25.6 16.5 17.1 12.2 28.0 4.3

311 118 100 74 55 52 28 26 138 3

100.0 37.9 32.2 23.8 17.7 16.7 9.0 8.4 44.4 1.0

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 81 65 49 37 27 28 15 51 -

100.0 50.6 40.6 30.6 23.1 16.9 17.5 9.4 31.9 -

64 33 30 21 17 13 10 7 15 -

100.0 51.6 46.9 32.8 26.6 20.3 15.6 10.9 23.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-128) 余暇時で困る・不便な「内容」 

 

余暇時で困る・不便な「内容」は「障害のことを理解した支援を受けることができない」

「いろいろな情報を手に入れにくい」の項目において、家族が困る・不便と回答する割合

が高く、「2-3 個」「4 個以上」支援機器をしようしたことがある回答者も高い傾向が見ら

れた。 

 
(表 3-129) 求めるサポート内容 

 
求めるサポートについては「コミュニケーション」や「移動」などが高く、支援機器を複

数使用したことがある回答者がより強い傾向がみられた。 

 

  

合計 サービス・
ルール等の
内容が分か
りづらい

障害のこと
を理解した
支援を受け
ることがで
きない

いろいろ
な情報を
手に入れ
にくい

施設の設
備の使い
方がわか
らない

お店に入
りづらい

支援して
くれる人
がいない

その他 特にない 不明

599 215 155 151 150 130 93 45 235 15

100.0 35.9 25.9 25.2 25.0 21.7 15.5 7.5 39.2 2.5

114 24 11 13 11 7 9 5 69 4

100.0 21.1 9.6 11.4 9.6 6.1 7.9 4.4 60.5 3.5

164 86 76 61 62 51 42 12 37 5

100.0 52.4 46.3 37.2 37.8 31.1 25.6 7.3 22.6 3.0

311 101 67 76 75 68 41 28 126 3

100.0 32.5 21.5 24.4 24.1 21.9 13.2 9.0 40.5 1.0

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 63 62 47 51 48 36 13 52 1

100.0 39.4 38.8 29.4 31.9 30.0 22.5 8.1 32.5 0.6

64 23 21 23 18 18 15 10 15 -

100.0 35.9 32.8 35.9 28.1 28.1 23.4 15.6 23.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 コミュニ
ケーショ
ン

お金の管
理

移動 時間の管
理

スケ
ジュール
管理

食事 入浴支援 排泄 ICT機器の
利用

その他 不明

599 362 323 295 202 178 168 166 146 127 76 24

100.0 60.4 53.9 49.2 33.7 29.7 28.0 27.7 24.4 21.2 12.7 4.0

114 36 56 35 25 14 11 10 8 17 27 6

100.0 31.6 49.1 30.7 21.9 12.3 9.6 8.8 7.0 14.9 23.7 5.3

164 120 109 93 71 69 42 41 38 46 22 4

100.0 73.2 66.5 56.7 43.3 42.1 25.6 25.0 23.2 28.0 13.4 2.4

311 200 153 162 103 93 113 113 99 63 27 10

100.0 64.3 49.2 52.1 33.1 29.9 36.3 36.3 31.8 20.3 8.7 3.2

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 102 93 92 63 67 53 55 49 51 18 1

100.0 63.8 58.1 57.5 39.4 41.9 33.1 34.4 30.6 31.9 11.3 0.6

64 42 27 44 14 13 26 27 28 18 9 -

100.0 65.6 42.2 68.8 21.9 20.3 40.6 42.2 43.8 28.1 14.1 -

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上
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(表 3-130) 環境改善や支援機器を使ってやりたいこと/出来るようになりたいこと 

 

環境改善や支援機器を使ってやりたいこと/出来るようになりたいこととして、支援機器

を 4 個以上使用したことがある回答者は、「スムーズに移動したい」と考える傾向が強く

見られた。 

 
(表 3-131) ロボットや ICT（情報通信技術）、AI（人口知能）の開発で求めること 

 

支援機器を「2-3 個」「4 個以上」使用したことがある回答者は、ロボットや ICT（情報通

信技術）、AI（人口知能）の開発で「好きなことにもっと挑戦できる」と考える傾向が強

いと考えられる。支援機器を組み合わせて利用することで、色々なことができることを実

感しており、テクノロジーに求める期待も高い可能性がある。 

 
  

合計 落ち着い
て生活や
仕事がし
たい

他の人と
いろいろ
な話をし
てみたい

スムーズ
に移動し
たい

お金を管
理したい

こんな仕
事をして
みたい

その他 不明

599 305 206 172 131 13 63 29

100.0 50.9 34.4 28.7 21.9 2.2 10.5 4.8

114 45 34 19 25 4 20 7

100.0 39.5 29.8 16.7 21.9 3.5 17.5 6.1

164 90 70 64 60 7 18 4

100.0 54.9 42.7 39.0 36.6 4.3 11.0 2.4

311 170 99 87 43 1 25 15

100.0 54.7 31.8 28.0 13.8 0.3 8.0 4.8

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

160 89 55 56 27 3 20 1

100.0 55.6 34.4 35.0 16.9 1.9 12.5 0.6

64 35 25 35 14 1 9 -

100.0 54.7 39.1 54.7 21.9 1.6 14.1 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 日常生活
が便利に
なる

好きなこ
とにもっ
と挑戦で
きる

働きやす
くなる

その他 不明

599 460 215 106 74 25

100.0 76.8 35.9 17.7 12.4 4.2

114 69 29 19 20 7

100.0 60.5 25.4 16.7 17.5 6.1

164 126 73 45 29 6

100.0 76.8 44.5 27.4 17.7 3.7

311 258 112 40 23 10

100.0 83.0 36.0 12.9 7.4 3.2

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

160 139 68 24 17 -

100.0 86.9 42.5 15.0 10.6 -

64 55 38 13 5 -

100.0 85.9 59.4 20.3 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-132) 環境改善や福祉用具で重視する特徴 

 

環境改善や福祉用具において、重視する特徴として、「操作が簡単になる」「持ち運びし

やすい大きさ」「安い」などが高く、支援機器を複数使用したことがある回答者がより重

視している傾向がみられた。また、「操作が簡単になる」は職員が、「こわれにくい」は

家族が重視していることがわかる。 

 
以降は、使ったことがある支援機器等と障害支援区分、障害の程度、療育手帳の保有状況、

身体障害者手帳の保有状況、住まい、同居者の状況とのクロス集計結果を記載する。 

 
(表 3-133) 使ったことがある支援機器等×対象者の障害支援区分 

 
 

 
 

合計 操作が簡
単になる

こわれに
くい

安い 持ち運び
しやすい
大きさ

かっこい
い

その他 不明

599 465 295 263 256 100 48 27

100.0 77.6 49.2 43.9 42.7 16.7 8.0 4.5

114 71 49 46 42 18 16 8

100.0 62.3 43.0 40.4 36.8 15.8 14.0 7.0

164 130 100 90 92 30 15 6

100.0 79.3 61.0 54.9 56.1 18.3 9.1 3.7

311 258 144 123 119 50 16 10

100.0 83.0 46.3 39.5 38.3 16.1 5.1 3.2

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

160 136 105 90 87 38 10 0

100.0 85.0 65.6 56.3 54.4 23.8 6.3 0.0

64 60 43 32 37 16 6 0

100.0 93.8 67.2 50.0 57.8 25.0 9.4 0.0

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

9 - - 1 1 - 1 - - - - - - - -

100.0 - - 11.1 11.1 - 11.1 - - - - - - - -

27 - 2 5 4 2 - - 1 - - 1 - - -

100.0 - 7.4 18.5 14.8 7.4 - - 3.7 - - 3.7 - - -

41 5 4 4 4 4 1 2 2 - 1 3 - 2 1

100.0 12.2 9.8 9.8 9.8 9.8 2.4 4.9 4.9 - 2.4 7.3 - 4.9 2.4

80 10 16 13 6 7 7 8 3 3 2 6 - 1 2

100.0 12.5 20.0 16.3 7.5 8.8 8.8 10.0 3.8 3.8 2.5 7.5 - 1.3 2.5

90 17 16 11 12 13 10 9 1 7 2 2 1 2 1

100.0 18.9 17.8 12.2 13.3 14.4 11.1 10.0 1.1 7.8 2.2 2.2 1.1 2.2 1.1

168 60 46 24 27 30 34 16 21 27 16 7 11 11 2

100.0 35.7 27.4 14.3 16.1 17.9 20.2 9.5 12.5 16.1 9.5 4.2 6.5 6.5 1.2

37 2 6 6 4 14 2 1 - - 10 - 1 - 3

100.0 5.4 16.2 16.2 10.8 37.8 5.4 2.7 - - 27.0 - 2.7 - 8.1

140 19 19 20 24 3 6 10 12 1 4 3 8 2 6

100.0 13.6 13.6 14.3 17.1 2.1 4.3 7.1 8.6 0.7 2.9 2.1 5.7 1.4 4.3

全体

Q1-2-1　障害
支援区分

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

わからない

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

9 - - - - - - - - - 7 -

100.0 - - - - - - - - - 77.8 -

27 1 - - - - - - - 1 17 -

100.0 3.7 - - - - - - - 3.7 63.0 -

41 - - - - - - - 1 - 24 1

100.0 - - - - - - - 2.4 - 58.5 2.4

80 2 2 1 - 1 - - - 1 41 2

100.0 2.5 2.5 1.3 - 1.3 - - - 1.3 51.3 2.5

90 1 - 1 - 1 - 1 - 1 45 2

100.0 1.1 - 1.1 - 1.1 - 1.1 - 1.1 50.0 2.2

168 4 7 5 7 6 4 2 - 5 40 2

100.0 2.4 4.2 3.0 4.2 3.6 2.4 1.2 - 3.0 23.8 1.2

37 1 1 1 - - - - - - 16 -

100.0 2.7 2.7 2.7 - - - - - - 43.2 -

140 4 1 1 1 - 1 2 1 2 72 1

100.0 2.9 0.7 0.7 0.7 - 0.7 1.4 0.7 1.4 51.4 0.7

わからない

全体

Q1-2-1　障害
支援区分

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当
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(表 3-134) 使ったことがある支援機器等×対象者の障害の程度 

 

 

 
 

 
(表 3-136) 使ったことがある支援機器等×療育手帳の保有状況 

 
 

 
療育手帳では、重度（Ａ、Ａ１、Ａ２など）の回答者は「車いす」「視覚支援に関わる用

具（スケジュール管理など）」「パーテーション等視覚情報を調整するもの」が突出して

高かった。一方、その他（Ｂ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３など）は「補聴器」「つえ」「排泄関連

用具」「イヤマフなど不快な音を調整するもの」で高い傾向がみられた。 

 
  

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

113 8 9 18 10 16 4 6 2 2 8 2 - 2 4

100.0 7.1 8.0 15.9 8.8 14.2 3.5 5.3 1.8 1.8 7.1 1.8 - 1.8 3.5

120 18 19 17 13 9 4 11 4 5 5 10 1 1 3

100.0 15.0 15.8 14.2 10.8 7.5 3.3 9.2 3.3 4.2 4.2 8.3 0.8 0.8 2.5

209 44 47 28 35 28 29 14 15 13 11 5 5 6 6

100.0 21.1 22.5 13.4 16.7 13.4 13.9 6.7 7.2 6.2 5.3 2.4 2.4 2.9 2.9

112 35 32 16 23 18 21 10 16 17 10 3 14 8 1

100.0 31.3 28.6 14.3 20.5 16.1 18.8 8.9 14.3 15.2 8.9 2.7 12.5 7.1 0.9

33 8 3 4 2 2 3 5 3 1 1 2 1 1 1

100.0 24.2 9.1 12.1 6.1 6.1 9.1 15.2 9.1 3.0 3.0 6.1 3.0 3.0 3.0

全体

Q1-2-2　障害
の程度

軽度

中度

重度

最重度

わからない

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

113 1 2 1 - - - - - 1 65 1

100.0 0.9 1.8 0.9 - - - - - 0.9 57.5 0.9

120 6 2 - 1 1 - - - 2 60 3

100.0 5.0 1.7 - 0.8 0.8 - - - 1.7 50.0 2.5

209 5 3 3 1 4 1 1 1 5 90 3

100.0 2.4 1.4 1.4 0.5 1.9 0.5 0.5 0.5 2.4 43.1 1.4

112 1 3 4 6 3 2 4 - 3 22 1

100.0 0.9 2.7 3.6 5.4 2.7 1.8 3.6 - 2.7 19.6 0.9

33 - 1 1 - - 2 - 1 - 20 -

100.0 - 3.0 3.0 - - 6.1 - 3.0 - 60.6 -

全体

Q1-2-2　障害
の程度

軽度

中度

重度

最重度

わからない

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

326 78 77 44 57 47 47 23 31 28 19 8 18 12 7

100.0 23.9 23.6 13.5 17.5 14.4 14.4 7.1 9.5 8.6 5.8 2.5 5.5 3.7 2.1

203 22 25 31 20 24 9 16 5 8 13 10 1 5 6

100.0 10.8 12.3 15.3 9.9 11.8 4.4 7.9 2.5 3.9 6.4 4.9 0.5 2.5 3.0

16 4 1 - 1 - 2 3 1 1 2 1 - 1 -

100.0 25.0 6.3 - 6.3 - 12.5 18.8 6.3 6.3 12.5 6.3 - 6.3 -

全体

Q1-2-4　療育
手帳

重度（Ａ、Ａ１、
Ａ２など）

その他（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ２、Ｂ３な

わからない

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

326 5 6 7 6 7 - 5 1 8 121 5

100.0 1.5 1.8 2.1 1.8 2.1 - 1.5 0.3 2.5 37.1 1.5

203 7 4 1 1 1 - - - 3 107 4

100.0 3.4 2.0 0.5 0.5 0.5 - - - 1.5 52.7 2.0

16 1 - - 1 - 2 - - - 11 1

100.0 6.3 - - 6.3 - 12.5 - - - 68.8 6.3

全体

Q1-2-4　療育
手帳

重度（Ａ、Ａ１、
Ａ２など）

その他（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ２、Ｂ３な

わからない
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(表 3-137) 使ったことがある支援機器等×身体障害者手帳の保有状況 

 

 

 

身体障害者手帳を持つ回答者では、「装具」「姿勢保持装置」「歩行器・歩行車」「車い

す」「排泄関連用具」「入浴関連用具」などの使用経験が高い傾向がみられた。 

 
(表 3-139) 使ったことがある支援機器等×対象者の住まい 

 

 

 

住まいと使ったことのある支援機器の関連でみると、「頭部保護帽」「歩行器・歩行車」

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

56 39 3 1 2 4 16 14 14 13 6 1 15 5 2

100.0 69.6 5.4 1.8 3.6 7.1 28.6 25.0 25.0 23.2 10.7 1.8 26.8 8.9 3.6

15 10 3 2 1 3 3 5 3 3 1 3 - 1 2

100.0 66.7 20.0 13.3 6.7 20.0 20.0 33.3 20.0 20.0 6.7 20.0 - 6.7 13.3

13 7 3 3 4 3 3 4 4 1 2 2 1 1 -

100.0 53.8 23.1 23.1 30.8 23.1 23.1 30.8 30.8 7.7 15.4 15.4 7.7 7.7 -

10 3 1 1 - 2 2 2 2 2 2 2 1 2 -

100.0 30.0 10.0 10.0 - 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 10.0 20.0 -

2 2 - - - - 1 - 2 - - - - - -

100.0 100.0 - - - - 50.0 - 100.0 - - - - - -

7 1 - - 3 - - - 1 1 - - - 1 -

100.0 14.3 - - 42.9 - - - 14.3 14.3 - - - 14.3 -

93 15 18 16 8 11 13 6 5 7 5 3 1 2 -

100.0 16.1 19.4 17.2 8.6 11.8 14.0 6.5 5.4 7.5 5.4 3.2 1.1 2.2 -

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

56 1 1 3 2 3 4 2 - 2 8 -

100.0 1.8 1.8 5.4 3.6 5.4 7.1 3.6 - 3.6 14.3 -

15 - 3 1 1 - - - - - 1 -

100.0 - 20.0 6.7 6.7 - - - - - 6.7 -

13 - 1 1 - - - - 1 - 2 -

100.0 - 7.7 7.7 - - - - 7.7 - 15.4 -

10 - - - - - - - - 1 4 -

100.0 - - - - - - - - 10.0 40.0 -

2 - - - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - - - -

7 - - - 1 - - 1 - - 3 -

100.0 - - - 14.3 - - 14.3 - - 42.9 -

93 1 2 3 2 1 - - - 2 45 -

100.0 1.1 2.2 3.2 2.2 1.1 - - - 2.2 48.4 -

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

230 30 45 51 41 12 19 13 17 6 2 2 11 2 6

100.0 13.0 19.6 22.2 17.8 5.2 8.3 5.7 7.4 2.6 0.9 0.9 4.8 0.9 2.6

86 14 15 10 13 2 6 5 9 4 1 1 2 2 1

100.0 16.3 17.4 11.6 15.1 2.3 7.0 5.8 10.5 4.7 1.2 1.2 2.3 2.3 1.2

105 15 14 7 8 9 6 10 2 3 2 8 - 3 3

100.0 14.3 13.3 6.7 7.6 8.6 5.7 9.5 1.9 2.9 1.9 7.6 - 2.9 2.9

2 1 - - - - 1 1 - - - - 1 - -

100.0 50.0 - - - - 50.0 50.0 - - - - 50.0 - -

170 52 36 16 22 49 29 17 11 25 29 11 7 11 4

100.0 30.6 21.2 9.4 12.9 28.8 17.1 10.0 6.5 14.7 17.1 6.5 4.1 6.5 2.4

13 2 1 3 2 1 1 1 1 - 1 - - - 1

100.0 15.4 7.7 23.1 15.4 7.7 7.7 7.7 7.7 - 7.7 - - - 7.7

全体

Q1-3-1　住ま
い

一軒家

マンション・ア
パート

グループホーム

病院に入院してい
る

施設に入所してい
る

その他

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

230 8 1 - 1 1 3 2 1 5 104 5

100.0 3.5 0.4 - 0.4 0.4 1.3 0.9 0.4 2.2 45.2 2.2

86 3 - - - 1 1 - 1 5 43 2

100.0 3.5 - - - 1.2 1.2 - 1.2 5.8 50.0 2.3

105 1 1 2 1 1 - 1 - - 61 4

100.0 1.0 1.0 1.9 1.0 1.0 - 1.0 - - 58.1 3.8

2 - - - 1 - - 1 - - - -

100.0 - - - 50.0 - - 50.0 - - - -

170 1 9 7 6 5 1 1 - - 54 -

100.0 0.6 5.3 4.1 3.5 2.9 0.6 0.6 - - 31.8 -

13 - - - - - - - - - 7 -

100.0 - - - - - - - - - 53.8 -

全体

Q1-3-1　住ま
い

一軒家

マンション・ア
パート

グループホーム

病院に入院してい
る

施設に入所してい
る

その他
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「車いす」「排泄関連用具」「入浴関連用具」「火災警報器」は施設に入所している回答

者の割合が高く、「視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など）」「パーテーション

等視覚情報を調整するもの」「イヤマフなど不快な音を調整するもの」は一軒家に住む回

答者の割合が高かった。 

 
(表 3-141) 使ったことがある支援機器等×同居者の状況 

 

 

 

同居者の種類の傾向では、「視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など）」「パーテーシ

ョン等視覚情報を調整するもの」「イヤマフなど不快な音を調整するもの」に関しては、父、

母（親）や自分のおじいさん、おばあさん、兄弟・姉妹などの家族と過ごしている回答者

の使用が多くみられた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

合計 車いす パーテー
ション等視
覚情報を調
整するもの

イヤマフな
ど不快な音
を調整する
もの

視覚支援
に関わる
用具

火災警報
器

頭部保護
帽

歩行器・
歩行車

装具 入浴関連
用具

排泄関連
用具

つえ 姿勢保持
装置

特殊寝台
（マット
を含む）

補聴器

599 113 110 84 83 73 61 46 40 38 35 22 21 18 15

100.0 18.9 18.4 14.0 13.9 12.2 10.2 7.7 6.7 6.3 5.8 3.7 3.5 3.0 2.5

13 - - - - 2 - - - - - - - - 2

100.0 - - - - 15.4 - - - - - - - - 15.4

6 1 - - - 1 - - - - - - - - -

100.0 16.7 - - - 16.7 - - - - - - - - -

4 2 - - - - - - 1 - - - 1 - -

100.0 50.0 - - - - - - 25.0 - - - 25.0 - -

309 45 63 63 55 13 25 20 25 11 3 5 13 4 7

100.0 14.6 20.4 20.4 17.8 4.2 8.1 6.5 8.1 3.6 1.0 1.6 4.2 1.3 2.3

32 5 10 10 7 - 2 2 1 1 1 - 2 - 3

100.0 15.6 31.3 31.3 21.9 - 6.3 6.3 3.1 3.1 3.1 - 6.3 - 9.4

137 26 22 28 19 7 13 13 16 6 3 - 9 1 3

100.0 19.0 16.1 20.4 13.9 5.1 9.5 9.5 11.7 4.4 2.2 - 6.6 0.7 2.2

7 1 2 1 1 1 - - - - - - - - 1

100.0 14.3 28.6 14.3 14.3 14.3 - - - - - - - - 14.3

16 3 4 1 2 2 2 2 - 1 - 3 - 1 2

100.0 18.8 25.0 6.3 12.5 12.5 12.5 12.5 - 6.3 - 18.8 - 6.3 12.5

185 50 42 19 26 40 30 19 12 24 16 14 7 12 6

100.0 27.0 22.7 10.3 14.1 21.6 16.2 10.3 6.5 13.0 8.6 7.6 3.8 6.5 3.2

139 22 18 9 16 26 7 9 5 4 17 4 - 4 1

100.0 15.8 12.9 6.5 11.5 18.7 5.0 6.5 3.6 2.9 12.2 2.9 - 2.9 0.7

友人・知り合い

支援者・施設職員

その他

全体

Q1-3-3　同居
者

自分ひとりだけで
暮らしている

夫や妻（配偶者）

子ども（子どもの
妻や夫）

父、母（親）

自分のおじいさ
ん、おばあさん

兄弟・姉妹

その他親せき

合計 意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

自動消火
器

緊急通報
装置

床ずれ防
止用具

移動用リ
フト

電動車い
す

体位変換
器

義肢 その他 使ったこ
とがない

不明

599 13 11 9 8 8 5 5 2 11 265 11

100.0 2.2 1.8 1.5 1.3 1.3 0.8 0.8 0.3 1.8 44.2 1.8

13 - - - - - - - - - 10 -

100.0 - - - - - - - - - 76.9 -

6 - - - - - 1 - 1 - 4 -

100.0 - - - - - 16.7 - 16.7 - 66.7 -

4 - - - - - 1 - 1 - 2 -

100.0 - - - - - 25.0 - 25.0 - 50.0 -

309 10 2 1 1 2 3 2 1 11 139 7

100.0 3.2 0.6 0.3 0.3 0.6 1.0 0.6 0.3 3.6 45.0 2.3

32 1 - - - - - - - 1 12 -

100.0 3.1 - - - - - - - 3.1 37.5 -

137 2 1 - - - 1 1 - 1 60 3

100.0 1.5 0.7 - - - 0.7 0.7 - 0.7 43.8 2.2

7 - - - - - - - - - 3 -

100.0 - - - - - - - - - 42.9 -

16 - 1 1 - 1 - - - - 9 -

100.0 - 6.3 6.3 - 6.3 - - - - 56.3 -

185 2 10 8 6 6 - 2 - - 69 1

100.0 1.1 5.4 4.3 3.2 3.2 - 1.1 - - 37.3 0.5

139 2 5 1 2 - 1 1 - - 69 1

100.0 1.4 3.6 0.7 1.4 - 0.7 0.7 - - 49.6 0.7

自分のおじいさ
ん、おばあさん

兄弟・姉妹

その他親せき

友人・知り合い

支援者・施設職員

その他

全体

Q1-3-3　同居
者

自分ひとりだけで
暮らしている

夫や妻（配偶者）

子ども（子どもの
妻や夫）

父、母（親）
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③まとめ 

回答者属性 

 回答者のうち、障害者本人が回答した割合は約 19%にとどまり、約 8 割は家族や支援

者が回答した。回答者の年代は 10 代から 60 代まで満遍なく分布しており、10 代が

21%、20 代が 18%、40 代が 16.9%と続いた。  

 障害種別は ASD(自閉スペクトラム症)が 37.6%と最も多く、その他にも様々な障害種

別の方が回答した。 障害者手帳の保有者は 9 割以上にのぼり、療育手帳の保有者も

満遍なく回答していることがわかった。 

支援機器等の利用状況 

 これまで使用したことがある支援機器等は、車いす(18.9%)、パーテーション(18.4%)、

イヤマフ(14%)、視覚支援用具(13.9%)、火災警報器(12.2%)など、多岐にわたった。 

 現在も使用している支援機器等は、車いす(26%)、パーテーション(24.8%)、視覚支援

用具(23.8%)、火災警報器(22.3%)、イヤマフ(21.1%)などである。 

 支援機器等を使わなくなった理由としては、「効果を感じられなかった」(23.9%)、「使

うのが面倒だった」(9.8%)、「使うのが難しかった」(7.6%)といった意見が挙げられた。 

 支援機器等の改良を希望する意見としては、「価格が高い」(29.2%)、「使い方の支援を

してくれる人がいない」(11.3%)といった声があった。 

 
携帯電話・パソコンの利用状況 

 携帯電話(スマートフォン・タブレットを含む)を保有している人は 32.4%、パソコン

を保有している人は 16.7%であった。 

 携帯電話の主な利用シーンは、「趣味」(27.5%)、「プライベートでの調べ物」(14.5%)

などである。 

 携帯電話やパソコンの利用で困ることは、「トラブルが起きた時に対応できない」

(50.6%)、「無料か有料かの判断が難しい」(33.3%)、「操作方法が難しい、わからない」

(19.8%)などである。 

 

日常生活・仕事・余暇における困りごと 

 日常生活で不便を感じることとしては、「人とコミュニケーションを取るとき」

(49.7%)、「外出するとき」(41.7%)、「お金の管理をするとき」(43.6%)、「買い物をす

るとき」(40.1%)などが挙げられた。 

 仕事で困ることは、「自分に合った仕事がわからない」(21.7%)、「自分にとって働きや

すいところがわからない」(15.5%)、「仕事を探すとき」(8.5%)など、仕事探しから就

労まで、様々な困難があることがわかった。 

 余暇時間で困ることは、「旅行へ行くとき」(36.4%)、「地域の行事や活動に参加すると

き」(30.6%)、「映画・コンサート・美術館・カラオケ等へ行くとき」(24.9%)など、非

日常的な場面で困りごとが多いようである。 

 
求めるサポート 

 回答者が求めるサポートとしては、「コミュニケーション」(60.4%)、「お金の管理」

(53.9%)、「移動」(49.2%)などが上位を占めた。 環境改善や支援機器によって「落ち

着いて生活や仕事がしたい」(50.9%)、「他の人といろいろな話をしてみたい」(34.4%)、
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「スムーズに移動したい」(28.7%)といったことを実現したいと考えている人が多い。 

 ロボットや ICT(情報通信技術)、AI(人工知能)の開発には、「日常生活が便利になる」

(76.8%)、「好きなことにもっと挑戦できる」(35.9%)といった期待が寄せられている。 

 
クロス集計結果から 

 施設入所者は、在宅で生活している人に比べて、多くの支援機器等を利用している傾

向が見られた。 就労していない人は、就労している人に比べて、支援機器等の利用経

験が多い傾向が見られた。 

 家族と同居している人は、コミュニケーション支援や感覚調整に役立つ支援機器等の

利用が多い傾向が見られた。 

 療育手帳を保有している人は、特に車いす、視覚支援用具、パーテーションの利用経

験が多い傾向が見られた。 

 また、家族と職員では、家族の方が課題感を覚えやすい傾向がみられた。 

 
調査結果から: 

 今回の調査結果から、障害のある方の日常生活、仕事、余暇活動における課題やニー

ズ、支援機器等の利用状況、そしてテクノロジーへの期待など、多岐にわたる情報を

得ることができた。 

 特に、普段の生活や仕事、お楽しみ（余暇）の場面において、コミュニケーション支

援、お金の管理、移動支援等に関するニーズが共通して高いことが挙げられた。外出

先や仕事など、非日常におけるトラブル等に対応できる機器や技術が求められている

ことが明らかになった。 

 対象者の多くは、日常生活における様々な困りごとに対して、支援機器等を活用する

ことで解決したいと考えており、ロボットや ICT、AI といったテクノロジーの進歩に

高い期待が寄せられていることもわかった。 

 一方で、個人が抱える特性等については様々であることから、本人だけでなく、家族・

職員（支援者）も含めて、具体的な利用シーンや外出する先などの場面から必要な機

器や環境改善のサービス等が選択できると良い。 

 本調査で得られた共通課題に対して、ホスト側（公共交通機関や店舗、美術館、劇場

等）で必要な支援機器やサポートを選べる仕組みがあると良い。 
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（２）ヒアリング調査の結果 
ヒアリングによる最も大きな傾向としては、当事者が困らないように家族が生活面の補

助や、行動制限等を行っていることに加えて、知的障害者の言われたことをそのまま受け

入れる素直さの傾向から、障害者本人から具体的な困ったことについてあまり聴取できな

かった。 

一方で、当事者の生活や出生後の変遷から、同居人や支援者による生活支援が実施され

ているものの、障害者の自立支援が不足していることや制度的課題が浮き彫りとなった。 

「移動」に象徴されるように、日常生活で当事者の自立が家族にとって必要不可欠な部分

は訓練されており、一定自立してできるようになっている。一方で、「移動」以外の部分

で訓練されている内容の幅は個人差が大きく、当事者の自立に向けた「訓練」に対してソ

フトとハード両面からの支援ニーズがあることが伺えた。個別のヒアリング結果について

は、「３.別添資料のヒアリング調査結果」を参照のこと。 

 

●日常生活全般 

身体的介助の必要有無にもよるが、「移動」については知的障害の重さに関わらず訓練を

することで、特定の場所までの行き来は自律的にできることが伺われた。 

起床から出勤までの準備についても、何度も繰り返すことで部分的に自律的して実施でき

るようになった例も見受けられる。（愛知県 30 代/女性） 

 

●コミュニケーションや意思決定・支援 

コミュニケーションの手法として、言語障害を持つことから文字表や筆談で対応している

傾向があるものの、職場では基本口頭でのやり取りが主流であり、仕事の会話の中でその

ようなツールの活用が受け入れられないといった声もあった。（どうしても必要な場合は

絵で指示されることもあるとのこと） 

 

●情報収集・理解、文化芸術・レクリエーション等に関すること 

ヒアリング対象のほとんどは、人ごみを避けるなど工夫の上で、旅行やお出掛けをしてい

る。障害者手帳を用いたサービスにより待たずに博物館やアミューズメント施設を楽しん

でいる様子だが、1 件（埼玉県 18 歳/男性）以外は出かける際は必ず介助者が必要だとい

う意見が聞かれ（どうすればよいか分からず全く動けなくなったり、突発的な行動を起こ

す可能性があるため）、人的介助の必要性が訴えられた。 

 

●お金の管理 

自分でお金の管理ができるのは、1 件（埼玉県 18 歳/男性）のみであった。 

全体的な傾向として、知的障害の重さに関わらず硬貨や紙幣等の実物でお金とその金額を

認識できるが、数字のみではお金の概念を理解できていない。このことから口座を開設し

その中でお金を管理することが難しいと考えられる。また足し算や引き算の可否は、訓練

の状況など個人差があった。 
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●福祉用具・環境改善の開発改良に関すること 

福祉用具への期待よりも人的支援に対するニーズの方が強く示された。家族が一緒に住む

状況から制度的にヘルパーを頼みにくいという地域もある。福祉用具に触れる機会も地域

差が大きく、実際に福祉用具を試す機会がないため、福祉用具への期待感を持ちにくいと

考えられる。ニーズとして自立支援の一環で福祉用具を用いた研修のようなものがあれば

良いという声もあった。 

また、（埼玉県 18 歳/男性）の例と（愛知県 30 代/女性）の例から家族のデジタルリテラ

シーも支援の在り方やニーズに影響していることが伺えた。 

 

●その他 

スマートフォンは使用しているが、通話などコミュニケーションツールとしての要素が共

通しており、家族の見守り方針によりインターネットの使用範囲が異なる傾向が見受けら

れた。 
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（３）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用方策について 
障害者の自立を支援し、家族・介護者の負担を軽減する「障害者自立支援機器（以下「支

援機器」）」は、ノーマライゼーションの理念に基づき、障害者の活動や参加を促す極めて

重要な役割を果たすものであり、障害者等のニーズを的確に捉えた製品開発と普及の促進

が求められる。 

一方、障害の程度や置かれている環境等は様々であり、かつ障害の種別によって、自立

生活に向けた課題（日常生活上のお困りごとなど）や支援機器に求められるニーズは、千

差万別である。 

加えて、少子高齢化の進行と人手不足が深刻化するなか、知的障害者の高齢化・重度化、

ニーズの多様化・複雑化は喫緊の課題となっている。 

こうした背景のもと、近年、ロボットやＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ（人工知能）など

のテクロジーを支援機器の分野で活用することに大きな期待が寄せられているところであ

るが、ハイテク・ローテクにかかわらず、障害当事者をはじめ家族・支援者が直面してい

る課題、より具体的なニーズに合致した製品の開発と普及の促進が必要なことから、本事

業ではとりわけ「知的障害者」をテーマに支援機器に関する実態把握を行うとともに、予

てより当協会おいて運用している「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」の今後の在

り方について検討することとした。 

もって、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器等の開発・普及をより

一層喚起することとする。 
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（４）次年度に向けた検討事項について 
 本調査研究では、近年、増加傾向にある「知的障害者」の置かれている実態を把握する

とともに、支援機器の利用状況から現状の課題、求められる環境改善や新な支援機器

の要望等について調査することとした。 

 
 具体的には、当協会に知的障害者にかかる有識者等から構成する検討会を設置し、ア

ンケート調査やヒアリング調査の実施を通じて、知的障害者（児を含む）の置かれて

いる日常生活の課題を把握するとともに、新たな開発や普及が求められる支援機器や

システム、環境改善等について、情報収集することとした。 

 
 併せて、本研究では、当協会が運用している「福祉用具ニーズ情報・収集提供システ

ム」の活用方策について、検討したところである。 

 
 本研究を終えて、知的障害者を対象とする調査の実施については、障害の程度から年

齢まで幅広いことから、年齢や当事者のライフスタイル、在宅や施設・事業所、就労場

面やレクリエーションなど、調査範囲を絞ってより深堀することも必要であると考え

る。 

 
 また、今回の調査では、障害者本人のニーズを中心に調査したところであるが、家族・

支援者等にも調査範囲を広げるとともに、教育現場や就労現場におけるニーズや課題

の実態把握も必要と考えられる。 

 
 本調査の結果から、知的障害者が抱えている課題の解決策としては、これまでの支援

機器に限らず環境改善を含む日常生活の工夫や、アプリケーション等の活用も課題解

決の一つの手段として考えられるところであり、既存の支援機器の枠を超えて情報提

供することが求められる。 

 
 さらに、知的障害者の自立支援を促進する観点から、真に必要とされる支援機器や環

境改善の開発と普及の将来予測を行うためにも、年齢や程度別の支援機器等の開発と

普及、研究の状況等を記載したロードマップを作成することも必要ではないか。 

 

 

（５）本調査研究のまとめ図 
次ページに記載 
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３．別添資料 

（１）知的障害の概要 

（年齢別知的障害者の推移） 

在宅の知的障害者 96 万 2 千人の年齢階層別の内訳をみると、18 歳未満 21 万４千人

（22.2％）、18 歳以上 65 歳未満 58 万人（60.3％）、65 歳以上 14 万 9 千人（15.5％）とな

っている。身体障害者と比べて 18 歳未満の割合が高い一方で、65 歳以上の割合が低い点

に特徴がある（図表３）。 

 
知的障害者の推移をみると、2011 年と比較して約 34 万人増加している。以前に比べ、

知的障害に対する認知度が高くなり、療育手帳取得者の増加が要因の一つと考えられる（図

表３）。 

（※）身体障害者、知的障害者については、総務省「人口推計」2016 年 10 月 1 日（確定

値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
内閣府等のホームページ等からの引用 

https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/r05hakusho/zenbun/siryo_01.html 

 
（性別の障害者数） 

「平成 28 年生活のしづらさなどに関する調査」において、知的障害者数（療育手帳所持

者数）を性別にみると、65 歳未満では男性が 49 万７千人（62.5％）、女性が 29 万 5 千人
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（37.1％）、65 歳以上では男性が 8 万 9 千人（53.0％）、女性が 7 万 3 千人（43.5％）と

なっている（図表５）。 
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（障害福祉サービス等における総費用等） 
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出典：厚生労働省障 害福祉行政の最近の動向（令和 6 年度報酬改定を中心に）令和 5 年 9 月 8 日 
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（２）単純集計結果 

(表 3-1) F1 はじめに、アンケートの回答者についてお伺いいたします。 あなたは、障害者

本人ですか。...(ＳＡ) 

 

 
(表 3-2) F2 前の問いで「いいえ」を選択された方にお尋ねします。あなたは、アンケート

の対象者の方との関係を教えてください。...(ＳＡ) 

 

 
(表 3-3) F3 アンケートの回答方法を教えてください。...(ＳＡ) 

 

 
(表 3-4) Q1-1 あなたは何歳ですか。...(ＳＡ) 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 はい 114 19.0

2 いいえ 483 80.6

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 母親 145 30.0

2 父親 17 3.5

3 兄、弟 1 0.2

4 姉、妹 1 0.2

5 学校の教員 7 1.4

6 施設職員 304 62.9

7 その他 5 1.0
不明 3 0.6

非該当 116
全体 483 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 障害者本人が回答する 41 6.8

2 障害者本人と支援者で回答する 226 37.7

3 支援者（代理人）が回答する 320 53.4

不明 12 2.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 １０歳未満 25 4.2

2 １０代 126 21.0

3 ２０代 108 18.0

4 ３０代 91 15.2

5 ４０代 101 16.9

6 ５０代 83 13.9

7 ６０代 39 6.5

8 ７０代以上 25 4.2

不明 1 0.2
全体 599 100.0
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(表 3-5) Q1-2-1 あなたの障害支援区分を教えてください。…(ＳＡ) 

 

 
(表 3-6) Q1-2-2 あなたの障害の程度を教えてください。...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-7) Q1-2-3 あなたは障害者手帳を持っていますか。...(ＳＡ) 

 

 

(表 3-8) Q1-2-4 療育手帳...(ＳＡ) 

 

 

 

 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 区分１ 9 1.5

2 区分２ 27 4.5

3 区分３ 41 6.8

4 区分４ 80 13.4

5 区分５ 90 15.0

6 区分６ 168 28.0

7 非該当 37 6.2

8 わからない 140 23.4

不明 7 1.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 軽度 113 18.9

2 中度 120 20.0

3 重度 209 34.9

4 最重度 112 18.7

5 わからない 33 5.5

不明 12 2.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 手帳を持っている 560 93.5

2 手帳を持っていない 29 4.8

3 分からない 8 1.3

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 重度（Ａ、Ａ１、Ａ２など） 326 58.2

2 その他（Ｂ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３など） 203 36.3

3 わからない 16 2.9
不明 15 2.7

非該当 39
全体 560 100.0
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(表 3-9) Q1-2-4 身体障害者手帳...(ＳＡ) 

 

 

(表 3-10) Q1-2-4 精神障害者保健福祉手帳…(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 １級 56 10.0

2 ２級 15 2.7

3 ３級 13 2.3

4 ４級 10 1.8

5 ５級 2 0.4

6 ６級 7 1.3

7 わからない 93 16.6
不明 364 65.0

非該当 39
全体 560 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 １級 8 1.4

2 ２級 15 2.7

3 ３級 5 0.9

4 わからない 137 24.5
不明 395 70.5

非該当 39
全体 560 100.0
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(表 3-11) Q1-2-5 あなたが２種類以上の障害を持つ場合は、その障害名（これまでに判定又

は診断されたもの）を教えてください。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-12) Q1-3-1 あなたがいま、住んでいるお家について教えてください。...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-13) Q1-3-2 あなたのお家には、あなたを含め何人で住んでいますか。...(ＳＡ) 

 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 ASD（自閉スペクトラム症） 225 37.6

2 ADHD（注意欠如多動症） 38 6.3

3 LD（学習障害） 13 2.2

4 抑うつ 7 1.2

5 双極性障害（双極症） 4 0.7

6 全般性不安障害（全般不安症） 3 0.5

7 ダウン症　　　 38 6.3

8 その他 125 20.9

9 わからない 104 17.4

不明 126 21.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 一軒家 230 38.4

2 マンション・アパート 86 14.4

3 グループホーム 105 17.5

4 病院に入院している 2 0.3

5 施設に入所している 170 28.4

6 その他 13 2.2

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 ご回答者のみ 8 2.5

2 ２人 35 11.1

3 ３人 128 40.8

4 ４人 93 29.6

5 ５人 30 9.6

6 ６人 13 4.1

7 ７人 3 1.0

8 ８人 1 0.3

9 ９人 0 0.0

10 １０人以上 0 0.0
不明 3 1.0

非該当 285
全体 314 100.0

-51-



 

 

(表 3-14) Q1-3-3 あなたのお家に一緒に住んでいる人は誰ですか。（当てはまるものを全て

選んでください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-15) Q1-4-1 あなたは仕事をしていますか。...(ＳＡ) 

 

 
(表 3-16) Q1-4-2 あなたはどんな仕事をしていますか。（当てはまるものを全て選んでくだ

さい）...(ＭＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自分ひとりだけで暮らしている 13 2.2

2 夫や妻（配偶者） 6 1.0

3 子ども（子どもの妻や夫） 4 0.7

4 父、母（親） 309 51.6

5 自分のおじいさん、おばあさん 32 5.3

6 兄弟・姉妹 137 22.9

7 その他親せき 7 1.2

8 友人・知り合い 16 2.7

9 支援者・施設職員 185 30.9

10 その他 139 23.2

不明 6 1.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 仕事をしている 196 32.7

2 仕事をしていない 402 67.1

不明 1 0.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 正社員・正職員として働いている 9 4.6

2 パート・アルバイト・日雇いで働いている 11 5.6

3
障害のある方が通う施設で、ものを作っ
たり作業したりしている 178 90.8

4 家の仕事の手伝い（自営業） 2 1.0

5 その他 3 1.5
不明 0 0.0

非該当 403
全体 196 100.0

-52-



 

 

(表 3-17) Q1-4-3 どのような仕事ですか。（当てはまるものを全て選んでください）...(Ｍ

Ａ) 

 
 
(表 3-18) Q1-4-4 あなたはどのような方法で通勤していますか。（当てはまるものを全て選

んでください）...(ＭＡ) 

 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 事務職 2 1.0

2 販売業 8 4.1

3 サービス業 10 5.1

4 運輸業 2 1.0

5 製造・加工業 77 39.3

6 その他 100 51.0
不明 11 5.6

非該当 403
全体 196 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 ひとりで公共交通機関を使用して通勤している 26 13.3

2 ひとりで歩いて通勤している 34 17.3

3 ひとりで車を運転して通勤している 4 2.0

4 家族に送迎してもらっている 35 17.9

5 ひとりで自転車で通勤している 16 8.2

6 誰かと一緒に公共交通機関を使用して通勤 0 0.0

7 勤務先のバス等で通勤している 79 40.3

8 家で働いているため通勤はしていない 2 1.0

9 その他 38 19.4
不明 2 1.0

非該当 403
全体 196 100.0
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(表 3-19) Q2-1 あなたが使ったことのある支援機器や、環境を改善するために使ったこと

のあるものを教えてください。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 義肢 2 0.3

2 装具 40 6.7

3 姿勢保持装置 21 3.5

4 補聴器 15 2.5

5 つえ 22 3.7

6 歩行器・歩行車 46 7.7

7 頭部保護帽 61 10.2

8 車いす 113 18.9

9 電動車いす 5 0.8

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 13 2.2

11 特殊寝台（マットを含む） 18 3.0

12 床ずれ防止用具 8 1.3

13 体位変換器 5 0.8

14 移動用リフト 8 1.3

15 緊急通報装置 9 1.5

16 排泄関連用具 35 5.8

17 入浴関連用具 38 6.3

18 火災警報器 73 12.2

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 11 1.8

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 83 13.9

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 110 18.4

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 84 14.0

23 その他 11 1.8

24 使ったことがない 265 44.2

不明 11 1.8
全体 599 100.0
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(表 3-20) Q2-2 問 2-1 で答えた支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるもの

で、現在も使用しているものを教えてください。（当てはまるものを全て選んでくださ

い）...(ＭＡ) 

 
 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 義肢 0 0.0

2 装具 31 9.6

3 姿勢保持装置 20 6.2

4 補聴器 14 4.3

5 つえ 11 3.4

6 歩行器・歩行車 32 9.9

7 頭部保護帽 52 16.1

8 車いす 84 26.0

9 電動車いす 4 1.2

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 5 1.5

11 特殊寝台（マットを含む） 15 4.6

12 床ずれ防止用具 6 1.9

13 体位変換器 5 1.5

14 移動用リフト 6 1.9

15 緊急通報装置 8 2.5

16 排泄関連用具 34 10.5

17 入浴関連用具 30 9.3

18 火災警報器 72 22.3

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 11 3.4

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 77 23.8

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 80 24.8

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 68 21.1

23 その他 14 4.3

24 現在は使用していない 31 9.6
不明 1 0.3

非該当 276
全体 323 100.0
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(表 3-21) Q2-3 現在使用している支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるも

のに対して、改良して欲しい点はありますか。（当てはまるものを全て選んでください）...(Ｍ

Ａ) 

 

 
(表 3-22) Q2-4 問 2-1 で答えた支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるもの

で、使わなくなったものがあれば教えてください。（当てはまるものを全て選んでくださ

い）...(ＭＡ) 

 
 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 使い方が難しい、分かりづらい 19 6.5

2 価格が高い 85 29.2

3
使い方や調整などの支援をしてくれる人がおらず、う

まく使えないこと 33 11.3

4 安全に使えない 11 3.8

5 その他 38 13.1

6 特にない 155 53.3
不明 1 0.3

非該当 308
全体 291 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 義肢 9 3.1

2 装具 15 5.2

3 姿勢保持装置 0 0.0

4 補聴器 1 0.3

5 つえ 11 3.8

6 歩行器・歩行車 9 3.1

7 頭部保護帽 15 5.2

8 車いす 15 5.2

9 電動車いす 2 0.7

10 意思伝達装置（コミュニケーションエイド） 0 0.0

11 特殊寝台（マットを含む） 4 1.4

12 床ずれ防止用具 4 1.4

13 体位変換器 2 0.7

14 移動用リフト 0 0.0

15 緊急通報装置 1 0.3

16 排泄関連用具 4 1.4

17 入浴関連用具 2 0.7

18 火災警報器 2 0.7

19 自動消火器　　　　　　　　　　　　　　 0 0.0

20 視覚支援に関わる用具（スケジュール管理など） 7 2.4

21 パーテーション等視覚情報を調整するもの 10 3.4

22 イヤマフなど不快な音を調整するもの 14 4.8

23 その他 3 1.0

24 使わなくなった機器はない 196 67.4
不明 3 1.0

非該当 308
全体 291 100.0
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(表 3-23) Q2-5 使わなくなった理由を教えてください。（当てはまるものを全て選んでくだ

さい）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-24) Q3-1-1 あなたは携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を持っています

か。...(ＳＡ) 

 

 
(表 3-25) Q3-1-2 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使うのはどのような時

ですか。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
(表 3-26) Q3-1-3 電話...(ＳＡ) 

 
 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 販売中止になった 1 1.1

2 使うのが難しかった 7 7.6

3 使うのがめんどくさかった 9 9.8

4 あまり効果を感じられなかった 22 23.9

5 使用時に必要な支援が受けられなかった 7 7.6
6 使用するために必要な周りの理解が得られなかった 4 4.3

7 その他 58 63.0
不明 1 1.1

非該当 507
全体 92 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自分専用の携帯電話がある 194 32.4

2 誰かと共有している携帯電話 37 6.2

3 携帯電話を持っていない 366 61.1

不明 2 0.3
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 14 6.1

2 1日に数回 27 11.7

3 1日に1回程度 14 6.1

4 数日に1回程度 36 15.6

5 あまり使わない 130 56.3
不明 10 4.3

非該当 368
全体 231 100.0
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(表 3-27) Q3-1-3 メール...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-28) Q3-1-3 LINE や YouTube、インスタグラム...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-29) Q3-1-3 ゲーム...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-30) Q3-1-3 地図...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 5 2.2

2 1日に数回 16 6.9

3 1日に1回程度 4 1.7

4 数日に1回程度 10 4.3

5 あまり使わない 180 77.9
不明 16 6.9

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 82 35.5

2 1日に数回 34 14.7

3 1日に1回程度 11 4.8

4 数日に1回程度 14 6.1

5 あまり使わない 79 34.2
不明 11 4.8

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 41 17.7

2 1日に数回 32 13.9

3 1日に1回程度 8 3.5

4 数日に1回程度 16 6.9

5 あまり使わない 117 50.6
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 5 2.2

2 1日に数回 9 3.9

3 1日に1回程度 3 1.3

4 数日に1回程度 30 13.0

5 あまり使わない 167 72.3
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0
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(表 3-31) Q3-1-3 カメラ・ムービー...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-32) Q3-1-3 時計...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-33) Q3-1-3 アラーム（タイマー）...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-34) Q3-1-3 スケジュール...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 15 6.5

2 1日に数回 21 9.1

3 1日に1回程度 8 3.5

4 数日に1回程度 64 27.7

5 あまり使わない 106 45.9
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 29 12.6

2 1日に数回 40 17.3

3 1日に1回程度 14 6.1

4 数日に1回程度 6 2.6

5 あまり使わない 123 53.2
不明 19 8.2

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 13 5.6

2 1日に数回 15 6.5

3 1日に1回程度 28 12.1

4 数日に1回程度 8 3.5

5 あまり使わない 150 64.9
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 7 3.0

2 1日に数回 10 4.3

3 1日に1回程度 4 1.7

4 数日に1回程度 6 2.6

5 あまり使わない 185 80.1
不明 19 8.2

非該当 368
全体 231 100.0
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(表 3-35) Q3-1-3 インターネット（検索）...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-36) Q3-1-3 計算機...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-37) Q3-1-3 音楽再生...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-38) Q3-1-3 メモ...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 60 26.0

2 1日に数回 46 19.9

3 1日に1回程度 10 4.3

4 数日に1回程度 8 3.5

5 あまり使わない 92 39.8
不明 15 6.5

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 7 3.0

2 1日に数回 7 3.0

3 1日に1回程度 5 2.2

4 数日に1回程度 23 10.0

5 あまり使わない 172 74.5
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 48 20.8

2 1日に数回 26 11.3

3 1日に1回程度 12 5.2

4 数日に1回程度 12 5.2

5 あまり使わない 118 51.1
不明 15 6.5

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 9 3.9

2 1日に数回 6 2.6

3 1日に1回程度 4 1.7

4 数日に1回程度 11 4.8

5 あまり使わない 184 79.7
不明 17 7.4

非該当 368
全体 231 100.0
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(表 3-39) Q3-1-3 ボイスメモ（録音）...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-40) Q3-1-3 テレビ電話...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-41) Q3-1-3 コミュニケーションエイド...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-42) Q3-1-3 その他...(ＳＡ) 

 
 

  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 2 0.9

2 1日に数回 2 0.9

3 1日に1回程度 1 0.4

4 数日に1回程度 7 3.0

5 あまり使わない 201 87.0
不明 18 7.8

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 3 1.3

2 1日に数回 3 1.3

3 1日に1回程度 3 1.3

4 数日に1回程度 16 6.9

5 あまり使わない 188 81.4
不明 18 7.8

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 5 2.2

2 1日に数回 9 3.9

3 1日に1回程度 0 0.0

4 数日に1回程度 5 2.2

5 あまり使わない 194 84.0
不明 18 7.8

非該当 368
全体 231 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 8 3.5

2 1日に数回 7 3.0

3 1日に1回程度 2 0.9

4 数日に1回程度 5 2.2

5 あまり使わない 48 20.8
不明 161 69.7

非該当 368
全体 231 100.0
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(表 3-43) Q3-2-1 あなたはパソコンを持っていますか。…(ＳＡ) 

 

 
(表 3-44) Q3-2-2 パソコンを使用するのはどのような時ですか。（当てはまるものを全て選

んでください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-45) Q3-2-3 インターネット（検索）...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-46) Q3-2-3 メール...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自分専用のパソコンを持っている 31 5.2

2 誰かと共有しているパソコンがある 50 8.3

3 パソコンを持っていない 511 85.3

不明 7 1.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 仕事で使う 3 3.7

2 プライベートで調べ物をするとき 33 40.7

3 本を読む 1 1.2

4 本を読み上げてもらう 0 0.0

5 学習で使う 17 21.0

6 趣味で使う 58 71.6

7 その他 10 12.3
不明 1 1.2

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 14 17.3

2 1日に数回 14 17.3

3 1日に1回程度 8 9.9

4 数日に1回程度 14 17.3

5 あまり使わない 27 33.3
不明 4 4.9

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 0 0.0

2 1日に数回 0 0.0

3 1日に1回程度 2 2.5

4 数日に1回程度 0 0.0

5 あまり使わない 74 91.4
不明 5 6.2

非該当 518
全体 81 100.0
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(表 3-47) Q3-2-3 LINE や YouTube、インスタグラム...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-48) Q3-2-3 オンラインミーティング...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-49) Q3-2-3 ゲーム...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-50) Q3-2-3 ワード・エクセル・パワーポイント...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 14 17.3

2 1日に数回 7 8.6

3 1日に1回程度 5 6.2

4 数日に1回程度 6 7.4

5 あまり使わない 46 56.8
不明 3 3.7

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 0 0.0

2 1日に数回 0 0.0

3 1日に1回程度 1 1.2

4 数日に1回程度 3 3.7

5 あまり使わない 72 88.9
不明 5 6.2

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 6 7.4

2 1日に数回 7 8.6

3 1日に1回程度 1 1.2

4 数日に1回程度 9 11.1

5 あまり使わない 54 66.7
不明 4 4.9

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 1 1.2

2 1日に数回 3 3.7

3 1日に1回程度 4 4.9

4 数日に1回程度 11 13.6

5 あまり使わない 57 70.4
不明 5 6.2

非該当 518
全体 81 100.0
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(表 3-51) Q3-2-3 電子図書...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-52) Q3-2-3 読み上げ機能...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-53) Q3-2-3 その他...(ＳＡ) 

 
 
(表 3-54) Q3-2-4  1 日のうち何時間ぐらいパソコンを使っていますか。...(ＳＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 0 0.0

2 1日に数回 1 1.2

3 1日に1回程度 1 1.2

4 数日に1回程度 3 3.7

5 あまり使わない 71 87.7
不明 5 6.2

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 1 1.2

2 1日に数回 0 0.0

3 1日に1回程度 1 1.2

4 数日に1回程度 1 1.2

5 あまり使わない 73 90.1
不明 5 6.2

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1日に何度も 3 3.7

2 1日に数回 0 0.0

3 1日に1回程度 0 0.0

4 数日に1回程度 1 1.2

5 あまり使わない 16 19.8
不明 61 75.3

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 1時間未満 41 50.6

2 1時間以上～4時間未満 30 37.0

3 4時間以上～7時間未満 6 7.4

4 7時間以上～10時間未満 3 3.7

5 10時間以上 0 0.0
不明 1 1.2

非該当 518
全体 81 100.0

-64-



 

 

(表 3-55) Q3-3-1 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使っていて、困ったこ

とはありますか。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
(表 3-56) Q3-3-2 パソコンを使用していて、使いづらかったり不便に思うことはあります

か。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
(表 3-57) Q4-1-1 ふだんの生活で、不便だと思うことはありますか。（当てはまるものを全

て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 操作方法が難しい、分からない 12 14.8

2 使い方を支援してくれる人がいない 6 7.4

3 トラブルが起きた時に対応できない 41 50.6

4 無料か有料かを判断しづらい 27 33.3

5 その他（具体的に書いてください） 12 14.8

6 特にない 19 23.5
不明 2 2.5

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 操作方法が難しい、分からない 16 19.8

2 使い方を支援してくれる人がいない 9 11.1

3 トラブルが起きた時に対応できない 41 50.6

4 無料か有料かを判断しづらい 27 33.3

5 その他（具体的に書いてください） 7 8.6

6 特にない 22 27.2
不明 1 1.2

非該当 518
全体 81 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 食事をするとき 98 16.4

2 トイレにいくとき 134 22.4

3 着替えをするとき 99 16.5

4 お風呂・シャワーのとき 147 24.5

5 洗顔・歯磨きのとき 107 17.9

6 起きるとき/寝るとき 66 11.0

7 お金の管理をするとき 250 41.7

8 薬を管理するとき 181 30.2

9 外出するとき 261 43.6

10 買い物をするとき 240 40.1

11 家事をするとき 126 21.0

12 人とコミュニケーションを取るとき 298 49.7

13 その他 26 4.3

14 特にない 136 22.7

不明 6 1.0
全体 599 100.0
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(表 3-58) Q4-1-2 それは、具体的にどのようなことですか。（当てはまるものを全て選んで 

ください）...(ＭＡ) 

 
 
(表 3-59) Q4-2-1 仕事について、困ったと思ったことはありますか。（当てはまるものを全

て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 お金の支払いが難しい 247 41.2

2 公共交通機関に乗るのが難しい 226 37.7
3 公共施設（役所・公民館・図書館）を使うのが難しい 195 32.6

4 医療費が多くかかる 33 5.5

5 周りの人の理解が少ない 155 25.9

6 自分の言いたいことが伝わらない 323 53.9
7 トイレのタイミングが伝えられない、わからない 100 16.7

8 介助してくれる人がいない 42 7.0

9 生活費が足りない 35 5.8

10 その他 72 12.0

11 特にない 127 21.2

不明 15 2.5
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 自分に合ったお仕事がわからない 130 21.7

2 自分にとって働きやすいところがわからな 93 15.5

3 仕事をさがすとき 51 8.5

4 仕事を見つけたとき 22 3.7

5 面接をするとき 46 7.7

6 就労時の手続きのとき 47 7.8

7 仕事に行くとき/帰るとき 44 7.3

8 仕事中 50 8.3

9 仕事を変えたいとき 32 5.3

10 何か困ったときに相談できる場所がない 29 4.8

11 その他 71 11.9

12 特にない 330 55.1

不明 18 3.0
全体 599 100.0
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(表 3-60) Q4-2-2 困ったと思ったのはどんなことでしたか。（当てはまるものを全て選んで

ください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-61) Q4-3-1 おたのしみの時間で困る・不便な「場面」はありますか。（当てはまるも

のを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-62) Q4-3-2 余暇時で困る・不便な「内容」はありますか。（当てはまるものを全て選

んでください）...(ＭＡ) 

 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 書類の内容が分かりづらい 98 16.4

2 相談相手がいない 36 6.0

3 WEBミーティングの使い方が分からない 61 10.2

4 コミュニケーションを取りづらい 146 24.4

5 作業内容が分かりづらい 78 13.0

6 障害のことを理解した支援を受けることが 59 9.8

7 その他 47 7.8

8 特にない 332 55.4

不明 25 4.2
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 旅行へ行くとき 218 36.4

2 スポーツをするとき 106 17.7

3 地域の行事や活動に参加するとき 183 30.6

4 テレビ・ビデオ・ゲーム等をするとき 88 14.7

5 映画・コンサート・美術館・カラオケ等にいくとき 149 24.9

6 友人などとの日程調整ができない 64 10.7

7 その他 57 9.5

8 特にない 254 42.4

不明 17 2.8
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 お店に入りづらい 130 21.7

2 支援してくれる人がいない 93 15.5

3 サービス・ルール等の内容が分かりづらい 215 35.9

4 施設の設備の使い方がわからない 150 25.0

5 いろいろな情報を手に入れにくい 151 25.2

6 障害のことを理解した支援を受けることができない 155 25.9

7 その他 45 7.5

8 特にない 235 39.2

不明 15 2.5
全体 599 100.0
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(表 3-63) Q5-1 どのような助けがあればいいと思いますか。（当てはまるものを全て選んで

ください）...(ＭＡ) 

 

 
(表 3-64) Q5-2-1 環境改善や支援機器を使ってやりたいこと/出来るようになりたいことは

ありますか。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
(表 3-65) Q5-2-3 ロボットや ICT（情報通信技術）、AI（人口知能）の開発がもっと進んだ

らどうなってほしいですか。（当てはまるものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 

 
  

No. カテゴリー名 ｎ %

1 コミュニケーション 362 60.4

2 移動 295 49.2

3 食事 168 28.0

4 入浴支援 166 27.7

5 排泄 146 24.4

6 スケジュール管理 178 29.7

7 時間の管理 202 33.7

8 お金の管理 323 53.9

9 ICT機器の利用 127 21.2

10 その他 76 12.7

不明 24 4.0
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 他の人といろいろな話をしてみたい 206 34.4

2 スムーズに移動したい 172 28.7

3 お金を管理したい 131 21.9

4 落ち着いて生活や仕事がしたい 305 50.9

5 こんな仕事をしてみたい 13 2.2

6 その他 63 10.5

不明 29 4.8
全体 599 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 日常生活が便利になる 460 76.8

2 働きやすくなる 106 17.7

3 好きなことにもっと挑戦できる 215 35.9

4 その他 74 12.4

不明 25 4.2
全体 599 100.0
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(表 3-66) Q5-2-4 環境改善や福祉用具において、重視する特徴は何でしょう。（当てはまる

ものを全て選んでください）...(ＭＡ) 

 
 
（３）クロス集計結果 

 対象者を本人、家族（父親、母親、兄・弟、姉・妹、）、職員（学校の職員、施設職員）でグ

ループ化、使ったことがある支援機器の数量（０個、１個、２-３個、４個以上）で実施。 

 
(表 3-67) F1 はじめに、アンケートの回答者についてお伺いいたします。 あなたは、障害

者本人ですか。 

 

(表 3-68) F2 前の問いで「いいえ」を選択された方にお尋ねします。あなたは、アンケート

の対象者の方との関係を教えてください。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 操作が簡単になる 465 77.6

2 持ち運びしやすい大きさ 256 42.7

3 かっこいい 100 16.7

4 安い 263 43.9

5 こわれにくい 295 49.2

6 その他 48 8.0

不明 27 4.5
全体 599 100.0

合計 はい いいえ 不明

599 114 483 2

100.0 19.0 80.6 0.3

114 114 - -

100.0 100.0 - -

164 - 164 -

100.0 - 100.0 -

311 - 311 -

100.0 - 100.0 -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

160 23 137 -

100.0 14.4 85.6 -

64 4 60 -
100.0 6.3 93.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 母親 父親 兄、弟 姉、妹 学校の教
員

施設職員 その他 不明 非該当

483 145 17 1 1 7 304 5 3 116

100.0 30.0 3.5 0.2 0.2 1.4 62.9 1.0 0.6

- - - - - - - - - 114

- - - - - - - - -

164 145 17 1 1 - - - - -

100.0 88.4 10.4 0.6 0.6 - - - -

311 - - - - 7 304 - - -

100.0 - - - - 2.3 97.7 - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

137 44 3 - - 1 89 - - 23

100.0 32.1 2.2 - - 0.7 65.0 - -

60 17 - - - 3 40 - - 4
100.0 28.3 - - - 5.0 66.7 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-69) F3 アンケートの回答方法を教えてください。 

 
 
(表 3-70) Q1-1 あなたは何歳ですか。 

 
 
(表 3-71) Q1-2-1 あなたの障害支援区分を教えてください。 

 
 
  

合計 障害者本
人が回答
する

障害者本
人と支援
者で回答
する

支援者
（代理
人）が回
答する

不明

599 41 226 320 12

100.0 6.8 37.7 53.4 2.0

114 34 71 4 5

100.0 29.8 62.3 3.5 4.4

164 6 87 69 2

100.0 3.7 53.0 42.1 1.2

311 1 67 241 2

100.0 0.3 21.5 77.5 0.6

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

160 7 55 97 1

100.0 4.4 34.4 60.6 0.6

64 1 18 45 -
100.0 1.6 28.1 70.3 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 １０歳未
満

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以
上

不明

599 25 126 108 91 101 83 39 25 1

100.0 4.2 21.0 18.0 15.2 16.9 13.9 6.5 4.2 0.2

114 2 31 20 15 19 16 5 5 1

100.0 1.8 27.2 17.5 13.2 16.7 14.0 4.4 4.4 0.9

164 18 57 44 25 10 4 2 4 -

100.0 11.0 34.8 26.8 15.2 6.1 2.4 1.2 2.4 -

311 5 38 43 48 70 62 29 16 -

100.0 1.6 12.2 13.8 15.4 22.5 19.9 9.3 5.1 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 9 41 34 26 12 16 11 11 -

100.0 5.6 25.6 21.3 16.3 7.5 10.0 6.9 6.9 -

64 1 12 9 7 16 9 5 5 -
100.0 1.6 18.8 14.1 10.9 25.0 14.1 7.8 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 わからな
い

不明

599 9 27 41 80 90 168 37 140 7

100.0 1.5 4.5 6.8 13.4 15.0 28.0 6.2 23.4 1.2

114 5 7 6 16 8 10 13 45 4

100.0 4.4 6.1 5.3 14.0 7.0 8.8 11.4 39.5 3.5

164 2 11 12 23 14 28 5 67 2

100.0 1.2 6.7 7.3 14.0 8.5 17.1 3.0 40.9 1.2

311 1 7 20 40 67 129 19 28 -

100.0 0.3 2.3 6.4 12.9 21.5 41.5 6.1 9.0 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 1 2 12 17 19 69 16 23 1

100.0 0.6 1.3 7.5 10.6 11.9 43.1 10.0 14.4 0.6

64 - 1 1 7 9 32 1 13 -
100.0 - 1.6 1.6 10.9 14.1 50.0 1.6 20.3 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-72) Q1-2-2 あなたの障害の程度を教えてください。 

 

 
(表 3-73) Q1-2-3 あなたは障害者手帳を持っていますか。 

 
 
(表 3-74) Q1-2-4 療育手帳 

 

 
  

合計 軽度 中度 重度 最重度 わからな
い

不明

599 113 120 209 112 33 12

100.0 18.9 20.0 34.9 18.7 5.5 2.0

114 59 27 15 2 8 3

100.0 51.8 23.7 13.2 1.8 7.0 2.6

164 21 37 61 37 7 1

100.0 12.8 22.6 37.2 22.6 4.3 0.6

311 32 53 129 72 17 8

100.0 10.3 17.0 41.5 23.2 5.5 2.6

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

160 22 31 52 52 3 -

100.0 13.8 19.4 32.5 32.5 1.9 -

64 4 9 28 18 5 -
100.0 6.3 14.1 43.8 28.1 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 手帳を
持ってい
る

手帳を
持ってい
ない

分からな
い

不明

599 560 29 8 2

100.0 93.5 4.8 1.3 0.3

114 104 6 2 2

100.0 91.2 5.3 1.8 1.8

164 152 11 1 -

100.0 92.7 6.7 0.6 -

311 294 12 5 -

100.0 94.5 3.9 1.6 -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

160 154 4 2 -

100.0 96.3 2.5 1.3 -

64 62 2 - -
100.0 96.9 3.1 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 重度
（Ａ、Ａ
１、Ａ２
など）

その他
（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ
２、Ｂ３
など

わからな
い

不明 非該当

560 326 203 16 15 39

100.0 58.2 36.3 2.9 2.7

104 16 79 7 2 10

100.0 15.4 76.0 6.7 1.9

152 97 50 - 5 12

100.0 63.8 32.9 - 3.3

294 210 69 8 7 17

100.0 71.4 23.5 2.7 2.4

- - - - - -

- - - - -

- - - - - -

- - - - -

154 99 50 - 5 6

100.0 64.3 32.5 - 3.2

62 44 13 4 1 2
100.0 71.0 21.0 6.5 1.6

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-75) Q1-2-4 身体障害者手帳 

 
 
(表 3-76) Q1-2-4 精神障害者保健福祉手帳 

 

 
(表 3-77) Q1-2-5 あなたが２種類以上の障害を持つ場合は、その障害名（これまでに判定又

は診断されたもの）を教えてください。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 
  

合計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 わからな
い

不明 非該当

560 56 15 13 10 2 7 93 364 39

100.0 10.0 2.7 2.3 1.8 0.4 1.3 16.6 65.0

104 6 3 1 - - - 14 80 10

100.0 5.8 2.9 1.0 - - - 13.5 76.9

152 10 5 4 4 1 3 19 106 12

100.0 6.6 3.3 2.6 2.6 0.7 2.0 12.5 69.7

294 39 7 8 6 1 4 60 169 17

100.0 13.3 2.4 2.7 2.0 0.3 1.4 20.4 57.5

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

154 23 5 7 4 2 1 18 94 6

100.0 14.9 3.2 4.5 2.6 1.3 0.6 11.7 61.0

62 16 5 3 2 - 1 11 24 2
100.0 25.8 8.1 4.8 3.2 - 1.6 17.7 38.7

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 １級 ２級 ３級 わからな
い

不明 非該当

560 8 15 5 137 395 39

100.0 1.4 2.7 0.9 24.5 70.5

104 1 6 4 15 78 10

100.0 1.0 5.8 3.8 14.4 75.0

152 4 6 - 32 110 12

100.0 2.6 3.9 - 21.1 72.4

294 3 3 1 88 199 17

100.0 1.0 1.0 0.3 29.9 67.7

- - - - - - -

- - - - - -

- - - - - - -

- - - - - -

154 1 5 - 40 108 6

100.0 0.6 3.2 - 26.0 70.1

62 2 4 - 17 39 2
100.0 3.2 6.5 - 27.4 62.9

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 ASD（自
閉スペク
トラム
症）

ADHD（注
意欠如多
動症）

LD（学習
障害）

抑うつ 双極性障
害（双極
症）

全般性不
安障害
（全般不
安症）

ダウン症 その他 わからな
い

不明

599 225 38 13 7 4 3 38 125 104 126

100.0 37.6 6.3 2.2 1.2 0.7 0.5 6.3 20.9 17.4 21.0

114 32 11 1 2 - 1 2 17 34 31

100.0 28.1 9.6 0.9 1.8 - 0.9 1.8 14.9 29.8 27.2

164 95 11 9 1 1 1 17 40 11 16

100.0 57.9 6.7 5.5 0.6 0.6 0.6 10.4 24.4 6.7 9.8

311 98 16 3 4 3 1 18 66 58 73

100.0 31.5 5.1 1.0 1.3 1.0 0.3 5.8 21.2 18.6 23.5

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

160 75 6 2 2 1 2 7 37 16 31

100.0 46.9 3.8 1.3 1.3 0.6 1.3 4.4 23.1 10.0 19.4

64 24 5 2 2 1 1 7 18 11 12
100.0 37.5 7.8 3.1 3.1 1.6 1.6 10.9 28.1 17.2 18.8

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-78) Q1-3-1 あなたがいま、住んでいるお家について教えてください。 

 

 
(表 3-79) Q1-3-2 あなたのお家には、あなたを含め何人で住んでいますか。 

 
 
(表 3-80) Q1-3-3 あなたのお家に一緒に住んでいる人は誰ですか。（当てはまるものを全て

選んでください） 

 
 
  

合計 一軒家 マンショ
ン・ア
パート

グループ
ホーム

病院に入
院してい
る

施設に入
所してい
る

その他 不明

599 230 86 105 2 170 13 2

100.0 38.4 14.4 17.5 0.3 28.4 2.2 0.3

114 40 23 20 - 27 6 -

100.0 35.1 20.2 17.5 - 23.7 5.3 -

164 120 29 15 - 2 4 -

100.0 73.2 17.7 9.1 - 1.2 2.4 -

311 63 33 69 2 141 3 1

100.0 20.3 10.6 22.2 0.6 45.3 1.0 0.3

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

160 62 15 23 1 56 5 1

100.0 38.8 9.4 14.4 0.6 35.0 3.1 0.6

64 18 7 6 1 33 - -
100.0 28.1 10.9 9.4 1.6 51.6 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 ご回答者
のみ

２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 １０人以
上

不明 非該当

314 8 35 128 93 30 13 3 1 - - 3 285

100.0 2.5 11.1 40.8 29.6 9.6 4.1 1.0 0.3 - - 1.0

63 6 7 23 15 8 2 - 1 - - 1 51

100.0 9.5 11.1 36.5 23.8 12.7 3.2 - 1.6 - - 1.6

149 - 14 57 55 12 9 2 - - - - 15

100.0 - 9.4 38.3 36.9 8.1 6.0 1.3 - - - -

94 1 14 45 21 8 2 1 - - - 2 217

100.0 1.1 14.9 47.9 22.3 8.5 2.1 1.1 - - - 2.1

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

76 - 5 32 27 8 3 1 - - - - 84

100.0 - 6.6 42.1 35.5 10.5 3.9 1.3 - - - -

25 - 3 11 7 - 4 - - - - - 39
100.0 - 12.0 44.0 28.0 - 16.0 - - - - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 自分ひと
りだけで
暮らして
いる

夫や妻
（配偶
者）

子ども
（子ども
の妻や
夫）

父、母
（親）

自分のお
じいさ
ん、おば
あさん

兄弟・姉
妹

その他親
せき

友人・知
り合い

支援者・
施設職員

その他 不明

599 13 6 4 309 32 137 7 16 185 139 6

100.0 2.2 1.0 0.7 51.6 5.3 22.9 1.2 2.7 30.9 23.2 1.0

114 9 2 1 52 7 30 2 2 25 34 2

100.0 7.9 1.8 0.9 45.6 6.1 26.3 1.8 1.8 21.9 29.8 1.8

164 1 2 1 147 18 72 2 2 10 8 1

100.0 0.6 1.2 0.6 89.6 11.0 43.9 1.2 1.2 6.1 4.9 0.6

311 2 1 1 102 5 33 2 12 150 96 3

100.0 0.6 0.3 0.3 32.8 1.6 10.6 0.6 3.9 48.2 30.9 1.0

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 1 1 2 78 11 34 2 4 50 46 -

100.0 0.6 0.6 1.3 48.8 6.9 21.3 1.3 2.5 31.3 28.8 -

64 - - - 27 2 11 - 2 34 7 -
100.0 - - - 42.2 3.1 17.2 - 3.1 53.1 10.9 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-81) Q1-4-1 あなたは仕事をしていますか。 

 
 
(表 3-82) Q1-4-2 あなたはどんな仕事をしていますか。（当てはまるものを全て選んでくだ

さい） 

 

 
(表 3-83) Q1-4-3 どのような仕事ですか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 
 

合計 仕事をし
ている

仕事をし
ていない

不明

599 196 402 1

100.0 32.7 67.1 0.2

114 54 60 -

100.0 47.4 52.6 -

164 53 111 -

100.0 32.3 67.7 -

311 83 227 1

100.0 26.7 73.0 0.3

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

160 37 123 -

100.0 23.1 76.9 -

64 10 54 -
100.0 15.6 84.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 正社員・
正職員と
して働い
ている

パート・ア

ルバイト・

日雇いで働

いている

障害のある

方が通う施

設で、もの

を作ったり

作業したり

家の仕事
の手伝い
（自営
業）

その他 不明 非該当

196 9 11 178 2 3 - 403

100.0 4.6 5.6 90.8 1.0 1.5 -

54 2 2 51 2 1 - 60

100.0 3.7 3.7 94.4 3.7 1.9 -

53 3 4 47 - - - 111

100.0 5.7 7.5 88.7 - - -

83 4 4 75 - 2 - 228

100.0 4.8 4.8 90.4 - 2.4 -

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

37 2 - 36 1 - - 123

100.0 5.4 - 97.3 2.7 - -

10 2 1 7 - 1 - 54
100.0 20.0 10.0 70.0 - 10.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 事務職 販売業 サービス
業

運輸業 製造・加
工業

その他 不明 非該当

196 2 8 10 2 77 100 11 403

100.0 1.0 4.1 5.1 1.0 39.3 51.0 5.6

54 1 3 2 1 23 28 3 60

100.0 1.9 5.6 3.7 1.9 42.6 51.9 5.6

53 1 2 4 1 23 24 2 111

100.0 1.9 3.8 7.5 1.9 43.4 45.3 3.8

83 - 3 4 - 28 45 6 228

100.0 - 3.6 4.8 - 33.7 54.2 7.2

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

37 1 2 1 1 14 21 2 123

100.0 2.7 5.4 2.7 2.7 37.8 56.8 5.4

10 1 1 2 1 6 2 - 54
100.0 10.0 10.0 20.0 10.0 60.0 20.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-84) Q1-4-4 あなたはどのような方法で通勤していますか。（当てはまるものを全て選

んでください） 

 
 
(表 3-85) Q2-1 あなたが使ったことのある支援機器や、環境を改善するために使ったこと

のあるものを教えてください。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 

 

 
  

合計 ひとりで公

共交通機関

を使用して

通勤してい

る

ひとりで
歩いて通
勤してい
る

ひとりで
車を運転
して通勤
している

家族に送
迎しても
らってい
る。

ひとりで
自転車で
通勤して
いる

誰かと一緒

に公共交通

機関を使用

して通勤し

ている

勤務先の
バス等で
通勤して
いる

家で働いて

いるため通

勤はしてい

ない

その他 不明 非該当

196 26 34 4 35 16 - 79 2 38 2 403

100.0 13.3 17.3 2.0 17.9 8.2 - 40.3 1.0 19.4 1.0

54 7 12 1 6 5 - 23 - 7 - 60

100.0 13.0 22.2 1.9 11.1 9.3 - 42.6 - 13.0 -

53 11 5 - 9 5 - 27 - 5 - 111

100.0 20.8 9.4 - 17.0 9.4 - 50.9 - 9.4 -

83 7 17 3 18 5 - 26 2 25 2 228

100.0 8.4 20.5 3.6 21.7 6.0 - 31.3 2.4 30.1 2.4

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

37 2 1 1 9 3 - 21 1 6 - 123

100.0 5.4 2.7 2.7 24.3 8.1 - 56.8 2.7 16.2 -

10 4 4 1 2 - - 4 1 2 - 54
100.0 40.0 40.0 10.0 20.0 - - 40.0 10.0 20.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

114 - 4 - 3 5 6 6 14 1 3 1 - - -

100.0 - 3.5 - 2.6 4.4 5.3 5.3 12.3 0.9 2.6 0.9 - - -

164 1 20 9 4 2 9 9 18 - 8 2 - 1 -

100.0 0.6 12.2 5.5 2.4 1.2 5.5 5.5 11.0 - 4.9 1.2 - 0.6 -

311 1 16 12 8 15 31 46 81 4 2 15 8 4 8

100.0 0.3 5.1 3.9 2.6 4.8 10.0 14.8 26.0 1.3 0.6 4.8 2.6 1.3 2.6

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

160 1 14 9 5 7 16 25 50 3 7 3 2 2 1

100.0 0.6 8.8 5.6 3.1 4.4 10.0 15.6 31.3 1.9 4.4 1.9 1.3 1.3 0.6

64 - 20 11 4 14 29 30 47 2 6 15 6 3 7
100.0 - 31.3 17.2 6.3 21.9 45.3 46.9 73.4 3.1 9.4 23.4 9.4 4.7 10.9

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視
覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音
を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

114 - 3 5 7 2 7 9 14 2 63 4

100.0 - 2.6 4.4 6.1 1.8 6.1 7.9 12.3 1.8 55.3 3.5

164 - 3 2 7 - 44 45 39 5 73 -

100.0 - 1.8 1.2 4.3 - 26.8 27.4 23.8 3.0 44.5 -

311 9 29 31 58 9 32 56 30 4 122 6

100.0 2.9 9.3 10.0 18.6 2.9 10.3 18.0 9.6 1.3 39.2 1.9

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 1 18 10 37 5 54 68 41 5 - -

100.0 0.6 11.3 6.3 23.1 3.1 33.8 42.5 25.6 3.1 - -

64 8 16 27 25 6 18 27 24 3 - -
100.0 12.5 25.0 42.2 39.1 9.4 28.1 42.2 37.5 4.7 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-86) Q2-2 問 2-1 で答えた支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるもの

で、現在も使用しているものを教えてください。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 

 
 
(表 3-87) Q2-3 現在使用している支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるも

のに対して、改良して欲しい点はありますか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 
 
  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含
む。）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

323 - 31 20 14 11 32 52 84 4 5 15 6 5 6

100.0 - 9.6 6.2 4.3 3.4 9.9 16.1 26.0 1.2 1.5 4.6 1.9 1.5 1.9

47 - 4 - 4 3 4 3 6 1 - 1 - - -

100.0 - 8.5 - 8.5 6.4 8.5 6.4 12.8 2.1 - 2.1 - - -

91 - 15 9 3 1 5 7 15 - 3 1 - 1 -

100.0 - 16.5 9.9 3.3 1.1 5.5 7.7 16.5 - 3.3 1.1 - 1.1 -

183 - 12 11 7 7 23 42 63 3 2 13 6 4 6

100.0 - 6.6 6.0 3.8 3.8 12.6 23.0 34.4 1.6 1.1 7.1 3.3 2.2 3.3

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

160 - 6 7 6 4 11 20 32 3 4 4 1 1 1

100.0 - 3.8 4.4 3.8 2.5 6.9 12.5 20.0 1.9 2.5 2.5 0.6 0.6 0.6

64 - 19 12 3 7 20 28 39 1 - 10 5 4 5
100.0 - 29.7 18.8 4.7 10.9 31.3 43.8 60.9 1.6 - 15.6 7.8 6.3 7.8

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視
覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音
を調整する

もの

その他 現在は使
用してい
ない

不明 非該当

323 8 34 30 72 11 77 80 68 14 31 1 276

100.0 2.5 10.5 9.3 22.3 3.4 23.8 24.8 21.1 4.3 9.6 0.3

47 1 3 5 6 2 6 6 11 1 12 - 67

100.0 2.1 6.4 10.6 12.8 4.3 12.8 12.8 23.4 2.1 25.5 -

91 - 3 1 6 - 41 28 27 7 11 1 73

100.0 - 3.3 1.1 6.6 - 45.1 30.8 29.7 7.7 12.1 1.1

183 7 28 24 60 9 30 46 29 6 7 - 128

100.0 3.8 15.3 13.1 32.8 4.9 16.4 25.1 15.8 3.3 3.8 -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 2 20 9 36 5 49 53 31 5 15 - -

100.0 1.3 12.5 5.6 22.5 3.1 30.6 33.1 19.4 3.1 9.4 -

64 6 12 20 24 5 14 15 20 6 - - -
100.0 9.4 18.8 31.3 37.5 7.8 21.9 23.4 31.3 9.4 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 使い方が
難しい、
分かりづ
らい

価格が高
い

使い方や
調整など
の支援を
してくれ
る がお

安全に使
えない

その他 特にない 不明 非該当

291 19 85 33 11 38 155 1 308

100.0 6.5 29.2 11.3 3.8 13.1 53.3 0.3

35 2 13 2 1 3 19 - 79

100.0 5.7 37.1 5.7 2.9 8.6 54.3 -

79 4 28 16 4 20 29 - 85

100.0 5.1 35.4 20.3 5.1 25.3 36.7 -

176 13 44 15 6 15 106 1 135

100.0 7.4 25.0 8.5 3.4 8.5 60.2 0.6

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

145 8 36 14 5 24 80 - 15

100.0 5.5 24.8 9.7 3.4 16.6 55.2 -

64 8 33 11 3 9 22 - -
100.0 12.5 51.6 17.2 4.7 14.1 34.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-88) Q2-4 問 2-1 で答えた支援機器や、環境を改善するために使ったことのあるもの

で、使わなくなったものがあれば教えてください。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 

 
 
(表 3-89) Q2-5 使わなくなった理由を教えてください。（当てはまるものを全て選んでくだ

さい） 

 
 

  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含
む。）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

291 9 15 - 1 11 9 15 15 2 - 4 4 2 -

100.0 3.1 5.2 - 0.3 3.8 3.1 5.2 5.2 0.7 - 1.4 1.4 0.7 -

35 4 2 - - 3 1 3 2 1 - - 1 - -

100.0 11.4 5.7 - - 8.6 2.9 8.6 5.7 2.9 - - 2.9 - -

79 5 7 - 1 1 3 - 1 - - - 1 - -

100.0 6.3 8.9 - 1.3 1.3 3.8 - 1.3 - - - 1.3 - -

176 - 6 - - 7 5 12 12 1 - 4 2 2 -

100.0 - 3.4 - - 4.0 2.8 6.8 6.8 0.6 - 2.3 1.1 1.1 -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

145 3 6 - 1 2 3 8 7 2 - 1 1 1 -

100.0 2.1 4.1 - 0.7 1.4 2.1 5.5 4.8 1.4 - 0.7 0.7 0.7 -

64 6 5 - - 7 6 5 7 - - 2 1 1 -
100.0 9.4 7.8 - - 10.9 9.4 7.8 10.9 - - 3.1 1.6 1.6 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視
覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音
を調整する

もの

その他 使わなく
なった機
器はない

不明 非該当

291 1 4 2 2 - 7 10 14 3 196 3 308

100.0 0.3 1.4 0.7 0.7 - 2.4 3.4 4.8 1.0 67.4 1.0

35 - - 1 1 - - 1 2 - 21 - 79

100.0 - - 2.9 2.9 - - 2.9 5.7 - 60.0 -

79 - 1 - 1 - 5 6 7 2 48 1 85

100.0 - 1.3 - 1.3 - 6.3 7.6 8.9 2.5 60.8 1.3

176 1 3 1 - - 2 3 5 1 126 2 135

100.0 0.6 1.7 0.6 - - 1.1 1.7 2.8 0.6 71.6 1.1

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

145 1 - 1 2 - 4 7 5 2 100 - 15

100.0 0.7 - 0.7 1.4 - 2.8 4.8 3.4 1.4 69.0 -

64 - 4 1 - - 2 3 4 - 30 - -
100.0 - 6.3 1.6 - - 3.1 4.7 6.3 - 46.9 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 販売中止
になった

使うのが
難しかっ
た

使うのが
めんどく
さかった

あまり効果

を感じられ

なかった

使用時に必

要な支援が

受けられな
かった

使用するた

めに必要な

周りの理解
が得られな

かった

その他 不明 非該当

92 1 7 9 22 7 4 58 1 507

100.0 1.1 7.6 9.8 23.9 7.6 4.3 63.0 1.1

14 1 - 3 2 - 2 8 - 100

100.0 7.1 - 21.4 14.3 - 14.3 57.1 -

30 - 1 1 6 5 1 22 - 134

100.0 - 3.3 3.3 20.0 16.7 3.3 73.3 -

48 - 6 5 14 2 1 28 1 263

100.0 - 12.5 10.4 29.2 4.2 2.1 58.3 2.1

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

45 - 3 5 8 4 1 29 1 115

100.0 - 6.7 11.1 17.8 8.9 2.2 64.4 2.2

34 - 2 2 7 2 3 25 - 30
100.0 - 5.9 5.9 20.6 5.9 8.8 73.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-90) Q3-1-1 あなたは携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を持っています

か。 

 
 
(表 3-91) Q3-1-2 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使うのはどのような時

ですか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 
(表 3-92) Q3-1-3 電話 

 

 

  

合計 自分専用
の携帯電
話がある

誰かと共
有してい
る携帯電
話

携帯電話
を持って
いない

不明

599 194 37 366 2

100.0 32.4 6.2 61.1 0.3

114 61 7 46 -

100.0 53.5 6.1 40.4 -

164 82 19 63 -

100.0 50.0 11.6 38.4 -

311 47 11 252 1

100.0 15.1 3.5 81.0 0.3

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

160 41 14 105 -

100.0 25.6 8.8 65.6 -

64 16 8 40 -
100.0 25.0 12.5 62.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 14 27 14 36 130 10 368

100.0 6.1 11.7 6.1 15.6 56.3 4.3

68 2 9 11 16 29 1 46

100.0 2.9 13.2 16.2 23.5 42.6 1.5

101 2 9 1 13 74 2 63

100.0 2.0 8.9 1.0 12.9 73.3 2.0

58 9 9 2 7 25 6 253

100.0 15.5 15.5 3.4 12.1 43.1 10.3

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 1 4 2 6 40 2 105

100.0 1.8 7.3 3.6 10.9 72.7 3.6

24 1 3 - 4 16 - 40
100.0 4.2 12.5 - 16.7 66.7 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-93) Q3-1-3 メール 

 

(表 3-94) Q3-1-3 LINE や YouTube、インスタグラム 

 

 
(表 3-95) Q3-1-3 ゲーム 

 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 5 16 4 10 180 16 368

100.0 2.2 6.9 1.7 4.3 77.9 6.9

68 1 7 3 4 48 5 46

100.0 1.5 10.3 4.4 5.9 70.6 7.4

101 1 1 - 5 91 3 63

100.0 1.0 1.0 - 5.0 90.1 3.0

58 3 7 1 1 39 7 253

100.0 5.2 12.1 1.7 1.7 67.2 12.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 1 2 1 1 47 3 105

100.0 1.8 3.6 1.8 1.8 85.5 5.5

24 - 2 - - 22 - 40
100.0 - 8.3 - - 91.7 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 82 34 11 14 79 11 368

100.0 35.5 14.7 4.8 6.1 34.2 4.8

68 22 10 3 9 20 4 46

100.0 32.4 14.7 4.4 13.2 29.4 5.9

101 43 17 2 4 33 2 63

100.0 42.6 16.8 2.0 4.0 32.7 2.0

58 15 7 6 1 25 4 253

100.0 25.9 12.1 10.3 1.7 43.1 6.9

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 20 8 4 5 17 1 105

100.0 36.4 14.5 7.3 9.1 30.9 1.8

24 9 2 1 - 12 - 40
100.0 37.5 8.3 4.2 - 50.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 41 32 8 16 117 17 368

100.0 17.7 13.9 3.5 6.9 50.6 7.4

68 11 8 3 6 34 6 46

100.0 16.2 11.8 4.4 8.8 50.0 8.8

101 21 13 3 7 54 3 63

100.0 20.8 12.9 3.0 6.9 53.5 3.0

58 9 10 2 3 27 7 253

100.0 15.5 17.2 3.4 5.2 46.6 12.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 9 8 - 6 29 3 105

100.0 16.4 14.5 - 10.9 52.7 5.5

24 6 3 - 2 13 - 40
100.0 25.0 12.5 - 8.3 54.2 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-96) Q3-1-3 地図 

 

 
(表 3-97) Q3-1-3 カメラ・ムービー 

 

 
(表 3-98) Q3-1-3 時計 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 5 9 3 30 167 17 368

100.0 2.2 3.9 1.3 13.0 72.3 7.4

68 2 4 - 12 45 5 46

100.0 2.9 5.9 - 17.6 66.2 7.4

101 3 4 2 10 79 3 63

100.0 3.0 4.0 2.0 9.9 78.2 3.0

58 - 1 1 7 41 8 253

100.0 - 1.7 1.7 12.1 70.7 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 2 1 2 8 39 3 105

100.0 3.6 1.8 3.6 14.5 70.9 5.5

24 - 2 1 4 17 - 40
100.0 - 8.3 4.2 16.7 70.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 15 21 8 64 106 17 368

100.0 6.5 9.1 3.5 27.7 45.9 7.4

68 4 9 2 25 23 5 46

100.0 5.9 13.2 2.9 36.8 33.8 7.4

101 8 8 5 29 48 3 63

100.0 7.9 7.9 5.0 28.7 47.5 3.0

58 3 3 1 10 33 8 253

100.0 5.2 5.2 1.7 17.2 56.9 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 5 4 2 15 26 3 105

100.0 9.1 7.3 3.6 27.3 47.3 5.5

24 - 3 1 8 12 - 40
100.0 - 12.5 4.2 33.3 50.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 29 40 14 6 123 19 368

100.0 12.6 17.3 6.1 2.6 53.2 8.2

68 12 14 8 2 25 7 46

100.0 17.6 20.6 11.8 2.9 36.8 10.3

101 11 15 4 2 66 3 63

100.0 10.9 14.9 4.0 2.0 65.3 3.0

58 6 9 2 2 31 8 253

100.0 10.3 15.5 3.4 3.4 53.4 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 7 6 3 - 36 3 105

100.0 12.7 10.9 5.5 - 65.5 5.5

24 2 3 - - 19 - 40
100.0 8.3 12.5 - - 79.2 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-99) Q3-1-3 アラーム（タイマー） 

 

 
(表 3-100) Q3-1-3 スケジュール 

 

 
(表 3-101) Q3-1-3 インターネット（検索） 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 13 15 28 8 150 17 368

100.0 5.6 6.5 12.1 3.5 64.9 7.4

68 4 4 13 1 41 5 46

100.0 5.9 5.9 19.1 1.5 60.3 7.4

101 6 8 12 4 68 3 63

100.0 5.9 7.9 11.9 4.0 67.3 3.0

58 3 3 3 2 39 8 253

100.0 5.2 5.2 5.2 3.4 67.2 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 - 7 5 - 40 3 105

100.0 - 12.7 9.1 - 72.7 5.5

24 2 3 1 3 15 - 40
100.0 8.3 12.5 4.2 12.5 62.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 7 10 4 6 185 19 368

100.0 3.0 4.3 1.7 2.6 80.1 8.2

68 - 4 - 3 54 7 46

100.0 - 5.9 - 4.4 79.4 10.3

101 6 3 3 2 84 3 63

100.0 5.9 3.0 3.0 2.0 83.2 3.0

58 1 3 1 1 44 8 253

100.0 1.7 5.2 1.7 1.7 75.9 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 3 3 1 3 42 3 105

100.0 5.5 5.5 1.8 5.5 76.4 5.5

24 1 2 1 1 19 - 40
100.0 4.2 8.3 4.2 4.2 79.2 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 60 46 10 8 92 15 368

100.0 26.0 19.9 4.3 3.5 39.8 6.5

68 19 11 2 3 28 5 46

100.0 27.9 16.2 2.9 4.4 41.2 7.4

101 26 21 5 4 42 3 63

100.0 25.7 20.8 5.0 4.0 41.6 3.0

58 14 13 3 1 21 6 253

100.0 24.1 22.4 5.2 1.7 36.2 10.3

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 16 11 1 1 24 2 105

100.0 29.1 20.0 1.8 1.8 43.6 3.6

24 8 2 2 - 12 - 40
100.0 33.3 8.3 8.3 - 50.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-102) Q3-1-3 計算機 

 

 
(表 3-103) Q3-1-3 音楽再生 

 

 
(表 3-104) Q3-1-3 メモ 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 7 7 5 23 172 17 368

100.0 3.0 3.0 2.2 10.0 74.5 7.4

68 2 5 2 12 42 5 46

100.0 2.9 7.4 2.9 17.6 61.8 7.4

101 3 1 3 6 85 3 63

100.0 3.0 1.0 3.0 5.9 84.2 3.0

58 1 1 - 4 44 8 253

100.0 1.7 1.7 - 6.9 75.9 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 - 1 2 4 45 3 105

100.0 - 1.8 3.6 7.3 81.8 5.5

24 - 2 1 2 19 - 40
100.0 - 8.3 4.2 8.3 79.2 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 48 26 12 12 118 15 368

100.0 20.8 11.3 5.2 5.2 51.1 6.5

68 14 5 6 3 36 4 46

100.0 20.6 7.4 8.8 4.4 52.9 5.9

101 24 15 4 7 48 3 63

100.0 23.8 14.9 4.0 6.9 47.5 3.0

58 9 5 2 2 33 7 253

100.0 15.5 8.6 3.4 3.4 56.9 12.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 9 6 2 4 31 3 105

100.0 16.4 10.9 3.6 7.3 56.4 5.5

24 7 2 1 3 11 - 40
100.0 29.2 8.3 4.2 12.5 45.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 9 6 4 11 184 17 368

100.0 3.9 2.6 1.7 4.8 79.7 7.4

68 4 3 2 4 50 5 46

100.0 5.9 4.4 2.9 5.9 73.5 7.4

101 4 2 2 4 86 3 63

100.0 4.0 2.0 2.0 4.0 85.1 3.0

58 1 1 - 3 45 8 253

100.0 1.7 1.7 - 5.2 77.6 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 2 2 1 3 44 3 105

100.0 3.6 3.6 1.8 5.5 80.0 5.5

24 1 1 1 1 20 - 40
100.0 4.2 4.2 4.2 4.2 83.3 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-105) Q3-1-3 ボイスメモ（録音） 

 

 
(表 3-106) Q3-1-3 テレビ電話 

 

 
(表 3-107) Q3-1-3 コミュニケーションエイド 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 2 2 1 7 201 18 368

100.0 0.9 0.9 0.4 3.0 87.0 7.8

68 - 1 1 4 56 6 46

100.0 - 1.5 1.5 5.9 82.4 8.8

101 1 - - 2 95 3 63

100.0 1.0 - - 2.0 94.1 3.0

58 1 1 - 1 47 8 253

100.0 1.7 1.7 - 1.7 81.0 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 1 1 1 2 47 3 105

100.0 1.8 1.8 1.8 3.6 85.5 5.5

24 1 1 - 1 21 - 40
100.0 4.2 4.2 - 4.2 87.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 3 3 3 16 188 18 368

100.0 1.3 1.3 1.3 6.9 81.4 7.8

68 - 1 2 8 51 6 46

100.0 - 1.5 2.9 11.8 75.0 8.8

101 2 1 - 5 90 3 63

100.0 2.0 1.0 - 5.0 89.1 3.0

58 1 - 1 2 46 8 253

100.0 1.7 - 1.7 3.4 79.3 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 2 1 1 3 45 3 105

100.0 3.6 1.8 1.8 5.5 81.8 5.5

24 - - - 4 20 - 40
100.0 - - - 16.7 83.3 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 5 9 - 5 194 18 368

100.0 2.2 3.9 - 2.2 84.0 7.8

68 1 2 - 2 57 6 46

100.0 1.5 2.9 - 2.9 83.8 8.8

101 3 5 - 3 87 3 63

100.0 3.0 5.0 - 3.0 86.1 3.0

58 1 1 - - 48 8 253

100.0 1.7 1.7 - - 82.8 13.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 2 3 - 2 45 3 105

100.0 3.6 5.5 - 3.6 81.8 5.5

24 2 2 - 1 19 - 40
100.0 8.3 8.3 - 4.2 79.2 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-108) Q3-1-3 その他 

 

 
(表 3-109)Q3-2-1 あなたはパソコンを持っていますか。 

 
 
(表 3-110) Q3-2-2 パソコンを使用するのはどのような時ですか。（当てはまるものを全て

選んでください） 

 
 
  

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

231 8 7 2 5 48 161 368

100.0 3.5 3.0 0.9 2.2 20.8 69.7

68 2 1 - 1 16 48 46

100.0 2.9 1.5 - 1.5 23.5 70.6

101 2 4 2 2 19 72 63

100.0 2.0 4.0 2.0 2.0 18.8 71.3

58 4 2 - 2 12 38 253

100.0 6.9 3.4 - 3.4 20.7 65.5

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

55 2 1 1 2 7 42 105

100.0 3.6 1.8 1.8 3.6 12.7 76.4

24 - 1 - 1 5 17 40
100.0 - 4.2 - 4.2 20.8 70.8

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 自分専用
のパソコ
ンを持っ
ている

誰かと共
有してい
るパソコ
ンがある

パソコン
を持って
いない

不明

599 31 50 511 7

100.0 5.2 8.3 85.3 1.2

114 10 15 86 3

100.0 8.8 13.2 75.4 2.6

164 12 31 119 2

100.0 7.3 18.9 72.6 1.2

311 8 3 298 2

100.0 2.6 1.0 95.8 0.6

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

160 8 12 140 -

100.0 5.0 7.5 87.5 -

64 4 4 56 -
100.0 6.3 6.3 87.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 仕事で使
う

プライ
ベートで
調べ物を
するとき

本を読む 本を読み
上げても
らう

学習で使
う

趣味で使
う

その他 不明 非該当

81 3 33 1 - 17 58 10 1 518

100.0 3.7 40.7 1.2 - 21.0 71.6 12.3 1.2

25 1 9 - - 5 18 3 1 89

100.0 4.0 36.0 - - 20.0 72.0 12.0 4.0

43 - 17 1 - 10 30 7 - 121

100.0 - 39.5 2.3 - 23.3 69.8 16.3 -

11 2 6 - - 2 9 - - 300

100.0 18.2 54.5 - - 18.2 81.8 - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

20 1 14 - - 6 17 1 - 140

100.0 5.0 70.0 - - 30.0 85.0 5.0 -

8 1 3 - - 1 4 2 - 56
100.0 12.5 37.5 - - 12.5 50.0 25.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-111) Q3-2-3 インターネット（検索） 

 

 
(表 3-112) Q3-2-3 メール 

 

 
(表 3-113) Q3-2-3 LINE や YouTube、インスタグラム 

 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 14 14 8 14 27 4 518

100.0 17.3 17.3 9.9 17.3 33.3 4.9

25 6 3 3 3 7 3 89

100.0 24.0 12.0 12.0 12.0 28.0 12.0

43 6 9 4 7 17 - 121

100.0 14.0 20.9 9.3 16.3 39.5 -

11 2 2 1 3 3 - 300

100.0 18.2 18.2 9.1 27.3 27.3 -

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 5 1 2 8 4 - 140

100.0 25.0 5.0 10.0 40.0 20.0 -

8 2 1 1 1 3 - 56
100.0 25.0 12.5 12.5 12.5 37.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 - - 2 - 74 5 518

100.0 - - 2.5 - 91.4 6.2

25 - - - - 22 3 89

100.0 - - - - 88.0 12.0

43 - - 1 - 42 - 121

100.0 - - 2.3 - 97.7 -

11 - - 1 - 9 1 300

100.0 - - 9.1 - 81.8 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - - - 19 1 140

100.0 - - - - 95.0 5.0

8 - - 1 - 7 - 56
100.0 - - 12.5 - 87.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 14 7 5 6 46 3 518

100.0 17.3 8.6 6.2 7.4 56.8 3.7

25 5 - 3 1 14 2 89

100.0 20.0 - 12.0 4.0 56.0 8.0

43 8 6 1 3 25 - 121

100.0 18.6 14.0 2.3 7.0 58.1 -

11 1 1 1 2 6 - 300

100.0 9.1 9.1 9.1 18.2 54.5 -

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 5 1 1 3 10 - 140

100.0 25.0 5.0 5.0 15.0 50.0 -

8 1 1 1 - 5 - 56
100.0 12.5 12.5 12.5 - 62.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-114) Q3-2-3 オンラインミーティング 

 

 
(表 3-115) Q3-2-3 ゲーム 

 

 
(表 3-116) Q3-2-3 ワード・エクセル・パワーポイント 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 - - 1 3 72 5 518

100.0 - - 1.2 3.7 88.9 6.2

25 - - - 1 21 3 89

100.0 - - - 4.0 84.0 12.0

43 - - - 2 41 - 121

100.0 - - - 4.7 95.3 -

11 - - 1 - 9 1 300

100.0 - - 9.1 - 81.8 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - - - 19 1 140

100.0 - - - - 95.0 5.0

8 - - 1 1 6 - 56
100.0 - - 12.5 12.5 75.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 6 7 1 9 54 4 518

100.0 7.4 8.6 1.2 11.1 66.7 4.9

25 1 2 - 3 16 3 89

100.0 4.0 8.0 - 12.0 64.0 12.0

43 4 4 - 6 29 - 121

100.0 9.3 9.3 - 14.0 67.4 -

11 - 1 1 - 8 1 300

100.0 - 9.1 9.1 - 72.7 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 2 1 - 3 13 1 140

100.0 10.0 5.0 - 15.0 65.0 5.0

8 1 1 1 1 4 - 56
100.0 12.5 12.5 12.5 12.5 50.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 1 3 4 11 57 5 518

100.0 1.2 3.7 4.9 13.6 70.4 6.2

25 1 1 2 4 14 3 89

100.0 4.0 4.0 8.0 16.0 56.0 12.0

43 - 2 1 7 33 - 121

100.0 - 4.7 2.3 16.3 76.7 -

11 - - 1 - 9 1 300

100.0 - - 9.1 - 81.8 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - 1 1 17 1 140

100.0 - - 5.0 5.0 85.0 5.0

8 - - 1 1 6 - 56
100.0 - - 12.5 12.5 75.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-117) Q3-2-3 電子図書 

 

 
(表 3-118) Q3-2-3 読み上げ機能 

 

 
(表 3-119) Q3-2-3 その他 

 

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 - 1 1 3 71 5 518

100.0 - 1.2 1.2 3.7 87.7 6.2

25 - - - - 22 3 89

100.0 - - - - 88.0 12.0

43 - 1 - 3 39 - 121

100.0 - 2.3 - 7.0 90.7 -

11 - - 1 - 9 1 300

100.0 - - 9.1 - 81.8 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - - - 19 1 140

100.0 - - - - 95.0 5.0

8 - - 1 1 6 - 56
100.0 - - 12.5 12.5 75.0 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 1 - 1 1 73 5 518

100.0 1.2 - 1.2 1.2 90.1 6.2

25 1 - - - 21 3 89

100.0 4.0 - - - 84.0 12.0

43 - - - 1 42 - 121

100.0 - - - 2.3 97.7 -

11 - - 1 - 9 1 300

100.0 - - 9.1 - 81.8 9.1

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - - - 19 1 140

100.0 - - - - 95.0 5.0

8 - - 1 - 7 - 56
100.0 - - 12.5 - 87.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 1日に何
度も

1日に数
回

1日に1回
程度

数日に1
回程度

あまり使
わない

不明 非該当

81 3 - - 1 16 61 518

100.0 3.7 - - 1.2 19.8 75.3

25 2 - - - 9 14 89

100.0 8.0 - - - 36.0 56.0

43 - - - 1 6 36 121

100.0 - - - 2.3 14.0 83.7

11 1 - - - 1 9 300

100.0 9.1 - - - 9.1 81.8

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 - - - - 2 18 140

100.0 - - - - 10.0 90.0

8 - - - - 1 7 56
100.0 - - - - 12.5 87.5

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-120) Q3-2-4  1 日のうち何時間ぐらいパソコンを使っていますか。 

 

 
(表 3-121) Q3-3-1 携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）を使っていて、困った

ことはありますか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 
 
(表 3-122) Q3-3-2 パソコンを使用していて、使いづらかったり不便に思うことはあります

か。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

合計 1時間未
満

1時間以
上～4時
間未満

4時間以
上～7時
間未満

7時間以
上～10時
間未満

10時間以
上

不明 非該当

81 41 30 6 3 - 1 518

100.0 50.6 37.0 7.4 3.7 - 1.2

25 13 9 1 1 - 1 89

100.0 52.0 36.0 4.0 4.0 - 4.0

43 24 14 3 2 - - 121

100.0 55.8 32.6 7.0 4.7 - -

11 3 6 2 - - - 300

100.0 27.3 54.5 18.2 - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - -

20 10 7 3 - - - 140

100.0 50.0 35.0 15.0 - - -

8 4 3 - 1 - - 56
100.0 50.0 37.5 - 12.5 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 操作方法
が難し
い、分か
らない

使い方を
支援して
くれる人
がいない

トラブル
が起きた
時に対応
できない

無料か有
料かを判
断しづら
い

その他 特にない 不明 非該当

81 12 6 41 27 12 19 2 518

100.0 14.8 7.4 50.6 33.3 14.8 23.5 2.5

25 2 - 7 7 1 11 1 89

100.0 8.0 - 28.0 28.0 4.0 44.0 4.0

43 6 3 30 18 8 7 - 121

100.0 14.0 7.0 69.8 41.9 18.6 16.3 -

11 4 3 4 2 3 - - 300

100.0 36.4 27.3 36.4 18.2 27.3 - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

20 4 3 15 8 2 1 - 140

100.0 20.0 15.0 75.0 40.0 10.0 5.0 -

8 1 1 5 3 5 - - 56
100.0 12.5 12.5 62.5 37.5 62.5 - -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 操作方法
が難し
い、分か
らない

使い方を
支援して
くれる人
がいない

トラブル
が起きた
時に対応
できない

無料か有
料かを判
断しづら
い

その他 特にない 不明 非該当

81 16 9 41 27 7 22 1 518

100.0 19.8 11.1 50.6 33.3 8.6 27.2 1.2

25 3 1 9 5 4 8 1 89

100.0 12.0 4.0 36.0 20.0 16.0 32.0 4.0

43 10 7 27 18 2 10 - 121

100.0 23.3 16.3 62.8 41.9 4.7 23.3 -

11 3 1 5 4 1 2 - 300

100.0 27.3 9.1 45.5 36.4 9.1 18.2 -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - -

20 7 4 14 7 - 2 - 140

100.0 35.0 20.0 70.0 35.0 - 10.0 -

8 2 1 3 3 2 1 - 56
100.0 25.0 12.5 37.5 37.5 25.0 12.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-123) Q4-1-1 ふだんの生活で、不便だと思うことはありますか。（当てはまるものを

全て選んでください） 

 
 
(表 3-124) Q4-1-2 それは、具体的にどのようなことですか。（当てはまるものを全て選ん

でください） 

 
 
(表 3-125) Q4-2-1 仕事について、困ったと思ったことはありますか。（当てはまるものを

全て選んでください） 

 

 
  

合計 食事をす
るとき

トイレに
いくとき

着替えを
するとき

お風呂・
シャワー
のとき

洗顔・歯
磨きのと
き

起きると
き/寝る
とき

お金の管
理をする
とき

薬を管理
するとき

外出する
とき

買い物を
するとき

家事をす
るとき

人とコミュ
ニケーショ

ンを取ると
き

その他 特にない 不明

599 98 134 99 147 107 66 250 181 261 240 126 298 26 136 6

100.0 16.4 22.4 16.5 24.5 17.9 11.0 41.7 30.2 43.6 40.1 21.0 49.7 4.3 22.7 1.0

114 6 8 3 7 4 8 36 22 30 30 17 32 1 55 1

100.0 5.3 7.0 2.6 6.1 3.5 7.0 31.6 19.3 26.3 26.3 14.9 28.1 0.9 48.2 0.9

164 30 37 34 49 42 20 105 64 90 84 49 109 12 13 2

100.0 18.3 22.6 20.7 29.9 25.6 12.2 64.0 39.0 54.9 51.2 29.9 66.5 7.3 7.9 1.2

311 62 88 61 90 61 38 104 91 137 121 58 151 13 67 1

100.0 19.9 28.3 19.6 28.9 19.6 12.2 33.4 29.3 44.1 38.9 18.6 48.6 4.2 21.5 0.3

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

160 38 43 37 49 32 21 66 48 84 75 40 87 8 33 -

100.0 23.8 26.9 23.1 30.6 20.0 13.1 41.3 30.0 52.5 46.9 25.0 54.4 5.0 20.6 -

64 20 24 18 19 14 12 25 21 35 30 9 34 4 8 -
100.0 31.3 37.5 28.1 29.7 21.9 18.8 39.1 32.8 54.7 46.9 14.1 53.1 6.3 12.5 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 お金の支
払いが難
しい

公共交通機
関（バス・

電車）に乗

るのが難し

い

公共施設
（役所・公

民館・図書

館）を使う

のが難しい

医療費が
多くかか
る

周りの人
の理解が
少ない

自分の言
いたいこ
とが伝わ
らない

トイレのタ
イミングが

伝えられな

い、わから

ない

介助して
くれる人
がいない

生活費が
足りない

その他 特にない 不明

599 247 226 195 33 155 323 100 42 35 72 127 15

100.0 41.2 37.7 32.6 5.5 25.9 53.9 16.7 7.0 5.8 12.0 21.2 2.5

114 30 23 17 4 16 29 4 5 7 12 50 5

100.0 26.3 20.2 14.9 3.5 14.0 25.4 3.5 4.4 6.1 10.5 43.9 4.4

164 89 82 77 6 64 118 29 18 12 21 12 4

100.0 54.3 50.0 47.0 3.7 39.0 72.0 17.7 11.0 7.3 12.8 7.3 2.4

311 123 116 97 22 73 170 67 18 16 39 64 4

100.0 39.5 37.3 31.2 7.1 23.5 54.7 21.5 5.8 5.1 12.5 20.6 1.3

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -

160 63 60 55 9 45 93 38 15 11 26 32 1

100.0 39.4 37.5 34.4 5.6 28.1 58.1 23.8 9.4 6.9 16.3 20.0 0.6

64 28 26 19 8 20 39 18 8 3 8 9 -
100.0 43.8 40.6 29.7 12.5 31.3 60.9 28.1 12.5 4.7 12.5 14.1 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 自分に合っ

たお仕事が

わからない

自分にとっ

て働きやす

いところが

わからない

仕事をさ
がすとき

仕事を見
つけたと
き

面接をす
るとき

就労時の
手続きの
とき

仕事に行
くとき/
帰るとき

仕事中 仕事を変
えたいと
き

何か困った

ときに相談

できる場所

がない

その他 特にない 不明

599 130 93 51 22 46 47 44 50 32 29 71 330 18

100.0 21.7 15.5 8.5 3.7 7.7 7.8 7.3 8.3 5.3 4.8 11.9 55.1 3.0

114 19 16 10 2 8 7 7 9 3 3 7 64 5

100.0 16.7 14.0 8.8 1.8 7.0 6.1 6.1 7.9 2.6 2.6 6.1 56.1 4.4

164 45 38 22 8 20 22 18 18 13 14 34 64 5

100.0 27.4 23.2 13.4 4.9 12.2 13.4 11.0 11.0 7.9 8.5 20.7 39.0 3.0

311 63 38 19 12 18 18 19 23 16 12 29 199 5

100.0 20.3 12.2 6.1 3.9 5.8 5.8 6.1 7.4 5.1 3.9 9.3 64.0 1.6

- - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -

160 31 22 10 6 11 12 15 13 10 8 20 97 -

100.0 19.4 13.8 6.3 3.8 6.9 7.5 9.4 8.1 6.3 5.0 12.5 60.6 -

64 15 11 5 3 2 5 5 4 5 1 15 31 -
100.0 23.4 17.2 7.8 4.7 3.1 7.8 7.8 6.3 7.8 1.6 23.4 48.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-126) Q4-2-2 困ったと思ったのはどんなことでしたか。（当てはまるものを全て選ん

でください） 

 
 
(表 3-127) Q4-3-1 おたのしみの時間で困る・不便な「場面」はありますか。（当てはまる

ものを全て選んでください） 

 
 
(表 3-128) Q4-3-2 余暇時で困る・不便な「内容」はありますか。（当てはまるものを全て

選んでください） 

 
 

合計 書類の内
容が分か
りづらい

相談相手
がいない

WEBミーティ

ングの使い

方が分から
ない

コミュニ
ケーショ
ンを取り
づらい

作業内容
が分かり
づらい

障害のこと

を理解した

支援を受け
ることがで

きない

その他 特にない 不明

599 98 36 61 146 78 59 47 332 25

100.0 16.4 6.0 10.2 24.4 13.0 9.8 7.8 55.4 4.2

114 16 9 8 22 8 11 6 66 8

100.0 14.0 7.9 7.0 19.3 7.0 9.6 5.3 57.9 7.0

164 35 15 20 62 25 22 21 65 8

100.0 21.3 9.1 12.2 37.8 15.2 13.4 12.8 39.6 4.9

311 43 12 31 56 43 25 19 200 6

100.0 13.8 3.9 10.0 18.0 13.8 8.0 6.1 64.3 1.9

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 23 10 16 49 20 21 12 92 -

100.0 14.4 6.3 10.0 30.6 12.5 13.1 7.5 57.5 -

64 9 3 8 13 7 9 7 35 1
100.0 14.1 4.7 12.5 20.3 10.9 14.1 10.9 54.7 1.6

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 旅行へ行
くとき

スポーツ
をすると
き

地域の行
事や活動
に参加す
るとき

テレビ・ビ

デオ・ゲー

ム等をする
とき

映画・コン

サート・美

術館・カラ
オケ等にい

くとき

友人など
との日程
調整がで
きない

その他 特にない 不明

599 218 106 183 88 149 64 57 254 17

100.0 36.4 17.7 30.6 14.7 24.9 10.7 9.5 42.4 2.8

114 20 8 15 9 12 7 10 65 4

100.0 17.5 7.0 13.2 7.9 10.5 6.1 8.8 57.0 3.5

164 78 42 67 27 62 28 20 46 7

100.0 47.6 25.6 40.9 16.5 37.8 17.1 12.2 28.0 4.3

311 118 55 100 52 74 28 26 138 3

100.0 37.9 17.7 32.2 16.7 23.8 9.0 8.4 44.4 1.0

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 81 37 65 27 49 28 15 51 -

100.0 50.6 23.1 40.6 16.9 30.6 17.5 9.4 31.9 -

64 33 17 30 13 21 10 7 15 -
100.0 51.6 26.6 46.9 20.3 32.8 15.6 10.9 23.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 お店に入
りづらい

支援して
くれる人
がいない

サービス・

ルール等の

内容が分か
りづらい

施設の設
備の使い
方がわか
らない

いろいろ
な情報を
手に入れ
にくい

障害のこと

を理解した

支援を受け
ることがで

きない

その他 特にない 不明

599 130 93 215 150 151 155 45 235 15

100.0 21.7 15.5 35.9 25.0 25.2 25.9 7.5 39.2 2.5

114 7 9 24 11 13 11 5 69 4

100.0 6.1 7.9 21.1 9.6 11.4 9.6 4.4 60.5 3.5

164 51 42 86 62 61 76 12 37 5

100.0 31.1 25.6 52.4 37.8 37.2 46.3 7.3 22.6 3.0

311 68 41 101 75 76 67 28 126 3

100.0 21.9 13.2 32.5 24.1 24.4 21.5 9.0 40.5 1.0

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

160 48 36 63 51 47 62 13 52 1

100.0 30.0 22.5 39.4 31.9 29.4 38.8 8.1 32.5 0.6

64 18 15 23 18 23 21 10 15 -
100.0 28.1 23.4 35.9 28.1 35.9 32.8 15.6 23.4 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-129) Q5-1 どのような助けがあればいいと思いますか。（当てはまるものを全て選ん

でください） 

 
 
(表 3-130) Q5-2-1 環境改善や支援機器を使ってやりたいこと/出来るようになりたいこと

はありますか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

 
(表 3-131) Q5-2-3 ロボットや ICT（情報通信技術）、AI（人口知能）の開発がもっと進ん

だらどうなってほしいですか。（当てはまるものを全て選んでください） 

 

合計 コミュニ
ケーショ
ン

移動 食事 入浴支援 排泄 スケ
ジュール
管理

時間の管
理

お金の管
理

ICT機器
の利用

その他 不明

599 362 295 168 166 146 178 202 323 127 76 24

100.0 60.4 49.2 28.0 27.7 24.4 29.7 33.7 53.9 21.2 12.7 4.0

114 36 35 11 10 8 14 25 56 17 27 6

100.0 31.6 30.7 9.6 8.8 7.0 12.3 21.9 49.1 14.9 23.7 5.3

164 120 93 42 41 38 69 71 109 46 22 4

100.0 73.2 56.7 25.6 25.0 23.2 42.1 43.3 66.5 28.0 13.4 2.4

311 200 162 113 113 99 93 103 153 63 27 10

100.0 64.3 52.1 36.3 36.3 31.8 29.9 33.1 49.2 20.3 8.7 3.2

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

160 102 92 53 55 49 67 63 93 51 18 1

100.0 63.8 57.5 33.1 34.4 30.6 41.9 39.4 58.1 31.9 11.3 0.6

64 42 44 26 27 28 13 14 27 18 9 -
100.0 65.6 68.8 40.6 42.2 43.8 20.3 21.9 42.2 28.1 14.1 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 他の人と
いろいろ
な話をし
てみたい

スムーズ
に移動し
たい

お金を管
理したい

落ち着い
て生活や
仕事がし
たい

こんな仕
事をして
みたい

その他 不明

599 206 172 131 305 13 63 29

100.0 34.4 28.7 21.9 50.9 2.2 10.5 4.8

114 34 19 25 45 4 20 7

100.0 29.8 16.7 21.9 39.5 3.5 17.5 6.1

164 70 64 60 90 7 18 4

100.0 42.7 39.0 36.6 54.9 4.3 11.0 2.4

311 99 87 43 170 1 25 15

100.0 31.8 28.0 13.8 54.7 0.3 8.0 4.8

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

160 55 56 27 89 3 20 1

100.0 34.4 35.0 16.9 55.6 1.9 12.5 0.6

64 25 35 14 35 1 9 -
100.0 39.1 54.7 21.9 54.7 1.6 14.1 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 日常生活
が便利に
なる

働きやす
くなる

好きなこ
とにもっ
と挑戦で
きる

その他 不明

599 460 106 215 74 25

100.0 76.8 17.7 35.9 12.4 4.2

114 69 19 29 20 7

100.0 60.5 16.7 25.4 17.5 6.1

164 126 45 73 29 6

100.0 76.8 27.4 44.5 17.7 3.7

311 258 40 112 23 10

100.0 83.0 12.9 36.0 7.4 3.2

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

160 139 24 68 17 -

100.0 86.9 15.0 42.5 10.6 -

64 55 13 38 5 -
100.0 85.9 20.3 59.4 7.8 -

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員
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(表 3-132) Q5-2-4 環境改善や福祉用具において、重視する特徴は何でしょう。（当てはま

るものを全て選んでください） 

 

 
(表 3-133) Q2-1（支援機器等） × Q1-2-1（障害支援区分） 

 
 

 
 

  

合計 操作が簡
単になる

持ち運び
しやすい
大きさ

かっこい
い

安い こわれに
くい

その他 不明

599 465 256 100 263 295 48 27

100.0 77.6 42.7 16.7 43.9 49.2 8.0 4.5

114 71 42 18 46 49 16 8

100.0 62.3 36.8 15.8 40.4 43.0 14.0 7.0

164 130 92 30 90 100 15 6

100.0 79.3 56.1 18.3 54.9 61.0 9.1 3.7

311 258 119 50 123 144 16 10

100.0 83.0 38.3 16.1 39.5 46.3 5.1 3.2

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

160 136 87 38 90 105 10 0

100.0 85.0 54.4 23.8 56.3 65.6 6.3 0.0

64 60 37 16 32 43 6 0
100.0 93.8 57.8 25.0 50.0 67.2 9.4 0.0

Q2-1　使った
ことのある支
援機器数

0個

1個

2-3個

4個以上

全体

F1　本人か、
それ以外か

本人

F2　家族・職
員

家族

職員

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

9 - - - - - - 1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - 11.1 - - - - - - -

27 - 1 - - 1 - - - - 1 - - - -

100.0 - 3.7 - - 3.7 - - - - 3.7 - - - -

41 1 2 - 1 3 2 1 5 - - 2 - - -

100.0 2.4 4.9 - 2.4 7.3 4.9 2.4 12.2 - - 4.9 - - -

80 - 3 - 2 6 8 7 10 - 2 1 - - 1

100.0 - 3.8 - 2.5 7.5 10.0 8.8 12.5 - 2.5 1.3 - - 1.3

90 - 1 1 1 2 9 10 17 - 1 2 - 1 1

100.0 - 1.1 1.1 1.1 2.2 10.0 11.1 18.9 - 1.1 2.2 - 1.1 1.1

168 - 21 11 2 7 16 34 60 4 4 11 7 2 6

100.0 - 12.5 6.5 1.2 4.2 9.5 20.2 35.7 2.4 2.4 6.5 4.2 1.2 3.6

37 - - 1 3 - 1 2 2 - 1 - - - -

100.0 - - 2.7 8.1 - 2.7 5.4 5.4 - 2.7 - - - -

140 1 12 8 6 3 10 6 19 1 4 2 1 2 -
100.0 0.7 8.6 5.7 4.3 2.1 7.1 4.3 13.6 0.7 2.9 1.4 0.7 1.4 -

全体

Q1-2-1　障害
支援区分

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

わからない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調
整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する
もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

9 - - - - - 1 - 1 - 7 -

100.0 - - - - - 11.1 - 11.1 - 77.8 -

27 - - - 2 - 4 2 5 1 17 -

100.0 - - - 7.4 - 14.8 7.4 18.5 3.7 63.0 -

41 - 1 - 4 - 4 4 4 - 24 1

100.0 - 2.4 - 9.8 - 9.8 9.8 9.8 - 58.5 2.4

80 1 2 3 7 2 6 16 13 1 41 2

100.0 1.3 2.5 3.8 8.8 2.5 7.5 20.0 16.3 1.3 51.3 2.5

90 1 2 7 13 - 12 16 11 1 45 2

100.0 1.1 2.2 7.8 14.4 - 13.3 17.8 12.2 1.1 50.0 2.2

168 5 16 27 30 7 27 46 24 5 40 2

100.0 3.0 9.5 16.1 17.9 4.2 16.1 27.4 14.3 3.0 23.8 1.2

37 1 10 - 14 1 4 6 6 - 16 -

100.0 2.7 27.0 - 37.8 2.7 10.8 16.2 16.2 - 43.2 -

140 1 4 1 3 1 24 19 20 2 72 1
100.0 0.7 2.9 0.7 2.1 0.7 17.1 13.6 14.3 1.4 51.4 0.7

わからない

全体

Q1-2-1　障害
支援区分

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当
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(表 3-134) Q2-1 × Q1-2-2（障害の程度） 

 

 

 

 
(表 3-135) Q2-1 × Q1-2-3（障害者手帳） 

 
 

 
 
  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

113 - 2 - 4 2 6 4 8 - 1 2 - - -

100.0 - 1.8 - 3.5 1.8 5.3 3.5 7.1 - 0.9 1.8 - - -

120 - 4 1 3 10 11 4 18 - 6 1 1 - 1

100.0 - 3.3 0.8 2.5 8.3 9.2 3.3 15.0 - 5.0 0.8 0.8 - 0.8

209 1 15 5 6 5 14 29 44 1 5 6 1 1 4

100.0 0.5 7.2 2.4 2.9 2.4 6.7 13.9 21.1 0.5 2.4 2.9 0.5 0.5 1.9

112 - 16 14 1 3 10 21 35 2 1 8 6 4 3

100.0 - 14.3 12.5 0.9 2.7 8.9 18.8 31.3 1.8 0.9 7.1 5.4 3.6 2.7

33 1 3 1 1 2 5 3 8 2 - 1 - - -
100.0 3.0 9.1 3.0 3.0 6.1 15.2 9.1 24.2 6.1 - 3.0 - - -

全体

Q1-2-2　障害
の程度

軽度

中度

重度

最重度

わからない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

113 1 8 2 16 2 10 9 18 1 65 1

100.0 0.9 7.1 1.8 14.2 1.8 8.8 8.0 15.9 0.9 57.5 0.9

120 - 5 5 9 2 13 19 17 2 60 3

100.0 - 4.2 4.2 7.5 1.7 10.8 15.8 14.2 1.7 50.0 2.5

209 3 11 13 28 3 35 47 28 5 90 3

100.0 1.4 5.3 6.2 13.4 1.4 16.7 22.5 13.4 2.4 43.1 1.4

112 4 10 17 18 3 23 32 16 3 22 1

100.0 3.6 8.9 15.2 16.1 2.7 20.5 28.6 14.3 2.7 19.6 0.9

33 1 1 1 2 1 2 3 4 - 20 -
100.0 3.0 3.0 3.0 6.1 3.0 6.1 9.1 12.1 - 60.6 -

全体

Q1-2-2　障害
の程度

軽度

中度

重度

最重度

わからない

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

560 1 38 21 14 19 44 59 108 4 13 18 8 5 8

100.0 0.2 6.8 3.8 2.5 3.4 7.9 10.5 19.3 0.7 2.3 3.2 1.4 0.9 1.4

29 - 1 - 1 2 2 2 2 - - - - - -

100.0 - 3.4 - 3.4 6.9 6.9 6.9 6.9 - - - - - -

8 1 1 - - 1 - - 3 1 - - - - -
100.0 12.5 12.5 - - 12.5 - - 37.5 12.5 - - - - -

全体

Q1-2-3　障害
者手帳

手帳を持っている

手帳を持っていな
い

分からない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

560 8 34 38 71 10 80 105 78 11 244 10

100.0 1.4 6.1 6.8 12.7 1.8 14.3 18.8 13.9 2.0 43.6 1.8

29 1 1 - 2 1 3 4 6 - 16 -

100.0 3.4 3.4 - 6.9 3.4 10.3 13.8 20.7 - 55.2 -

8 - - - - - - 1 - - 4 -
100.0 - - - - - - 12.5 - - 50.0 -

全体

Q1-2-3　障害
者手帳

手帳を持っている

手帳を持っていな
い

分からない
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(表 3-136) Q2-1 × Q1-2-4（療育手帳） 

 
 

 
 
(表 3-137) Q2-1 × Q1-2-4（身体障害者手帳） 

 

 

 

 

  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装
置（コミュ
ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

326 1 31 18 7 8 23 47 78 - 5 12 6 5 7

100.0 0.3 9.5 5.5 2.1 2.5 7.1 14.4 23.9 - 1.5 3.7 1.8 1.5 2.1

203 - 5 1 6 10 16 9 22 - 7 5 1 - 1

100.0 - 2.5 0.5 3.0 4.9 7.9 4.4 10.8 - 3.4 2.5 0.5 - 0.5

16 - 1 - - 1 3 2 4 2 1 1 1 - -
100.0 - 6.3 - - 6.3 18.8 12.5 25.0 12.5 6.3 6.3 6.3 - -

全体

Q1-2-4　療育
手帳

重度（Ａ、Ａ１、
Ａ２など）

その他（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ２、Ｂ３な

わからない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

326 7 19 28 47 6 57 77 44 8 121 5

100.0 2.1 5.8 8.6 14.4 1.8 17.5 23.6 13.5 2.5 37.1 1.5

203 1 13 8 24 4 20 25 31 3 107 4

100.0 0.5 6.4 3.9 11.8 2.0 9.9 12.3 15.3 1.5 52.7 2.0

16 - 2 1 - - 1 1 - - 11 1
100.0 - 12.5 6.3 - - 6.3 6.3 - - 68.8 6.3

全体

Q1-2-4　療育
手帳

重度（Ａ、Ａ１、
Ａ２など）

その他（Ｂ、Ｂ
１、Ｂ２、Ｂ３な

わからない

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ
ニケーショ
ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

56 - 14 15 2 1 14 16 39 4 1 5 2 2 3

100.0 - 25.0 26.8 3.6 1.8 25.0 28.6 69.6 7.1 1.8 8.9 3.6 3.6 5.4

15 - 3 - 2 3 5 3 10 - - 1 1 - -

100.0 - 20.0 - 13.3 20.0 33.3 20.0 66.7 - - 6.7 6.7 - -

13 1 4 1 - 2 4 3 7 - - 1 - - -

100.0 7.7 30.8 7.7 - 15.4 30.8 23.1 53.8 - - 7.7 - - -

10 - 2 1 - 2 2 2 3 - - 2 - - -

100.0 - 20.0 10.0 - 20.0 20.0 20.0 30.0 - - 20.0 - - -

2 - 2 - - - - 1 2 - - - - - -

100.0 - 100.0 - - - - 50.0 100.0 - - - - - -

7 - 1 - - - - - 1 - - 1 1 1 -

100.0 - 14.3 - - - - - 14.3 - - 14.3 14.3 14.3 -

93 - 5 1 - 3 6 13 15 - 1 2 2 - 1
100.0 - 5.4 1.1 - 3.2 6.5 14.0 16.1 - 1.1 2.2 2.2 - 1.1

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

56 3 6 13 4 1 2 3 1 2 8 -

100.0 5.4 10.7 23.2 7.1 1.8 3.6 5.4 1.8 3.6 14.3 -

15 1 1 3 3 3 1 3 2 - 1 -

100.0 6.7 6.7 20.0 20.0 20.0 6.7 20.0 13.3 - 6.7 -

13 1 2 1 3 1 4 3 3 - 2 -

100.0 7.7 15.4 7.7 23.1 7.7 30.8 23.1 23.1 - 15.4 -

10 - 2 2 2 - - 1 1 1 4 -

100.0 - 20.0 20.0 20.0 - - 10.0 10.0 10.0 40.0 -

2 - - - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - - - -

7 - - 1 - - 3 - - - 3 -

100.0 - - 14.3 - - 42.9 - - - 42.9 -

93 3 5 7 11 2 8 18 16 2 45 -
100.0 3.2 5.4 7.5 11.8 2.2 8.6 19.4 17.2 2.2 48.4 -

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない
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(表 3-138) Q2-1 × Q1-2-4（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

 
 
(表 3-139) Q2-1 × Q1-3-1（住まい） 

 

 

 

  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

8 - - - - - - 1 1 - 1 - - - -

100.0 - - - - - - 12.5 12.5 - 12.5 - - - -

15 - 4 3 1 2 3 3 5 - 1 2 - - -

100.0 - 26.7 20.0 6.7 13.3 20.0 20.0 33.3 - 6.7 13.3 - - -

5 - - - - - - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - - - - - - -

137 - 12 7 - 4 11 20 30 2 2 5 4 2 2
100.0 - 8.8 5.1 - 2.9 8.0 14.6 21.9 1.5 1.5 3.6 2.9 1.5 1.5

全体

Q1-2-4　精神
障害者保健福
祉手帳

１級

２級

３級

わからない

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

8 1 1 - 2 - 2 2 2 - 4 -

100.0 12.5 12.5 - 25.0 - 25.0 25.0 25.0 - 50.0 -

15 1 1 2 3 2 3 6 6 1 4 -

100.0 6.7 6.7 13.3 20.0 13.3 20.0 40.0 40.0 6.7 26.7 -

5 - - - - - - - 2 - 3 -

100.0 - - - - - - - 40.0 - 60.0 -

137 4 9 14 15 4 19 30 22 4 55 -
100.0 2.9 6.6 10.2 10.9 2.9 13.9 21.9 16.1 2.9 40.1 -

全体

Q1-2-4　精神
障害者保健福
祉手帳

１級

２級

３級

わからない

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

230 1 17 11 6 2 13 19 30 3 8 2 1 2 1

100.0 0.4 7.4 4.8 2.6 0.9 5.7 8.3 13.0 1.3 3.5 0.9 0.4 0.9 0.4

86 1 9 2 1 1 5 6 14 1 3 2 - - 1

100.0 1.2 10.5 2.3 1.2 1.2 5.8 7.0 16.3 1.2 3.5 2.3 - - 1.2

105 - 2 - 3 8 10 6 15 - 1 3 1 1 1

100.0 - 1.9 - 2.9 7.6 9.5 5.7 14.3 - 1.0 2.9 1.0 1.0 1.0

2 - - 1 - - 1 1 1 - - - 1 1 -

100.0 - - 50.0 - - 50.0 50.0 50.0 - - - 50.0 50.0 -

170 - 11 7 4 11 17 29 52 1 1 11 6 1 5

100.0 - 6.5 4.1 2.4 6.5 10.0 17.1 30.6 0.6 0.6 6.5 3.5 0.6 2.9

13 - 1 - 1 - 1 1 2 - - - - - -
100.0 - 7.7 - 7.7 - 7.7 7.7 15.4 - - - - - -

全体

Q1-3-1　住ま
い

一軒家

マンション・ア
パート

グループホーム

病院に入院してい
る

施設に入所してい
る

その他

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

230 - 2 6 12 1 41 45 51 5 104 5

100.0 - 0.9 2.6 5.2 0.4 17.8 19.6 22.2 2.2 45.2 2.2

86 - 1 4 2 - 13 15 10 5 43 2

100.0 - 1.2 4.7 2.3 - 15.1 17.4 11.6 5.8 50.0 2.3

105 2 2 3 9 1 8 14 7 - 61 4

100.0 1.9 1.9 2.9 8.6 1.0 7.6 13.3 6.7 - 58.1 3.8

2 - - - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - - - -

170 7 29 25 49 9 22 36 16 - 54 -

100.0 4.1 17.1 14.7 28.8 5.3 12.9 21.2 9.4 - 31.8 -

13 - 1 - 1 - 2 1 3 - 7 -
100.0 - 7.7 - 7.7 - 15.4 7.7 23.1 - 53.8 -

全体

Q1-3-1　住ま
い

一軒家

マンション・ア
パート

グループホーム

病院に入院してい
る

施設に入所してい
る

その他
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(表 3-140)Q2-1 × Q1-3-2（同居数） 

 

 

 

 
  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

8 - - - 1 - - - - - - - - - -

100.0 - - - 12.5 - - - - - - - - - -

35 1 1 - 2 1 2 2 4 - 1 - - 1 -

100.0 2.9 2.9 - 5.7 2.9 5.7 5.7 11.4 - 2.9 - - 2.9 -

128 - 7 4 1 1 3 9 14 2 7 3 1 - 2

100.0 - 5.5 3.1 0.8 0.8 2.3 7.0 10.9 1.6 5.5 2.3 0.8 - 1.6

93 - 10 6 - - 8 12 16 1 1 1 - 1 -

100.0 - 10.8 6.5 - - 8.6 12.9 17.2 1.1 1.1 1.1 - 1.1 -

30 - 4 - - - 2 - 3 - - - - - -

100.0 - 13.3 - - - 6.7 - 10.0 - - - - - -

13 - 4 3 3 1 3 1 5 - 1 - - - -

100.0 - 30.8 23.1 23.1 7.7 23.1 7.7 38.5 - 7.7 - - - -

3 1 - - - - - 1 1 1 - - - - -

100.0 33.3 - - - - - 33.3 33.3 33.3 - - - - -

1 - - - - - - - 1 - - - - - -

100.0 - - - - - - - 100.0 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - - - - -

８人

９人

１０人以上

全体

Q1-3-2　回答
者含む同居数

ご回答者のみ

２人

３人

４人

５人

６人

７人

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調
整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する
もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

8 - - - 1 - - - - - 6 -

100.0 - - - 12.5 - - - - - 75.0 -

35 - - 1 3 - 4 4 4 - 20 1

100.0 - - 2.9 8.6 - 11.4 11.4 11.4 - 57.1 2.9

128 - - 5 4 - 27 28 26 8 62 1

100.0 - - 3.9 3.1 - 21.1 21.9 20.3 6.3 48.4 0.8

93 - 1 3 6 1 16 21 19 1 41 3

100.0 - 1.1 3.2 6.5 1.1 17.2 22.6 20.4 1.1 44.1 3.2

30 - 1 1 - - 4 4 7 1 14 1

100.0 - 3.3 3.3 - - 13.3 13.3 23.3 3.3 46.7 3.3

13 - 1 - - - 2 3 4 - 1 -

100.0 - 7.7 - - - 15.4 23.1 30.8 - 7.7 -

3 - - - - - - - - - 1 -

100.0 - - - - - - - - - 33.3 -

1 - - - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - - - -

５人

６人

７人

８人

９人

１０人以上

全体

Q1-3-2　回答
者含む同居数

ご回答者のみ

２人

３人

４人
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(表 3-141) Q2-1 × Q1-3-3（同居者） 

 

 

 

 
  

合計 義肢 装具 姿勢保持
装置

補聴器 つえ 歩行器・
歩行車

頭部保護
帽

車いす 電動車い
す

意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台
（マット
を含む）

床ずれ防
止用具

体位変換
器

移動用リ
フト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

13 - - - 2 - - - - - - - - - -

100.0 - - - 15.4 - - - - - - - - - -

6 1 - - - - - - 1 1 - - - - -

100.0 16.7 - - - - - - 16.7 16.7 - - - - -

4 1 1 1 - - - - 2 1 - - - - -

100.0 25.0 25.0 25.0 - - - - 50.0 25.0 - - - - -

309 1 25 13 7 5 20 25 45 3 10 4 1 2 2

100.0 0.3 8.1 4.2 2.3 1.6 6.5 8.1 14.6 1.0 3.2 1.3 0.3 0.6 0.6

32 - 1 2 3 - 2 2 5 - 1 - - - -

100.0 - 3.1 6.3 9.4 - 6.3 6.3 15.6 - 3.1 - - - -

137 - 16 9 3 - 13 13 26 1 2 1 - 1 -

100.0 - 11.7 6.6 2.2 - 9.5 9.5 19.0 0.7 1.5 0.7 - 0.7 -

7 - - - 1 - - - 1 - - - - - -

100.0 - - - 14.3 - - - 14.3 - - - - - -

16 - - - 2 3 2 2 3 - - 1 - - 1

100.0 - - - 12.5 18.8 12.5 12.5 18.8 - - 6.3 - - 6.3

185 - 12 7 6 14 19 30 50 - 2 12 6 2 6

100.0 - 6.5 3.8 3.2 7.6 10.3 16.2 27.0 - 1.1 6.5 3.2 1.1 3.2

139 - 5 - 1 4 9 7 22 1 2 4 2 1 -
100.0 - 3.6 - 0.7 2.9 6.5 5.0 15.8 0.7 1.4 2.9 1.4 0.7 -

友人・知り合い

支援者・施設職員

その他

全体

Q1-3-3　同居
者

自分ひとりだけで
暮らしている

夫や妻（配偶者）

子ども（子どもの
妻や夫）

父、母（親）

自分のおじいさ
ん、おばあさん

兄弟・姉妹

その他親せき

合計 緊急通報
装置

排泄関連
用具

入浴関連
用具

火災警報
器

自動消火
器

視覚支援
に関わる
用具

パーテー

ション等視

覚情報を調
整するもの

イヤマフな

ど不快な音

を調整する
もの

その他 使ったこ
とがない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

13 - - - 2 - - - - - 10 -

100.0 - - - 15.4 - - - - - 76.9 -

6 - - - 1 - - - - - 4 -

100.0 - - - 16.7 - - - - - 66.7 -

4 - - - - - - - - - 2 -

100.0 - - - - - - - - - 50.0 -

309 1 3 11 13 2 55 63 63 11 139 7

100.0 0.3 1.0 3.6 4.2 0.6 17.8 20.4 20.4 3.6 45.0 2.3

32 - 1 1 - - 7 10 10 1 12 -

100.0 - 3.1 3.1 - - 21.9 31.3 31.3 3.1 37.5 -

137 - 3 6 7 1 19 22 28 1 60 3

100.0 - 2.2 4.4 5.1 0.7 13.9 16.1 20.4 0.7 43.8 2.2

7 - - - 1 - 1 2 1 - 3 -

100.0 - - - 14.3 - 14.3 28.6 14.3 - 42.9 -

16 1 - 1 2 1 2 4 1 - 9 -

100.0 6.3 - 6.3 12.5 6.3 12.5 25.0 6.3 - 56.3 -

185 8 16 24 40 10 26 42 19 - 69 1

100.0 4.3 8.6 13.0 21.6 5.4 14.1 22.7 10.3 - 37.3 0.5

139 1 17 4 26 5 16 18 9 - 69 1
100.0 0.7 12.2 2.9 18.7 3.6 11.5 12.9 6.5 - 49.6 0.7

自分のおじいさ
ん、おばあさん

兄弟・姉妹

その他親せき

友人・知り合い

支援者・施設職員

その他

全体

Q1-3-3　同居
者

自分ひとりだけで
暮らしている

夫や妻（配偶者）

子ども（子どもの
妻や夫）

父、母（親）
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(表 3-142) Q2-1（不明含む） × Q1-2-4（身体障害者手帳、不明含む） 

 
 

 

 
(表 3-143) Q2-1（不明含む） ×Q1-2-4（精神障害者保健福祉手帳、不明含む） 

 

 

 

 
（４）ヒアリング調査結果 

次ページに記載 

  

合計 義肢 装具 姿勢保持装

置

補聴器 つえ 歩行器・歩

行車

頭部保護帽 車いす 電動車いす 意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台

（マットを

含む）

床ずれ防止

用具

体位変換器 移動用リフ

ト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

56 0 14 15 2 1 14 16 39 4 1 5 2 2 3

100.0 0.0 25.0 26.8 3.6 1.8 25.0 28.6 69.6 7.1 1.8 8.9 3.6 3.6 5.4

15 0 3 0 2 3 5 3 10 0 0 1 1 0 0

100.0 0.0 20.0 0.0 13.3 20.0 33.3 20.0 66.7 0.0 0.0 6.7 6.7 0.0 0.0

13 1 4 1 0 2 4 3 7 0 0 1 0 0 0

100.0 7.7 30.8 7.7 0.0 15.4 30.8 23.1 53.8 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0

10 0 2 1 0 2 2 2 3 0 0 2 0 0 0

100.0 0.0 20.0 10.0 0.0 20.0 20.0 20.0 30.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0

2 0 2 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0

100.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0

93 0 5 1 0 3 6 13 15 0 1 2 2 0 1

100.0 0.0 5.4 1.1 0.0 3.2 6.5 14.0 16.1 0.0 1.1 2.2 2.2 0.0 1.1

364 0 7 3 10 8 13 21 31 0 11 6 2 2 4

100.0 0.0 1.9 0.8 2.7 2.2 3.6 5.8 8.5 0.0 3.0 1.6 0.5 0.5 1.1

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない

不明

合計 緊急通報装
置

排泄関連用
具

入浴関連用
具

火災警報器 自動消火器
※画像はモ

リタ宮田工

業より

視覚支援に
関わる用具

（スケ

ジュール管
理など）

パーテー
ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな
ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこと
がない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

56 3 6 13 4 1 2 3 1 2 8 0

100.0 5.4 10.7 23.2 7.1 1.8 3.6 5.4 1.8 3.6 14.3 0.0

15 1 1 3 3 3 1 3 2 0 1 0

100.0 6.7 6.7 20.0 20.0 20.0 6.7 20.0 13.3 0.0 6.7 0.0

13 1 2 1 3 1 4 3 3 0 2 0

100.0 7.7 15.4 7.7 23.1 7.7 30.8 23.1 23.1 0.0 15.4 0.0

10 0 2 2 2 0 0 1 1 1 4 0

100.0 0.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 10.0 10.0 10.0 40.0 0.0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 0 0 1 0 0 3 0 0 0 3 0

100.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 42.9 0.0

93 3 5 7 11 2 8 18 16 2 45 0

100.0 3.2 5.4 7.5 11.8 2.2 8.6 19.4 17.2 2.2 48.4 0.0

364 0 18 11 48 3 62 77 55 6 181 10

100.0 0.0 4.9 3.0 13.2 0.8 17.0 21.2 15.1 1.6 49.7 2.7

全体

Q1-2-4　身体
障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

わからない

不明

合計 義肢 装具 姿勢保持装

置

補聴器 つえ 歩行器・歩

行車

頭部保護帽 車いす 電動車いす 意思伝達装

置（コミュ

ニケーショ

ンエイド）

特殊寝台

（マットを

含む）

床ずれ防止

用具

体位変換器 移動用リフ

ト

599 2 40 21 15 22 46 61 113 5 13 18 8 5 8

100.0 0.3 6.7 3.5 2.5 3.7 7.7 10.2 18.9 0.8 2.2 3.0 1.3 0.8 1.3

8 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0

15 0 4 3 1 2 3 3 5 0 1 2 0 0 0

100.0 0.0 26.7 20.0 6.7 13.3 20.0 20.0 33.3 0.0 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

137 0 12 7 0 4 11 20 30 2 2 5 4 2 2

100.0 0.0 8.8 5.1 0.0 2.9 8.0 14.6 21.9 1.5 1.5 3.6 2.9 1.5 1.5

395 1 22 11 13 13 30 35 72 2 9 11 4 3 6

100.0 0.3 5.6 2.8 3.3 3.3 7.6 8.9 18.2 0.5 2.3 2.8 1.0 0.8 1.5

全体

Q1-2-4　精神
障害者保健福
祉手帳

１級

２級

３級

わからない

不明

合計 緊急通報装
置

排泄関連用
具

入浴関連用
具

火災警報器 自動消火器
※画像はモ

リタ宮田工

業より

視覚支援に
関わる用具

（スケ

ジュール管
理など）

パーテー
ション等視

覚情報を調

整するもの

イヤマフな
ど不快な音

を調整する

もの

その他 使ったこと
がない

不明

599 9 35 38 73 11 83 110 84 11 265 11

100.0 1.5 5.8 6.3 12.2 1.8 13.9 18.4 14.0 1.8 44.2 1.8

8 1 1 0 2 0 2 2 2 0 4 0

100.0 12.5 12.5 0.0 25.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 50.0 0.0

15 1 1 2 3 2 3 6 6 1 4 0

100.0 6.7 6.7 13.3 20.0 13.3 20.0 40.0 40.0 6.7 26.7 0.0

5 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0 0.0

137 4 9 14 15 4 19 30 22 4 55 0

100.0 2.9 6.6 10.2 10.9 2.9 13.9 21.9 16.1 2.9 40.1 0.0

395 2 23 22 51 4 56 67 46 6 178 10

100.0 0.5 5.8 5.6 12.9 1.0 14.2 17.0 11.6 1.5 45.1 2.5

全体

Q1-2-4　精神
障害者保健福
祉手帳

１級

２級

３級

わからない

不明
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（５）アンケート調査用紙 

知的
ち て き

に障害
しょうがい

のある方
かた

の支援
し え ん

機器
き き

に係
かか

るアンケート調査
ち ょ う さ

 

 

１．調査
ち ょ う さ

の目的
も く て き

 

当協会
とうきょうかい

では、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

から補助
ほ じ ょ

を受
う

けて｢知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の支援
し え ん

機器
き き

に係
かか

るニーズ情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

・提供
ていきょう

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する調査
ち ょ う さ

研究
けんきゅう

｣を実施
じ っ し

しているところですが、この度
たび

、本事業
ほ ん じ ぎ ょ う

の一環
いっかん

として、知的
ち て き

に障害
しょうがい

のある方
ほう

を

対象
たいしょう

にアンケート調査
ち ょ う さ

を実施
じ っ し

することと致
いた

しました。 

本調査
ほ ん ち ょ う さ

では、得
え

られた情報
じょうほう

をもとに知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

（知的
ち て き

障害児
し ょ う が い じ

を含
ふ く

む。）の支援
し え ん

機器
き き

等
など

に関
かん

するニーズとして

整理
せ い り

分析
ぶんせき

することとし、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

で抱
かか

える潜在的
せんざいてき

な困難
こんなん

を顕在化
け ん ざ い か

し、真
しん

に必要
ひつよう

とされる支援
し え ん

機器
き き

の開発
かいはつ

及
およ

び普及
ふ き ゅ う

の促進
そ く し ん

を図
はか

ることを目的
も く て き

と致
いた

します。 

 

２．調査
ち ょ う さ

対象
たいしょう

 

知的
ち て き

に障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

（ただし、代理
だ い り

による回答
かいとう

も差支
さしつか

えありません）。 

 

３．調査
ち ょ う さ

方法
ほうほう

 

知的
ち て き

に障害
しょうがい

のあるご本人
ほんにん

又
また

は、ご家族
か ぞ く

や施設
し せ つ

・事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の職員
しょくいん

等
と う

の支援
し え ん

を受
う

けながらご本人
ほんにん

が回答
かいとう

してく

ださい。 

ただし、ご本人
ほんにん

の回答
かいとう

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

には、ご本人
ほんにん

の立場
た ち ば

から代理
だ い り

で回答
かいとう

することも差
さ

し支
つか

えありません。 

 

４．回答
かいとう

期限
き げ ん

 

令和
れ い わ

６年
ねん

１０月
がつ

３１日
にち

（木
も く

）まで 

 

５．調査
ち ょ う さ

で得
え

られた情報
じょうほう

の取
と

り 扱
あつか

い 

調査
ち ょ う さ

で得
え

られた情報
じょうほう

は、本調査
ほ ん ち ょ う さ

の目的
も く て き

以外
い が い

の用途
よ う と

で使用
し よ う

することはありません。 

 

６．調査
ち ょ う さ

の実施
じ っ し

体制
たいせい

 

本調査
ほ ん ち ょ う さ

は、公益
こ う え き

財団
ざいだん

法人
ほうじん

テクノエイド協会
きょうかい

が株式
かぶしき

会社
がいしゃ

シード・プランニングに委託
い た く

して実施
じ っ し

するものです。 

 

 

○に✓をお願
ねが

いします 
 

 

○ はい ⇒F3 までお進
すす

みください 

○ いいえ 

 

 

 

 

F1 あなたは、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

ですか。 
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○ 母親 

○ 父親 

○ 兄、弟 

○ 姉、妹 

○ 学校の教員 

○ 施設職員 

○ その他（                         ） 
 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

が回答
かいとう

する 

○ 障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

と支援者
し え ん し ゃ

で回答
かいとう

する 

○ 支援者
し え ん し ゃ

（代理人
だ い り に ん

）が回答
かいとう

する ⇒下
し た

の回答者
か い と う し ゃ

情報
じょうほう

を記入
き に ゅ う

ください 

 
 
代理で回答される場合、お手数ですが以下の項目を記入ください。 

アンケート回答者情報 

（本人以外が記入する場

合） 

所属団体  

住所 （〒   ―    ） 

電話  

担当者所属  

担当者氏名  

E メールアドレス  

 

※本人以外が記入する場合は、本人の立場でご回答ください。 

 

  

F2 前の問いで「いいえ」を選択された方にお尋ねします。あなたは、アンケートの対象者の方との関係を教えてくだ

さい。 

F3 アンケートの回答
かいとう

方法
ほうほう

を教
おし

えてください。 
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□または○に✓をお願
ねが

いします。選択肢
せ ん た く し

の□は複数
ふ く す う

回答可
か い と う か

、○は択一
たくいつ

です。 
 

 

○ １０歳
さい

未満
み ま ん

 

○ １０代
だい

 

○ ２０代
だい

 

○ ３０代
だい

 

○ ４０代
だい

 

○ ５０代
だい

 

○ ６０代
だい

 

○ ７０代
だい

以上
い じ ょ う

 

 

 

○ 区分
く ぶ ん

１ 

○ 区分
く ぶ ん

２ 

○ 区分
く ぶ ん

３ 

○ 区分
く ぶ ん

４ 

○ 区分
く ぶ ん

５ 

○ 区分
く ぶ ん

６ 

○ 非該当
ひ が い と う

 

○ わからない 

 

 

○ 軽度
け い ど

 

○ 中度
ち ゅ う ど

 

○ 重度
じ ゅ う ど

 

○ 最重度
さ い じ ゅ う ど

 

○ わからない 

 

 

○ 手帳
て ち ょ う

を持
も

っている 

○ 手帳
て ち ょ う

を持
も

っていない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

1-2-5 へお進
すす

みください 

アンケートの記入
き に ゅ う

開始
か い し

 

問
とい

1-1 あなたは何歳
なんさい

ですか。 

問
とい

1-2-1 あなたの障害者
しょうがいしゃ

区分
く ぶ ん

を教
おし

えてください。 

問
とい

1-2-2 あなたの障害
しょうがい

の程度
て い ど

を教
おし

えてください。 

問
とい

1-2-3 あなたは障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

を持
も

っていますか。 
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○ わからない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

1-2-5 へお進
すす

みください 

 

 

療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

 ○ 重度
じ ゅ う ど

（A
エー

、A
エー

1、A
エー

2 など） 

○ その他
た

（B
ビー

、B
ビー

1、B
ビー

2、B
ビー

3 など） 

○ わからない 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

 ○ １級
きゅう

 

○ ２級
きゅう

 

○ ３級
きゅう

 

○ ４級
きゅう

 

○ ５級
きゅう

 

○ ６級
きゅう

 

○ わからない 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 ○ １級
きゅう

 

○ ２級
きゅう

 

○ ３級
きゅう

 

○ わからない 

 

 

□ A S D
エーエスディー

（自閉
じ へ い

スペクトラム症
しょう

） □ A D H D
エーディーエイチディー

（注意欠如多動症
ち ゅ う い け つ じ ょ た ど う し ょ う

） □ L D
エルディー

（学習
がくしゅう

障害
しょうがい

） 

□ 抑
よ く

うつ □ 双極性
そうきょくせい

障害
しょうがい

（双
そ う

極症
きょくしょう

） □ 全般性
ぜんぱんせい

不安
ふ あ ん

障害
しょうがい

（全般
ぜんぱん

不安症
ふ あん し ょう

） 

□ ダウン症
しょう

 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ わからない 

 

 

□ 一軒家
い っ け ん や

 □ マンション・アパート  

□ 病院
びょういん

に入院
にゅういん

している □ 施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している 「一軒家
い っ け ん や

」「マンション・アパート」以外
い が い

 

□ グループホーム（障害
しょうがい

のある方が一緒
い っ し ょ

に生活
せいかつ

するアパートなど）      を選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

1-3-3 へ 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                ）  お進
すす

みください。 

 

  

問
とい

1-2-4 あなたが持
も

っている障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

で当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください。 

問
とい

1-2-5 あなたが２種類
しゅるい

以上
い じ ょ う

の障害
しょうがい

を持
も

つ場合
ば あ い

は、その障害名
しょうがいめい

（これまでに判定
はんてい

又
また

は診断
しんだん

されたもの）を教
おし

えてく

ださい。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

1-3-1 あなたがいま、住
す

んでいるお家
う ち

について教えてください。 
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○ ご回
かい

答者
と う し ゃ

のみ 

○ ２人
にん

 

○ ３人
にん

 

○ ４人
にん

 

○ ５人
にん

 

○ ６人
にん

 

○ ７人
にん

 

○ ８人
にん

 

○ ９人
にん

 

○ １０人
にん

以上
い じ ょ う

 

 

 

□ 自分
じ ぶ ん

ひとりだけで暮
く

らしている □ 夫
おっと

や妻
つま

（配偶者
は い ぐ う し ゃ

） □ 子
こ

ども（子
こ

どもの妻
つま

や夫
おっと

） 

□ 父
ちち

、母
はは

（親
おや

） □ 自分
じ ぶ ん

のおじいさん、おばあさん □ 兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

□ その他
た

親
しん

せき □ 友人
ゆうじん

・知
し

り合
あ

い □ 支援者
し え ん し ゃ

・施設
し せ つ

職員
しょくいん

 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

○ 仕事
し ご と

をしている 

○ 仕事
し ご と

をしていない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

2-1 へお進
すす

みください 

 

 

□ 正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

として 働
はたら

いている □ パート・アルバイト・日雇
ひ や と

いで 働
はたら

いている 

□ 障害
しょうがい

のある方
かた

が通
かよ

う施設
し せ つ

で、ものを作
つ く

ったり作業
さ ぎ ょ う

したりしている 

□ 家
いえ

の仕事
し ご と

の手伝
て つ だ

い（自営業
じ え い ぎ ょ う

） 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

□ 事務
じ む

職
しょく

 □ 販売業
はんばいぎょう

 □ サービス業
ぎょう

 

□ 運輸業
う ん ゆ ぎ ょ う

 □ 製造
せいぞう

・加工業
か こ う ぎ ょ う

  

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

  

問
とい

1-3-2 あなたのお家
う ち

には、あなたを含
ふ く

め何人
なんにん

で住
す

んでいますか。 

問
とい

1-3-3 あなたのお家
う ち

に一緒
い っ し ょ

に住
す

んでいる人は誰
だれ

ですか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

1-4-1 あなたは仕事
し ご と

をしていますか。 

問
とい

1-4-2 あなたはどんな仕事
し ご と

をしていますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

1-4-3 どのような仕事
し ご と

ですか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 
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□ ひとりで公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

（バス・電車
でんしゃ

）を使用
し よ う

して通勤
つうきん

している 

□ ひとりで歩
ある

いて通勤
つうきん

している 

□ ひとりで車
くるま

を運転
うんてん

して通勤
つうきん

している 

□ 家族
か ぞ く

に送迎
そうげい

してもらっている 

□ ひとりで自転車
じ て ん し ゃ

で通勤
つうきん

している 

□ 誰
だれ

かと一緒
い っ し ょ

に公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

（バス・電車
でんしゃ

）を使用
し よ う

して通勤
つうきん

している 

□ 勤務先
き ん む さ き

のバス等
と う

で通勤
つうきん

している 

□ 家
いえ

で 働
はたら

いているため通勤
つうきん

はしていない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

□ 義肢
ぎ し

 □ 装具
そ う ぐ

 □ 姿勢
し せ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

 

□ 補聴器
ほ ち ょ う き

 □ つえ □ 歩行器
ほ こ う き

・歩行車
ほ こ う し ゃ

 

□ 頭部
と う ぶ

保護帽
ほ ご ぼ う

 □ 車
くるま

いす □ 電動
でんどう

車
くるま

いす  

□ 意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｴｲﾄﾞ） □ 特殊
と く し ゅ

寝台
しんだい

（マットを含
ふ く

む） □ 床
と こ

ずれ防止
ぼ う し

用具
よ う ぐ

 

□ 体位
た い い

変換器
へ ん か ん き

 □ 移動用
い ど う よ う

リフト □ 緊急
きんきゅう

通報
つ う ほ う

装置
そ う ち

 

□ 排泄
はいせつ

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 入浴
にゅうよく

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 火災
か さ い

警報器
け い ほ う き

 

□ 自動
じ ど う

消火器
し ょ う か き

 □ 視覚
し か く

支援
し え ん

に関
かか

わる用具
よ う ぐ

（スケジュール管理
か ん り

など） 

□ パーテーションなど視覚
し か く

情報
じょうほう

を調整
ちょうせい

するもの 

□ イヤマフなど不快
ふ か い

な音
おと

を調整
ちょうせい

するもの 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 使
つか

ったことはない  ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

3-1-1 へお進
すす

みください 

 

 

□ 義肢
ぎ し

 □ 装具
そ う ぐ

 □ 姿勢
し せ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

 

□ 補聴器
ほ ち ょ う き

 □ つえ □ 歩行器
ほ こ う き

・歩行車
ほ こ う し ゃ

 

□ 頭部
と う ぶ

保護帽
ほ ご ぼ う

 □ 車
くるま

いす □ 電動
でんどう

車
くるま

いす  

□ 意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｴｲﾄﾞ） □ 特殊
と く し ゅ

寝台
しんだい

（マットを含
ふ く

む） □ 床
と こ

ずれ防止
ぼ う し

用具
よ う ぐ

 

□ 体位
た い い

変換器
へ ん か ん き

 □ 移動用
い ど う よ う

リフト □ 緊急
きんきゅう

通報
つ う ほ う

装置
そ う ち

 

□ 排泄
はいせつ

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 入浴
にゅうよく

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 火災
か さ い

警報器
け い ほ う き

 

□ 自動
じ ど う

消火器
し ょ う か き

 □ 視覚
し か く

支援
し え ん

に関
かか

わる用具
よ う ぐ

（スケジュール管理
か ん り

など） 

□ パーテーションなど視覚
し か く

情報
じょうほう

を調整
ちょうせい

するもの 

□ イヤマフなど不快
ふ か い

な音
おと

を調整
ちょうせい

するもの 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 現在
げんざい

は使用
し よ う

していない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

2-5 へお進
すす

みください 

 

問
とい

1-4-4 あなたはどのような方法
ほうほう

で通勤
つうきん

していますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

2-1 あなたが使
つか

ったことのある支援
し え ん

機器
き き

や、環境
かんきょう

を改善
かいぜん

するために使
つか

ったことのあるものを教
おし

えてください。（当
あ

て

はまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

2-2 問
とい

2-1 で答
こた

えた支援
し え ん

機器
き き

や、環境
かんきょう

を改善
かいぜん

するために使
つか

ったことのあるもので、現在
げんざい

も使用
し よ う

しているものを教
おし

え

てください。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 
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□ 使
つか

い方
かた

が 難
むずか

しい、分
わ

かりづらい □ 価格
か か く

が高
たか

い 

□ 使
つか

い方
かた

や調整
ちょうせい

などの支援
し え ん

をしてくれる人
ひと

がおらず、うまく使
つか

えないこと 

□ 安全
あんぜん

に使
つか

えない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ 義肢
ぎ し

 □ 装具
そ う ぐ

 □ 姿勢
し せ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

 

□ 補聴器
ほ ち ょ う き

 □ つえ □ 歩行器
ほ こ う き

・歩行車
ほ こ う し ゃ

 

□ 頭部
と う ぶ

保護帽
ほ ご ぼ う

 □ 車
くるま

いす □ 電動
でんどう

車
くるま

いす  

□ 意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｴｲﾄﾞ） □ 特殊
と く し ゅ

寝台
しんだい

（マットを含
ふ く

む） □ 床
と こ

ずれ防止
ぼ う し

用具
よ う ぐ

 

□ 体位
た い い

変換器
へ ん か ん き

 □ 移動用
い ど う よ う

リフト □ 緊急
きんきゅう

通報
つ う ほ う

装置
そ う ち

 

□ 排泄
はいせつ

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 入浴
にゅうよく

関連
かんれん

用具
よ う ぐ

 □ 火災
か さ い

警報器
け い ほ う き

 

□ 自動
じ ど う

消火器
し ょ う か き

 □ 視覚
し か く

支援
し え ん

に関
かか

わる用具
よ う ぐ

（スケジュール管理
か ん り

など） 

□ パーテーションなど視覚
し か く

情報
じょうほう

を調整
ちょうせい

するもの 

□ イヤマフなど不快
ふ か い

な音
おと

を調整
ちょうせい

するもの 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 使
つか

わなくなった機器
き き

はない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

3-1-1 へお進
すす

みください 

 

 

□ 販売
はんばい

中止
ち ゅ う し

になった □ 使
つか

うのが 難
むずか

しかった 

□ 使
つか

うのがめんどくさかった □ あまり効果
こ う か

を感
かん

じられなかった 

□ 使用
し よ う

時
じ

に必要
ひつよう

な支援
し え ん

が受
う

けられなかった □ 使用
し よ う

するために必要
ひつよう

な周
まわ

りの理解
り か い

が得
え

られなかった 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 
 

○ 自分
じ ぶ ん

専用
せんよう

の携
けい

帯電話
た い で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）がある 

○ 誰
だれ

かと共有
きょうゆう

している携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む） 

○ 携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）を持
も

っていない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

3-2-1 へお進
すす

みください 

 

  

問
とい

2-3 現在
げんざい

使用
し よ う

している支援
し え ん

機器
き き

や、環境
かんきょう

を改善
かいぜん

するために使
つか

ったことのあるものに対
たい

して、改良
かいりょう

して欲
ほ

しい点
てん

は

ありますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

2-4 問
とい

2-1 で答
こた

えた支援
し え ん

機器
き き

や、環境
かんきょう

を改善
かいぜん

するために使
つか

ったことのあるもので、使
つか

わなくなったものがあれば教
おし

えてください。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

2-5 使
つか

わなくなった理由
り ゆ う

を教えてください。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

3-1-1 あなたは、携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）を持
も

っていますか。 
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□ 仕事
し ご と

で使
つか

う □ プライベートで調
し ら

べ物
もの

をするとき 

□ 趣味
し ゅ み

で使
つか

う 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

 一日
いちにち

に 何度
な ん ど

も 
１日

にち

に数回
すうかい

 １日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 
数日
す う じ つ

に １ 回
かい

程度
て い ど

 

あ ま り 使
つか

わ な

い 

電話
で ん わ

 □ □ □ □ □ 

メール □ □ □ □ □ 

LINE
ラ イ ン

やYouTube
ユ ー チ ュ ー ブ

、ｲ

ﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ 
□ □ □ □ □ 

ゲーム □ □ □ □ □ 

地図
ち ず

 □ □ □ □ □ 

カメラ・ムービー □ □ □ □ □ 

時計
と け い

 □ □ □ □ □ 

ｱﾗｰﾑ（ﾀｲﾏｰ） □ □ □ □ □ 

スケジュール □ □ □ □ □ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（検索
け ん さ く

） □ □ □ □ □ 

計算機
け い さ ん き

 □ □ □ □ □ 

音楽
おんがく

再生
さいせい

 □ □ □ □ □ 

メモ □ □ □ □ □ 

ﾎﾞｲｽﾒﾓ（録音
ろ く お ん

） □ □ □ □ □ 

テレビ電話
で ん わ

 □ □ □ □ □ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｴｲﾄﾞ □ □ □ □ □ 

その他
た

（     ） □ □ □ □ □ 

 

 

○ 自分
じ ぶ ん

専用
せんよう

のパソコンを持
も

っている 

○ 誰
だれ

かと共有
きょうゆう

しているパソコンがある 

○ パソコンを持
も

っていない ⇒選択
せんたく

された方
かた

は問
とい

4-1-1 へお進
すす

みください 

問
とい

3-1-2 携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）を使用
し よ う

するのはどのような時
と き

ですか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て

選
えら

んでください） 

問
とい

3-1-3 携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）で使
つか

っている（使
つか

ったことのある）機能
き の う

を教えてください。また、

使
つか

っている機能
き の う

はどの程度
て い ど

使
つか

っていますか。 

問
とい

3-2-1 あなたはパソコンを持
も

っていますか。 
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□ 仕事
し ご と

で使
つか

う □ プライベートで調
し ら

べ物
もの

をするとき 

□ 本
ほん

を読
よ

む □ 本
ほん

を読
よ

み上
あ

げてもらう 

□ 学習
がくしゅう

で使
つか

う □ 趣味
し ゅ み

で使用
し よ う

する 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 
 

一日
いちにち

に何度
な ん ど

も １日
にち

に数回
すうかい

 １日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 数日
す う じ つ

に１回
かい

程度
て い ど

 あまり使
つか

わない 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（検索
け ん さ く

） □ □ □ □ □ 

メール □ □ □ □ □ 

LINE
ラ イ ン

やYouTube
ユ ー チ ュ ー ブ

、ｲ

ﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ 
□ □ □ □ □ 

ｵﾝﾗｲﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ □ □ □ □ □ 

ゲーム □ □ □ □ □ 

ワード・エクセル・

パワーポイント 
□ □ □ □ □ 

電子図書
で ん し と し ょ

 □ □ □ □ □ 

読
よ

み上
あ

げ機能
き の う

 □ □ □ □ □ 

その他
た

（     ） □ □ □ □ □ 

 

 

○ 1時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

○ 1時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

～4時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

○ 4時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

～7時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

○ 7時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

～10時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

○ 10時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

 

 

 

□ 操作
そ う さ

方法
ほうほう

が 難
むずか

しい、分
わ

からない □ 使
つか

い方
かた

を支援
し え ん

してくれる人
ひと

がいない 

□ トラブルが起
お

きた時
と き

に対応
たいおう

できない □ 無料
む り ょ う

か有料
ゆうりょう

かを判断
はんだん

しづらい 

□ 特
と く

にない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

問
とい

3-2-2 パソコンを使用
し よ う

するのはどのような時
と き

ですか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

3-2-3 パソコンを使
つか

ってどんなことをしていますか。また、使用
し よ う

している機能
き の う

はどの程度
て い ど

使
つか

っていますか。 

問
とい

3-2-4 1日
にち

のうち何時間
な ん じ か ん

ぐらいパソコンを使
つか

っていますか。 

問
とい

3-3-1 携帯
けいたい

電話
で ん わ

（スマートフォン・タブレットを含
ふ く

む）を使用
し よ う

していて、使用
し よ う

しづらかったり不便
ふ べ ん

に思
おも

うことはあります

か。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 
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□ 操作
そ う さ

方法
ほうほう

が 難
むずか

しい、分
わ

からない □ 使
つか

い方
かた

を支援
し え ん

してくれる人
ひと

がいない 

□ トラブルが起
お

きた時
と き

に対応
たいおう

できない □ 無料
む り ょ う

か有料
ゆうりょう

かを判断
はんだん

しづらい 

□ 特
と く

にない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

□ 食事
し ょ く じ

をするとき □ トイレにいくとき 

□ 着替
き が

えをするとき □ お風呂
ふ ろ

・シャワーのとき 

□ 洗顔
せんがん

・歯磨
は み が

きのとき □ 起
お

きるとき/寝
ね

るとき 

□ お金
かね

の管理
か ん り

をするとき □ 薬
くすり

を管理
か ん り

するとき 

□ 外出
がいしゅつ

するとき □ 買
か

い物
もの

をするとき 

□ 家事
か じ

をするとき □ 人
ひと

とコミュニケーションを取
と

るとき 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ お金
かね

の支払
し は ら

いが 難
むずか

しい □ 公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

（バス・電車
でんしゃ

）に乗
の

るのが 難
むずか

しい 

□ 公共
こうきょう

施設
し せ つ

（役所
や く し ょ

・公民館
こうみんかん

・図書館
と し ょ か ん

）を使うのが難しい □ 医療費
い り ょ う ひ

が多
おお

くかかる 

□ 周
まわ

りの人
ひと

の理解
り か い

が少
す く

ない □ 自分
じ ぶ ん

の言
い

いたいことが伝
つた

わらない 

□ トイレのタイミングが伝
つた

えられない、わからない □ 手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

がいない 

□ 生活費
せ い か つ ひ

が足
た

りない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

 

 

  

問
とい

3-3-2 パソコンを使用
し よ う

していて、使用
し よ う

しづらかったり不便
ふ べ ん

に思
おも

うことはありますか。 

（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-1-1 ふだんの生活
せいかつ

で、不便
ふ べ ん

だと思
おも

うことはありますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-1-2 それは、具体的
ぐ た い て き

にどのようなことですか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-1-3 ふだんの生活
せいかつ

で、最
もっと

も困
こ ま

ったことや不便
ふ べ ん

なことを教
おし

えてください。（自由
じ ゆ う

記述
きじ ゅつ

） 
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□ 自分
じ ぶ ん

に合
あ

ったお仕事
し ご と

がわからない □ 自分
じ ぶ ん

にとって 働
はたら

きやすいところがわからない 

□ 仕事
し ご と

をさがすとき □ 仕
し

事
ご と

を見
み

つけたとき 

□ 面接
めんせつ

をするとき □ 就労
しゅうろう

時
じ

の手続
て つ づ

きのとき 

□ 仕事
し ご と

に行
い

くとき/帰
かえ

るとき □ 仕事中
し ご と ち ゅ う

 

□ 仕事
し ご と

を変
か

えたいとき □ 何
なに

か困
こ ま

った時
と き

に相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

がない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ 書類
し ょ る い

の内容
ないよう

が分
わ

かりづらい □ 相談
そうだん

相手
あ い て

がいない 

□ WEB
ウ ェ ブ

ミーティングの使
つか

い方
かた

が分
わ

からない □ コミュニケーションを取
と

りづらい 

□ 作業
さ ぎ ょ う

内容
ないよう

が分
わ

かりづらい □ 障害
しょうがい

のことを理解
り か い

した支援
し え ん

を受
う

けることができない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ 旅行
り ょ こ う

へ行
い

くとき □ スポーツをするとき 

□ 地域
ち い き

の行事
ぎ ょ う じ

や活動
かつどう

に参加
さ ん か

するとき □ テレビ・ビデオ・ゲーム等
など

をするとき 

□ 映画
え い が

・コンサート・美術館
びじゅつかん

・カラオケ等
など

にいくとき □ 友人
ゆうじん

などとの日程
にってい

調整
ちょうせい

ができない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ お店
みせ

に入
はい

りづらい □ 支援
し え ん

してくれる人
ひと

がいない 

□ サービス・ルール等
など

の内容
ないよう

が分
わ

かりづらい □ 施設
し せ つ

の設備
せ つ び

の使
つか

い方
かた

がわからない 

□ いろいろな情報
じょうほう

を手
て

に入
い

れにくい □ 障害
しょうがい

のことを理解
り か い

した支援
し え ん

を受
う

けることができない 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

□ 特
と く

にない 

 

 

□ コミュニケーション □ 移動
い ど う

 □ 食事
し ょ く じ

 

問
とい

4-2-1 仕事
し ご と

について、困
こ ま

ったと思
おも

ったことはありますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-2-2 困
こ ま

ったと思
おも

ったのはどんなことでしたか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-3-1 おたのしみの時間
じ か ん

で困
こ ま

る・不便
ふ べ ん

な「場面
ば め ん

」はありますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

4-3-2 おたのしみの時間
じ か ん

で困
こ ま

る・不便
ふ べ ん

な「内容
ないよう

」はありますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

5-1 どのような助
たす

けがあればいいと思
おも

いますか。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 
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□ 入浴
にゅうよく

 □ 排泄
はいせつ

 □ スケジュール管理
か ん り

 

□ 時間
じ か ん

の管理
か ん り

 □ お金
かね

の管理
か ん り

 □ I C T
アイシーティー

機器
き き

の利用
り よ う

 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

□ 他
ほか

の人
ひと

といろいろな 話
はなし

をしてみたい □ スムーズに移動
い ど う

したい 

□ お金
かね

を管理
か ん り

したい □ 落
お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

や仕事
し ご と

がしたい 

□ こんな仕事
し ご と

がしてみたい（具体的
ぐ た い て き

に：                                      ） 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

 

 

 

□ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

が便利
べ ん り

になる □ 働
はたら

きやすくなる 

□ 好
す

きなことにもっと挑戦
ちょうせん

できる 

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

□ 操作
そ う さ

が簡単
かんたん

になる □ 持
も

ち運
はこ

びしやすい大
おお

きさ □ かっこいい 

□ 安
やす

い □ こわれにくい  

□ その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に：                                                 ） 

 

 

 

 

以上
い じ ょ う

     

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。これですべてのアンケートは終了
しゅうりょう

です。 

問
とい

5-2-1 環境
かんきょう

改善
かいぜん

や支援
し え ん

機器
き き

を使
つか

ってやりたいこと/出来
で き

るようになりたいことはありますか。  

（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

5-2-2 どのような環境
かんきょう

改善
かいぜん

や支援
し え ん

機器
き き

があると良
よ

いと思
おも

いますか。（自由
じ ゆ う

記述
きじ ゅつ

） 

問 5-2-3 ロボットや I C T
アイシーティー

（情報
じょうほう

通信
つ う し ん

技術
ぎじゅつ

）、 A I
エーアイ

（人工
じ ん こ う

知能
ち の う

）を活用
かつよう

した環境
かんきょう

改善
かいぜん

や支援
し え ん

機器
き き

に期待
き た い

することを教
おし

えてください。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

5-2-4 環境
かんきょう

改善
かいぜん

や支援
し え ん

機器
き き

において、重視
じ ゅ う し

する特徴
とくちょう

は何
なん

でしょう。（当
あ

てはまるものを全
すべ

て選
えら

んでください） 

問
とい

6 その他
た

、ご意見
い け ん

やご要望
よ う ぼ う

がございましたらご記
き

入
にゅう

ください。（自由
じ ゆ う

記述
きじ ゅつ

） 
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（６）ヒアリング調査用紙 

知的障害者の支援機器に係るニーズ情報の収集・提供の 

在り方に関する調査研究 ヒアリング調査 

 
１．調査の日時及び場所、訪問者  

調査日 令和６年 月 日（ ）  

場 所  

訪問者（予定） 
公益財団法人テクノエイド協会 企画部 〇〇〇〇 

株式会社シード・プランニング 〇〇〇〇 

メールアドレス  

電話番号 03-3266-6883（テクノエイド協会） 

 
２.ヒアリング調査の対象 ※アンケート調査より取得 

所属団体 － 

住所 － 

電話 － 

ご担当者所属 － 

ご担当者氏名 － 

メールアドレス － 

 
３.ご本人の基本情報 ※アンケート調査より取得 

年齢、障害区分等 － 

 
４.ヒアリング内容 ※お応え可能な範囲で差支えありません。担当者からインタビーさせて

頂きます。 

 
（１）日常生活全般にかかること 

日常生活での困りごと  

本人の希望  

支援のあり方  

 
（２）支援機器等の開発に係るニーズ、期待や想いについて ※下記から選択またはすべて 

① コミュニケーションや意思決定・支援について 

困った場面  

困った場面への対応状

況 
 

別添 
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今後の期待  

②情報収集・理解、文化芸術・リクレーション等に関すること 

困った場面  

困った場面への対応状

況 
 

今後の期待  

 
③お金の管理に関すること 

困った場面  

困った場面への対応状

況 
 

今後の期待  

 
④福祉用具・環境改善の開発改良に関すること 

課題・要望  

期待  

配慮事項  

 
（３）その他、 

  

  

 
本調査へのご協力、誠にありがとうございました。 
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Ⅱ.福祉用具ニーズ情報収集・提供システ

ムの運用 

  





 

 

１．事業概要 

（１）事業の目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提

供システム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

のご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しする

ためのものである。 

ニーズ・シーズマッチング交流会において本システムの周知を行い、ニーズ及びシーズ

の収集に努めた。 

 

検討経過及びシステム概要 

年度 主な事項 

平成２１年度 ○｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣の開発 

平成２２年度 ○福祉用具有識者会議の設置（本システムの活用方策を検討） 

平成２３年度 

○福祉用具有識者会議による検討 

・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・本システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

平成２４年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の開発を検討 

○本システムの改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

平成２５年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の運用を開始 

○団体等の協力を得て、家族会等の場においてニーズ収集 

平成２６年度 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（管理機能の拡充） 

○シーズ・ニーズマッチング交流会にてニーズ収集 

平成２７年度 

○本システムの大幅改修 

・操作及び利便性の向上、デザインの変更 

・スマートフォンからのニーズ投稿を可能とするシステム改修 

平成２８年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

平成２９年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 
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年度 主な事項 

平成３０年度 

○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（メール配信機能の追加等） 

令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和３年度 

○本システムの一部改良 

・年度末集計ツールの作成 

・既存データ及びマスターの追加 

・操作ガイドの改訂 

令和４年度 ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和５年度 ○システムのデザインを一新 

令和６年度 ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 
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（２）主な実施内容 
本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化を実施 

 

（３）ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運

用している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイディア・課題」、「新製品や技術」、

「お知らせ」の３項目について、直近５年間の累計投稿件数は以下のとおりである。 

令和６年度は、前年から３７件増加し、１０４６件の投稿件数となった。 

 

〇累計投稿件数（直近５年間）※令和７年３月２５日現在 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

累計  

投稿件数 
８８５件 ９３２件 ９６０件 １００９件 １０４６件 

 

〇投稿カテゴリの内訳（直近５年間）※令和７年３月２５日現在 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

要望 

アイディア 

課題 

１４ ７ ７ ９ ４ 

新製品 

技術 
９ １２ ５ １３ ４ 

お知らせ ２５ ２８ １６ ２７ ２９ 

総計 ４８件 ４７件 ２８件 ４９件 ３７件 

 

（４）ニーズの集計・傾向 
 以下、集計した結果をカテゴリ別、投稿者別、利用対象者別、キーワード別にグラフ化

したものを記す。 

〇令和６年度 カテゴリ内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29

4

4

0 5 10 15 20 25 30 35

お知らせ

要望・アイディア・課題

新製品・技術

2024年度 カテゴリー集計

(n=３７)
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〇令和６年度 投稿者別投稿内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和６年度 利用対象者別投稿内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和６年度 キーワード別投稿内訳 

(n=３７) 

15

4

3

2

2

2

1

1

1

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

テクノエイド協会

個人

その他

行政

開発メーカー

学校

利用者

医療専門職

研究機関

利用者の家族

供給事業者

2024年度 記入者区分別集計

(n=３3)

19
13

12
11

10
7

5
5
5

4
4

3
3
3

2
2
2

1
2

0 5 10 15 20

利用対象等全般

高齢者

介助者

家族

肢体不自由者

視覚障害者

共用品

発達障害者

知的障害者

盲ろう者

児童

言語障害者

聴覚障害者

障害者スポーツ

就労・就学

精神障害者

内部障害者

その他(軟骨無形成症、低身…

その他(ALS)

2024年度 利用対象者集計

(n=113)
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22

21

21

8

8

4

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

7

10

0 5 10 15 20 25

福祉用具:福祉用具全般に関するお…

場面:場面全般に関するお知らせ

関連事項:関連事項全般に関するお…

関連事項:機能性

関連事項:身体との適合

関連事項:安全性

福祉用具:車いす

福祉用具:意思伝達装置

場面:コミュニケーション

関連事項:サイズ、重量

場面:衣服の着脱

福祉用具:歩行器・歩行車

関連事項:使用環境との適合

場面:移乗

関連事項:操作性

福祉用具:装具

場面:屋外の移動

福祉用具:つえ

場面:屋内の移動

関連事項:材料素材

関連事項:耐久性

福祉用具:緊急通報装置

関連事項:その他

場面:その他

福祉用具:その他

2024年度 キーワード（場面、福祉用具、関連事項）集計

(n=130)
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（５）主な投稿内容について（令和６年度の新規投稿） 
今年度の主な「要望・アイディア・課題」の投稿内容については以下のとおりである。 

 

キーワード 名称・機能 内容 

移乗 福祉用

具全般に関す

る お 知 ら せ 

安全性 機能

性 身体との

適合 

筋トレで使用さ

れるトレーニン

グベルトを介護

の現場で活用 

フリーウェイトトレーニングで使用されるトレーニン

グベルトを介護現場で活用できないかと考えておりま

す。トレーニングベルトを使用することで腹圧が高ま

り、体幹の固定力を高め怪我の防止や筋力発揮能力の

効果を発揮します。 

そこで、介護業務を含む保健衛生業において、発生す

る業務上疾病の約 8 割が腰痛であり、動作別腰痛発生

割合の約 8 割は人の移乗となっています。トレーニン

グベルトを施設や病院で使用できるようなデザインで

作成使用と考えております。いかがでしょうか。 

 

移乗  その他

(福祉用具)コ

ルセット安全

性 機能性 耐

久性 

取って付きコル

セット 

コルセットにフレキシハグベルトのような取っ手をつ

けることで、腰痛を予防しながら移乗介助を行えると

考えています。 

屋 内 の 移 動 

つえ 歩行器・

歩行車 身体

との適合 

公共施設での貸

出補助具の拡大

（上肢不自由） 

小型のキャリーケースを、杖や手すり 兼 カバン とし

て持ち歩いています。 

ヘルプマークを付けていても、美術館や劇場でロッカ

ーやクロークに預けるよう案内されることが多いで

す。 

でも、貴重品と杖を出す、など物の出し入れが上肢不

自由者にはかなり手間です。 

せめて、車椅子やベビーカー同様、歩行器や杖（トレ

ッキングポール）の館内貸出ができれば。と思います。 

 

その他(場面)

日常 装具 安

全性 機能性 

サイズ、重量 

眼押しチック防

止軽量ヘルメッ

ト 

製作頂けるのか解りませんが、二十歳になる障害（視

覚障害：右目失明、左目裸眼 0.01/ADHD,  

Tourette 症候群、強迫性障害、癲癇）のある娘がおり

ますが、眼を押すトゥレット症が現在出ておりわずか

に残る視力を守るためにバイク用フルフェースヘルメ

ットを被せてガムテープを貼り付け首側から顔に手が
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キーワード 名称・機能 内容 

届かないよう固定しております。しかしこれではまと

もに外を歩けないため軽量で尚且つしっかりした隙間

のないヘルメットが欲しいのですが、どこかでこのよ

うなカスタム装具を作って頂けないものか探しており

ます。 
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２．別添資料 

（１）過去５年間における福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの投稿状況 
○令和６年度 カテゴリ内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和６年度 投稿者別投稿内訳 
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○令和６年度 利用対象者別投稿内訳 
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○令和６年度 キーワード別投稿内訳 
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身
長

症
向

け
の

洋
服

製
作

を
し

て
お

り
ま

す
南

條
万

紀
子

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
、

２
回

目
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

ど
う

ぞ
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

【
【

  
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

に
つ

い
て

  
】

 軟
骨

無
形

成
症

は
２

万
人

に
１

人
の

出
生

と
い

わ
れ

、
全

国
に

5
,0

0
0

～
6

,0
0

0
人

い
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
疾

患
で

、
遺

伝
子

の
変

異
が

認
め

ら
れ

、
骨

の
成

長
に

関
わ

る
軟

骨
の

異
常

に
よ

る
病

気
で

す
。

特
徴

と
し

ま
し

て
は

、
頭

が
大

き
く

低
身

長
（

成
人

の
女

性
の

平
均

が
1

2
5

c
m

前
後

、
男

性
の

平
均

が
1

3
0

c
m

前
後

）
、

四
肢

や
指

の
短

縮
、

背
骨

の
反

り
返

り
、

大
き

な
お

尻
や

太
い

太
も

も
、

そ
し

て
年

齢
と

と
も

に
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
の

悪
さ

が
よ

り
目

立
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
き

っ
か

け
】

軟
骨

無
形

成
症

の
洋

服
は

市
販

の
服

で
は

、
ピ

ッ
タ

リ
と

着
ら

れ
る

サ
イ

ズ
は

あ
り

ま
せ

ん
。

市
販

の
服

を
着

る
た

め
に

は
袖

丈
や

裾
丈

の
サ

イ
ズ

の
変

更
は

も
ち

ろ
ん

、
デ

ザ
イ

ン
の

変
更

も
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

時
間

や
費

用
も

か
か

り
ま

す
。

【
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

現
し

た
い

こ
と

】
 軟

骨
無

形
成

症
の

特
徴

あ
る

体
形

に
合

っ
た

素
材

の
パ

ン
ツ

、
気

に
な

る
体

形
を

緩
和

し
、

履
き

心
地

の
良

い
パ

ン
ツ

を
製

作
し

て
い

き
ま

す
。

今
回

は
前

回
の

パ
ン

ツ
よ

り
張

り
の

あ
る

カ
ジ

ュ
ア

ル
パ

ン
ツ

に
す

る
予

定
で

す
。

対
象

は
制

作
費

の
都

合
上

ワ
ン

サ
イ

ズ
と

な
り

、
我

が
子

を
含

め
た

1
2

0
c
m

前
後

～
の

パ
ン

ツ
の

予
定

で
す

。
今

回
、

実
用

新
案

に
も

な
り

ま
し

た
立

体
的

な
お

尻
の

デ
ザ

イ
ン

が
生

か
せ

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

と
も

考
え

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
G

A
G

O
-
2

7
6

-
C

F
2

過
去

5
年

間
に

お
け

る
福

祉
用

具
ニ

ー
ズ

情
報

収
集

・
提

供
シ

ス
テ

ム
の

投
稿

内
容

（２）過去５年間における福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの投稿内容
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

つ
え

 歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

公
共

施
設

で
の

貸
出

補
助

具
の

拡
大

（
上

肢
不

自
由

）

肢
体

不
自

由
者

小
型

の
キ

ャ
リ

ー
ケ

ー
ス

を
、

杖
や

手
す

り
 兼

 カ
バ

ン
 と

し
て

持
ち

歩
い

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
を

付
け

て
い

て
も

、
美

術
館

や
劇

場
で

ロ
ッ

カ
ー

や
ク

ロ
ー

ク
に

預
け

る
よ

う
案

内
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

で
も

、
貴

重
品

と
杖

を
出

す
、

な
ど

物
の

出
し

入
れ

が
上

肢
不

自
由

者
に

は
か

な
り

手
間

で
す

。

せ
め

て
、

車
椅

子
や

ベ
ビ

ー
カ

ー
同

様
、

歩
行

器
や

杖
（

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

ポ
ー

ル
）

の
館

内
貸

出
が

で
き

れ
ば

。
と

思
い

ま
す

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
ア

プ
リ

「
s
b

o
a
rd

 J
P

」
意

思
伝

達
装

置
新

製
品

・
技

術
2

0
2

4
1

0
8

2
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
P

C
で

の
文

字
入

力
が

難
し

い
場

合
に

、
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
、

あ
る

い
は

自
動

ク
リ

ッ
ク

で
日

本
語

の
文

字
を

入
力

で
き

る
w

in
d

o
w

s
用

ア
プ

リ
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

困
難

を
抱

え
る

方
々

の
、

日
常

生
活

に
お

け
る

意
思

伝
達

の
障

壁
を

取
り

除
き

、
利

用
者

が
自

分
の

考
え

や
感

情
を

簡
単

に
表

現
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

簡
易

の
意

思
伝

達
装

置
と

し
て

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

操
作

支
援

ス
イ

ッ
チ

を
使

っ
て

操
作

し
た

い
場

合
に

も
お

使
い

く
だ

さ
い

。

主
機

能
：

  
  
・

キ
ー

ボ
ー

ド
ク

リ
ッ

ク
(ス

キ
ャ

ン
キ

ー
機

能
)

  
  
・

マ
ウ

ス
操

作
（

自
動

ク
リ

ッ
ク

、
滞

留
機

能
）

主
な

特
徴

：
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
や

自
動

ク
リ

ッ
ク

を
使

っ
て

文
字

を
入

力
し

、
キ

ー
ボ

ー
ド

や
マ

ウ
ス

の
操

作
を

補
助

し
ま

す
。

主
な

機
能

に
は

、
文

字
入

力
の

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

機
能

、
自

動
ク

リ
ッ

ク
、

メ
ー

ル
送

信
機

能
、

テ
キ

ス
ト

の
ク

リ
ッ

プ
ボ

ー
ド

コ
ピ

ー
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

速
度

や
ク

リ
ッ

ク
時

間
の

設
定

も
可

能
で

す
。

■
直

感
的

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
：

  
  
 シ

ン
プ

ル
で

使
い

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
に

よ
り

、
初

め
て

の
方

で
も

す
ぐ

に
使

い
こ

な
せ

ま
す

。
　

　
（

最
初

は
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
で

ス
タ

ー
ト

し
ま

す
。

ま
ず

は
、

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

の
み

で
入

力
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

）

■
多

言
語

対
応

：
  
  
 日

本
語

版
と

英
語

版
が

あ
り

ま
す

。

■
音

声
出

力
機

能
：

  
  
 テ

キ
ス

ト
を

音
声

に
変

換
す

る
機

能
を

備
え

て
お

り
、

声
を

出
せ

な
い

方
で

も
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

可
能

で
す

。

■
視

覚
障

害
者

対
応

：
  
  
音

声
機

能
に

よ
り

、
視

覚
障

害
の

あ
る

方
々

も
利

用
で

き
る

設
計

に
な

っ
て

い
ま

す
。

■
無

料
で

利
用

可
能

：
  
  
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
利

用
で

き
ま

す
。

意
思

伝
達

装
置

が
使

え
る

か
ど

う
か

、
試

し
て

み
た

い
　

　
時

に
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

利
用

シ
ー

ン
：

■
日

常
生

活
：

  
  
  
 家

族
や

友
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

に
な

り
、

よ
り

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

■
医

療
現

場
：

  
  
  
  
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

の
意

思
疎

通
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、

適
切

な
ケ

ア
を

受
け

る
た

め
の

手
助

け
と

な
り

ま
す

。

■
教

育
現

場
：

  
  
  
  
学

校
や

学
習

支
援

施
設

で
の

利
用

に
よ

り
、

教
育

の
機

会
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

問
題

点
や

課
題

：
　

メ
ー

ル
設

定
や

詳
細

な
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
な

ど
、

一
部

の
操

作
に

は
介

護
者

や
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
の

助
け

が
必

要
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
定

型
文

は
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

な
い

の
で

、
文

字
入

力
に

時
間

が
か

か
る

場
合

が
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
）

「
s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
バ

リ
ア

を
取

り
除

き
、

利
用

者
が

自
立

し
て

生
活

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

で
す

。
よ

り
多

く
の

方
々

が
ご

使
用

で
き

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

支
援

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/

開
発

者
：

A
c
c
e
s
s
ib

ili
ty

 D
e
s
ig

n
理

学
療

法
士

柴
　

士
朗

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者

医
療

専
門

職
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
7

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

【
車

い
す

利
用

者
用

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
正

式
販

売
開

始
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 児
童

 家
族

 介
助

者
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

昨
年

こ
ち

ら
で

投
稿

し
ア

イ
デ

ィ
ア

も
頂

戴
し

ま
し

た
【

車
い

す
利

用
者

向
け

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
が

無
事

に
開

発
を

終
え

、
正

式
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

。
弊

社
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

ア
マ

ゾ
ン

、
ヤ

フ
ー

、
マ

ク
ア

ケ
ス

ト
ア

で
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
【

ひ
ざ

掛
け

】
【

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
】

は
別

々
で

も
、

セ
ッ

ト
で

も
ご

購
入

で
き

ま
す

、
こ

れ
ま

で
の

販
売

状
況

を
み

ま
す

と
、

ひ
ざ

掛
け

の
ご

購
入

者
が

約
7

0
%

を
占

め
ま

す
。

　
医

療
・

介
護

系
法

人
向

け
（

法
人

購
入

お
よ

び
法

人
か

ら
対

象
者

様
の

ご
紹

介
）

に
は

、
特

別
な

割
引

も
ご

提
供

し
て

お
り

ま
す

の
で

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
新

聞
に

も
掲

載
さ

れ
ま

し
た

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
n

p
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

/
3

3
7

1
2

1
　 《

ご
購

入
サ

イ
ト

》

　
▼

弊
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
w

h
e
e
lc

h
a
ir
-
ra

in
c
o
a
t

　
▼

ア
マ

ゾ
ン

　
　

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
4

fN
y5

yp

　
▼

ヤ
フ

ー
　

　
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
b

0
e
1

c
e
c
1

c
9

.h
tm

l

　
▼

マ
ク

ア
ケ

ス
ト

ア
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
3

/

1
0

9
4

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ル
セ

ッ
ト

コ
ル

セ
ッ

ト

学
校

取
っ

て
付

き
コ

ル
セ

ッ
ト

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 家
族

 介
助

者

コ
ル

セ
ッ

ト
に

フ
レ

キ
シ

ハ
グ

ベ
ル

ト
の

よ
う

な
取

っ
手

を
つ

け
る

こ
と

で
、

腰
痛

を
予

防
し

な
が

ら
移

乗
介

助
を

行
え

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

1
0

9
6

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
筋

ト
レ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

の
現

場
で

活
用

介
助

者
フ

リ
ー

ウ
ェ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

現
場

で
活

用
で

き
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

腹
圧

が
高

ま
り

、
体

幹
の

固
定

力
を

高
め

怪
我

の
防

止
や

筋
力

発
揮

能
力

の
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

そ
こ

で
、

介
護

業
務

を
含

む
保

健
衛

生
業

に
お

い
て

、
発

生
す

る
業

務
上

疾
病

の
約

8
割

が
腰

痛
で

あ
り

、
動

作
別

腰
痛

発
生

割
合

の
約

8
割

は
人

の
移

乗
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
施

設
や

病
院

で
使

用
で

き
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

作
成

使
用

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

1
1

0
4

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
供

給
事

業
者

口
述

筆
記

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 高
齢

者

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

は
、

医
療

現
場

か
ら

の
要

望
を

基
に

開
発

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
起

こ
す

機
能

と
、

指
や

タ
ッ

チ
ペ

ン
を

使
っ

て
画

面
上

に
直

接
文

字
を

書
き

込
め

る
ペ

イ
ン

ト
機

能
を

備
え

て
い

ま
す

。
耳

の
不

自
由

な
方

々
が

日
常

生
活

で
直

面
す

る
意

思
伝

達
の

壁
を

取
り

除
き

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

ま
た

、
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
会

話
が

外
部

に
漏

れ
る

心
配

が
な

く
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
で

も
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

主
な

機
能

：
　

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
機

能
　

・
指

や
タ

ッ
チ

ペ
ン

を
使

っ
て

画
面

上
に

直
接

文
字

を
書

き
込

め
る

ペ
イ

ン
ト

機
能

主
な

特
徴

：
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
利

用
時

に
L
T

E
や

W
i-

F
iな

ど
の

通
信

環
境

を
必

要
と

し
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
際

の
情

報
が

端
末

の
外

部
に

漏
れ

る
心

配
が

な
く

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
も

安
心

し
て

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
現

場
で

必
要

と
さ

れ
る

機
能

に
絞

り
込

む
こ

と
で

、
直

感
的

な
操

作
が

可
能

と
な

り
、

ど
な

た
で

も
簡

単
に

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
。

利
用

シ
ー

ン
：

　
・

病
院

で
の

問
診

　
・

窓
口

で
の

や
り

取
り

　
・

デ
イ

ケ
ア

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

実
証

実
験

に
て

ご
利

用
者

様
の

声
を

お
聞

き
し

て
お

り
ま

す
。

　
・

宇
部

市
　

・
五

反
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
　

・
山

口
大

学
附

属
病

院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
e
d

im
o
n

y.
c
o
.jp

/

1
0

2
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
歩

行
支

援
ア

プ
リ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

「
ス

マ
ホ

で
A

Iが
音

声
道

案
内

」
 視

覚
障

が
い

者
歩

行
支

援
ア

プ
リ

E
ye

 N
a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

ye
 N

a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、

周
辺

施
設

、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：

株
式

会
社

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
i

h
tt

p
s
:/

/
e
ye

n
a
v
i.j
p

/
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e
.c

o
.jp

/
w

e
b

s
it
e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1

2
.p

h
p
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。

自
宅

で
寝

た
き

り
で

い
る

方
の

状
態

が
変

化
し

た
こ

と
に

別
室

や
自

宅
外

で
気

が
付

け
る

よ
う

な
セ

ン
サ

ー
と

通
信

機
器

が
介

護
保

険
で

レ
ン

タ
ル

可
能

で
あ

っ
た

り
日

常
生

活
用

具
給

付
対

象
で

あ
れ

ば
も

う
少

し
安

心
し

て
在

宅
介

護
を

行
え

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。

1
0

2
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
生

活
雑

貨
開

発
メ

ー
カ

ー
”

形
状

変
形

可
能

な
自

助
具

「
く

ぅ
ぽ

の
」

”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」

専
用

w
e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
k
u

p
o
n

o
.u

n
it
ra

d
e
.c

o
.jp

/

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

1
0

3
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」

⇒
「

中
華

料
理

と
ビ

ー
ル

一
杯

が
い

い
」

⇒
「

い
つ

も
の

○
○

軒
の

エ
ビ

チ
リ

定
食

と
ビ

ー
ル

で
す

ね
」

⇒
「

そ
う

で
す

。
」

⇒
（

○
○

軒
か

ら
顔

認
証

派
遣

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
を

し
）

「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、

配
膳

と
ビ

ー
ル

を
注

ぎ
、

食
事

が
終

了
す

る
ま

で
話

し
相

手
に

な
り

、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、

近
く

に
住

む
（

小
学

生
を

含
む

）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、

子
供

を
含

め
世

界
の

老
若

男
女

が
欲

し
く

な
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

↓
極

楽
ベ

ッ
ド

で
ぐ

っ
す

り
眠

り
、

（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）

ベ
ッ

ド
が

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
に

自
動

的
に

変
わ

る
と

同
時

に
、

恋
人

を
多

少
美

化
し

た
キ

ャ
ラ

の
ア

バ
タ

ー
が

、
（

昨
夜

の
会

話
等

で
、

本
人

の
予

定
が

分
か

っ
て

い
る

の
で

）
「

お
は

よ
う

、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、

午
後

か
ら

〇
〇

へ
外

出
で

す
ね

。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。

」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、

出
が

け
に

は
「

早
く

か
え

っ
て

き
て

ね
。

」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

す
な

わ
ち

、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、

寂
し

く
な

ら
な

い
、

「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

の
「

カ
ワ

サ
キ

シ
ス

テ
ム

」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、

い
か

に
ご

連
絡

を
い

た
だ

け
ま

す
と

助
か

り
ま

す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

川
崎

市
宮

前
区

：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　

廣
田

祐
次

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o
ta

.y
u

ji#
g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

　
電

話
：

0
9

0


5
2

0
3


8

6
2

7
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

3
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、

お
む

つ
交

換
を

排
除

し
た

「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、

被
介

護
者

に
比

べ
介

護
す

る
人

を
２

〜
３

倍
に

し
た

フ
ァ

ミ
リ

ー
を

構
成

し
、

チ
ャ

ッ
ト

G
P

T
（

A
I）

で
、

各
人

の
軽

介
護

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
を

こ
ま

め
に

行
い

、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、

食
事

の
宅

配
シ

ス
テ

ム
を

頻
繁

に
利

用
す

る
、

ニ
ュ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

提
案

い
た

し
ま

す
。

詳
し

く
は

、
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

家
族

の
負

担
０

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
」

を
ウ

ィ
ク

リ
ッ

ク
さ

れ
、

資
料

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。

1
0

3
5

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”

に
つ

い
て

で
す

が
、

先
日

あ
る

き
っ

か
け

で
興

味
を

持
ち

、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

書
面

を
作

成
し

て
周

囲
の

方
々

の
協

力
の

下
で

、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

(5
/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、

専
門

家
の

立
場

で
生

の
声

を
直

接
伺

う
機

会
を

設
け

て
頂

け
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

可
能

で
あ

り
ま

し
た

ら
、

開
発

協
力

支
援

や
賛

同
者

な
ど

を
募

っ
て

お
り

ま
す

。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、

他
の

介
護

医
療

用
品

へ
の

移
し

替
え

業
務

の
負

担
が

大
幅

に
軽

減
さ

れ
る

内
容

（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）

に
な

り
ま

す
。

画
像

の
一

部
（

全
画

像
に

つ
い

て
は

下
記

参
照

）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
通

り
特

許
番

号
を

お
知

ら
せ

致
し

ま
す

。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

お
気

軽
に

返
信

な
ど

問
い

合
わ

せ
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

特
許

番
号

　
　

　
　

　
　

 特
許

第
7

2
5

8
2

8
7

号
発

明
の

名
称

　
　

　
　

　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　

　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　

→
→

→
　

　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（

現
在

手
続

き
中

）
。

1
0

3
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、

市
販

の
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
は

工
業

用
だ

っ
た

り
軍

事
用

だ
っ

た
り

な
ど

で
聴

覚
過

敏
の

専
用

の
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、

医
療

器
具

(補
装

具
)と

し
て

の
使

用
が

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。

正
し

く
認

知
さ

れ
生

活
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

1
0

3
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
私

は
鉄

工
所

を
営

ん
で

い
ま

す
。

1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。

対
策

と
し

て
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
着

け
、

耳
と

の
隙

間
に

綿
・

ゴ
ム

等
、

色
々

な
物

を
試

し
に

入
れ

、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、

耳
の

中
（

外
耳

道
）

が
ピ

リ
ピ

リ
と

痛
く

な
っ

た
り

、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

音
だ

け
で

な
く

バ
ス

・
ト

ラ
ッ

ク
・

乗
用

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
区

別
も

つ
か

な
く

な
り

ま
し

た
。

テ
レ

ビ
の

音
・

扇
風

機
・

温
風

機
の

中
低

周
波

音
も

粗
く

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

又
、

日
常

生
活

で
聴

く
高

周
波

音
に

対
し

て
も

首
が

竦
み

、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

真
剣

に
耳

栓
を

考
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

試
行

錯
誤

の
結

果
、

「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、

耳
栓

と
耳

の
穴

（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

だ
け

通
っ

て
音

を
鼓

膜
に

伝
え

て
聴

く
事

で
す

。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

を
通

る
事

に
よ

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

損
失

し
、

結
果

、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。

こ
の

耳
栓

の
欠

点
に

も
な

り
ま

す
が

、
吸

音
板

を
個

々
の

人
の

外
耳

孔
に

合
わ

せ
て

直
接

作
成

し
な

い
と

効
果

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

名
古

屋
市

内
に

在
住

さ
れ

て
い

る
聴

覚
過

敏
の

方
で

無
償

で
モ

ニ
タ

ー
と

し
て

ご
協

力
し

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
い

ま
す

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
7

月
1

4
日

に
聴

覚
過

敏
で

投
稿

し
た

者
で

す
。

先
日

の
投

稿
の

折
、

耳
栓

装
着

の
状

態
の

写
真

の
掲

載
を

し
て

な
か

っ
た

の
で

送
ら

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

　
　

耳
栓

の
名

称
は

、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　

　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　

　
・

自
分

の
声

が
籠

っ
て

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5
㏈

等
音

が
小

さ
く

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　

・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。

1
0

4
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

排
泄

装
具

 排
泄

関
連

用
具

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

尿
袋

 と
れ

ぞ
ー

く
ん

男
性

集
尿

装
具

を
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

さ
が

し
て

い
ま

す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」

で
す

が
、

部
品

を
仕

入
れ

て
い

る
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、

以
下

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

福
祉

用
具

情
報

シ
ス

テ
ム

T
A

IS
よ

り
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-

a
id

s
.o

r.
jp

/
S

e
rv

ic
e
W

e
lf
a
re

G
o
o
d

s
D

e
ta

il.
p

h
p

?
R

o
w

N
o
=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
1

=
0

1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
2

=
0

0
0

0
0

1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　

電
話

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
0

4
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
食

事
補

助
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

自
ら

食
事

を
す

る
喜

び
を

提
供

し
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（

社
外

品
）

な
ど

様
々

な
タ

イ
プ

に
交

換
し

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

上
肢

が
使

え
な

く
と

も
ユ

ー
ザ

ー
い

つ
何

が
食

べ
た

い
か

を
自

分
で

判
断

し
て

食
事

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 現
在

日
本

で
の

販
売

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
お

り
、

お
取

り
扱

い
企

業
及

び
販

売
協

力
企

業
の

募
集

を
行

な
っ

て
お

り
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

yo
u

tu
b

e
 サ

イ
ト

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
@

M
e
e
to

b
ir
o
b

o
t

1
0

4
6

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 排

泄
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
屋

内
移

動
用

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
家

族
 介

助
者

家
族

の
介

護
を

し
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

寝
た

き
り

状
態

で
す

。
入

浴
、

ト
イ

レ
、

病
院

へ
の

外
出

の
為

の
移

動
な

ど
家

用
の

車
い

す
も

あ
り

ま
す

が
、

も
っ

と
簡

便
に

移
動

さ
せ

ら
れ

た
り

、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、

高
額

だ
っ

た
り

、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
0

4
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「

重
さ

」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
ん

な
商

品
ご

ぞ
ん

じ
あ

り
ま

せ
ん

か
？

時
計

の
文

字
盤

よ
り

も
直

線
で

針
が

動
く

も
の

の
ほ

う
が

、
脇

に
色

紙
な

ど
を

貼
り

付
け

て
見

本
に

し
や

す
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

2
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
1

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-
8

0
3

d
-
1

1
e
d

-
a
f7

e
-0

2
4

2
a
c
1

3
0

0
0

2
・

令
和

四
年

度
 川

崎
市

「
か

わ
さ

き
基

準
（

K
IS

）
認

証
福

祉
製

品
」

に
認

定
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j

p
/2

8
0

/p
a
g
e
/0

0
0

0
1

4
9

8
1

7
.h

tm
l

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
」

に
採

択
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

k
ig

yo
/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d

u
d

d
-
a
tt

/
R

4
_
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d

f
・

令
和

四
年

度
 東

京
都

立
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
共

同
研

究
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
ti
ri
-
n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-
0

1
-
k
e
n

k
yu

.h
tm

l
　 ■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

傷
病

回
復

後
も

そ
の

ま
ま

着
用

す
る

こ
と

が
可

能
な

リ
カ

バ
リ

ー
ウ

ェ
ア

で
す

。
・

こ
の

製
品

は
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

看
護

師
に

よ
る

監
修

の
も

と
、

脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

が
あ

る
2

3
名

の
対

象
者

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

片
麻

痺
、

肩
脱

臼
、

重
度

の
肩

痛
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

な
ど

に
よ

り
、

肩
や

腕
が

つ
ら

い
、

だ
る

い
方

、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、

ご
家

族
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

介
護

職
、

看
護

師
の

方
々

。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】

服
の

生
地

全
体

で
腕

の
重

さ
を

支
え

て
い

る
の

で
首

を
痛

め
ま

せ
ん

【
疲

れ
な

い
】

背
中

に
重

さ
を

分
散

す
る

の
で

、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、

夏
の

冷
房

対
策

に
肩

と
腕

ま
わ

り
を

保
温

し
ま

す
。

冷
え

性
の

方
に

も
お

ス
ス

メ
で

す
【

ゆ
っ

た
り

ゆ
だ

ね
る

】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

両
肩

と
手

や
指

を
出

せ
る

開
口

部
に

よ
り

、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】

か
ぶ

り
式

で
ボ

タ
ン

等
が

無
く

片
手

で
 1

0
 秒

 -
1

 秒
で

着
脱

で
き

ま
す

【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【

ポ
ケ

ッ
ト

と
し

て
使

え
る

】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《

ケ
ア

ウ
ィ

ル
ブ

ラ
ン

ド
サ

イ
ト

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

ya
S

k
4

C
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
b

it
.ly

/
3

S
Y

z
0

R
B

　
《

ふ
る

さ
と

納
税

》
h

tt
p

s
:/

/
fu

ru
n

a
v
i.j

p
/
p

ro
d

u
c
t_

d
e
ta

il.
a
s
p

x
?

p
id

=
8

9
6

8
6

1

■
製

品
デ

ー
タ

　
・

メ
イ

ン
素

材
: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
 9

5
%

 ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

 5
%

　
・

素
材

構
成

: 
9

5
%

 ポ
リ

エ
ス

テ
ル

, 
5

%
 ポ

リ
ウ

レ
タ

ン

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

等
) 

利
用

対
象

等
全

般

三
角

巾
と

一
体

化
し

た
衣

服
『

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
ケ

ー
プ

』

開
発

メ
ー

カ
ー

装
具

 体
位

変
換

器
衣

服
の

着
脱

新
製

品
・

技
術

2
0

2
3

1
0

4
9

-129-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)軟

骨
無

形
成

症
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
そ

の
他

(シ
ョ

ッ
プ

オ
ー

ナ
ー

)
軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
向

け
の

洋
服

そ
の

他
(軟

骨
無

形
成

症
)

■
概

要
軟

骨
無

形
成

症
の

子
を

持
つ

母
親

で
す

。
全

国
に

約
5

,0
0

0
人

は
い

る
と

言
わ

れ
て

い
る

指
定

難
病

（
N

o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、

O
脚

で
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
が

悪
い

た
め

、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
症

状
と

向
き

合
い

、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【

引
用

元
U

R
L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/
js

p
e
.u

m
in

.jp
/
p

u
b

lic
/
n

a
n

k
o
tu

.h
tm

l
つ

く
し

の
会

h
tt

p
s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o
k
a
i.n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/
d

e
ta

il/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、

衣
服

に
つ

い
て

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

は
、

市
販

の
サ

イ
ズ

表
記

が
意

味
を

持
ち

ま
せ

ん
。

も
ち

ろ
ん

市
販

の
服

は
手

を
加

え
な

け
れ

ば
着

用
が

出
来

ず
、

成
人

の
場

合
2

0
c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、

た
だ

着
ら

れ
れ

ば
い

い
と

い
う

服
は

ま
す

ま
す

人
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

う
の

で
す

。
そ

こ
で

、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、

少
し

立
体

的
に

す
る

こ
と

で
着

心
地

よ
く

、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
も

う
少

し
寄

り
添

え
る

服
に

近
づ

け
る

の
で

は
と

考
え

ま
し

た
。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【

実
登

　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、

よ
り

良
い

製
品

を
作

り
上

げ
て

い
け

る
シ

ョ
ッ

プ
に

な
り

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
、

そ
の

ご
家

族
さ

ま
、

そ
し

て
お

知
り

合
い

や
軟

骨
無

形
成

症
の

方
を

お
見

か
け

の
際

は
、

こ
ち

ら
の

シ
ョ

ッ
プ

を
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
け

る
と

有
り

難
い

で
す

。
ど

う
ぞ

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g
a
g
o
-
2

7
6

-
s
h

o
p

.s
to

re
s
.jp

/

2
0

2
3

1
0

5
0

開
発

メ
ー

カ
ー

入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)洗

濯
の

自
立

支
援

用
具

日
常

的
な

衛
生

新
製

品
・

技
術

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

3
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
2

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・

令
和

五
年

度
 東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p

a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ja
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.jp

/
lif

e
/
2

0
2

3
/
0

2
/
1

8
/
s
ty

le
/
o
n

-
d

e
s
ig

n
-
o
m

o
te

n
a
s
h

i-
tr

a
v
e
l-

a
w

a
rd

s
/

　 ■
製

品
概

要
・

脱
衣

か
ご

と
一

体
化

し
た

洗
濯

ネ
ッ

ト
で

す
。

洗
濯

機
、

洗
濯

か
ご

に
洗

濯
も

の
を

”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、

型
崩

れ
し

づ
ら

い
素

材
の

バ
ッ

グ
は

洗
濯

機
の

動
き

に
抗

わ
な

い
の

で
、

"服
の

絡
ま

り
" 

を
防

止
し

ま
す

。
・

な
め

ら
か

な
フ

ァ
ス

ナ
ー

。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。

引
き

手
に

つ
い

た
ひ

も
状

の
輪

っ
か

を
使

え
ば

、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、

肩
の

傷
病

が
あ

る
方

々
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

ど
ん

な
人

に
と

っ
て

も
優

し
く

、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

片
麻

痺
、

肩
脱

臼
、

重
度

の
肩

痛
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

な
ど

に
よ

り
、

肩
や

腕
が

つ
ら

い
、

だ
る

い
方

、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、

ご
家

族
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

介
護

職
、

看
護

師
の

方
々

。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、

適
度

な
サ

イ
ズ

な
の

で
洗

濯
・

脱
水

時
に

服
が

か
ら

み
ま

せ
ん

　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　

④
洗

濯
後

は
、

片
手

に
提

げ
、

物
干

し
・

収
納

の
場

所
ま

で
ら

く
ら

く
運

べ
ま

す
　

⑤
つ

ま
み

や
す

く
バ

ッ
グ

の
丸

み
に

沿
っ

た
フ

ァ
ス

ナ
ー

は
小

さ
な

動
き

と
小

さ
な

力
で

開
閉

で
き

ま
す

　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、

ヨ
ガ

に
行

く
と

き
な

ど
シ

ー
ン

や
用

途
に

応
じ

た
使

い
方

が
楽

し
め

ま
す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《

ケ
ア

ウ
ィ

ル
ブ

ラ
ン

ド
サ

イ
ト

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

P
H

rD
w

R
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
y1

0
0

0
0

2
.h

tm
l

　
《

マ
ク

ア
ケ

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
2

/

■
製

品
デ

ー
タ

　
・

サ
イ

ズ
: 
縦

3
0

c
m

、
横

2
8

c
m

、
高

さ
3

0
c
m

　
・

重
量

: 
1

5
0

g
　

・
素

材
: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

肩
脱

臼
、

重
度

) 
利

用
対

象
等

全
般

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。

洗
濯

の
自

立
を

支
援

す
る

『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
9

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。

多
く

の
市

販
の

耳
栓

は
音

の
遮

断
効

果
が

低
く

ま
だ

う
る

さ
い

。
(音

の
遮

断
効

果
は

ほ
と

ん
ど

な
い

)自
閉

症
専

用
と

謳
わ

れ
て

い
る

イ
ヤ

ー
マ

フ
で

も
遮

音
効

果
が

低
く

パ
ソ

コ
ン

の
打

鍵
音

が
な

く
な

っ
た

り
掃

除
の

ほ
う

き
が

す
れ

る
音

が
軽

減
さ

れ
る

程
度

で
あ

り
苦

手
な

音
は

遮
断

さ
れ

な
か

っ
た

。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、

N
R

R
3

0
で

も
道

路
工

事
や

建
設

工
事

な
ど

の
器

具
の

音
の

遮
断

効
果

が
足

り
な

く
も

う
少

し
遮

断
効

果
が

欲
し

い
で

す
。

イ
ヤ

ー
マ

フ
自

体
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

た
く

さ
ん

売
っ

て
い

る
が

、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

1
0

6
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
ra

in
 b

la
n

k
e
t　

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
り

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
 s

tu
d

io
 f

u
k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（

高
価

な
革

製
の

装
具

）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（

こ
の

お
客

様
は

、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）

と
ひ

ざ
掛

け
を

組
み

合
わ

せ
て

使
用

さ
れ

ま
す

）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

が
完

成
す

る
ま

で
の

経
緯

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
1

8
d

6
d

8
9

2
e
e
d

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

の
仕

様
ま

と
め

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
2

f1
1

1
7

b
1

5
c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

�
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　

ra
in

 b
la

n
k
e
t」

の
製

作
を

承
り

ま
す

。
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、

お
好

き
な

色
を

お
選

び
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、

衣
服

に
関

す
る

「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
メ

ー
ル

 k
a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、

ブ
レ

ー
キ

付
き

ハ
ン

ド
ル

で
安

全
に

小
回

り
が

で
き

ま
す

。
室

内
で

も
野

外
で

も
使

え
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
M

1
D

x
V

H
N

N
x
-
A

連
絡

先
：

m
o
ri
o
k
a
.a

k
ir
a
@

o
u

tl
o
o
k
.jp

1
0

6
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)体

重
測

定
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
寝

た
ま

ま
体

重
測

定
肢

体
不

自
由

者
マ

ッ
ト

型
の

体
重

計
の

開
発

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、

介
護

老
人

保
健

施
設

等
で

、
寝

た
き

り
の

方
（

要
介

護
４

や
５

）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

既
存

の
解

決
策

と
し

て
、

車
い

す
用

の
体

重
計

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

そ
ち

ら
で

解
決

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

1
0

6
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

こ
ん

に
ち

は
。

衣
類

の
オ

ー
ダ

ー
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。

今
回

、
二

分
脊

椎
に

よ
る

下
肢

運
動

障
害

が
あ

り
、

ふ
だ

ん
は

短
下

肢
装

具
を

装
着

し
て

車
い

す
で

外
出

さ
れ

る
方

か
ら

ご
相

談
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

週
末

な
ど

の
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

家
族

と
の

外
出

で
は

装
具

を
外

し
て

出
か

け
る

そ
う

な
の

で
す

が
、

市
販

の
靴

を
履

い
て

い
る

と
時

間
が

経
つ

う
ち

に
当

た
っ

て
痛

み
が

で
る

そ
う

な
の

で
す

。
そ

こ
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

外
出

用
の

、
足

が
当

た
ら

な
い

「
や

わ
ら

か
い

靴
」

が
欲

し
い

と
ご

相
談

を
受

け
、

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

製
作

い
た

し
ま

し
た

。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

5
0

7
3

e
6

b
f8

b
2

9

s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「

こ
ん

な
も

の
が

欲
し

い
」

と
い

う
ご

相
談

も
承

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

メ
ー

ル
 k

a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu
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io
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k
u

.jp

1
0

7
1

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

4
2

0
2

2
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti
X

（
え

ら
す

ち
っ

く
）

の
特

長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　

そ
し

て
　

し
っ

か
り

保
持

で
き

る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

取
り

付
け

て
も

バ
ッ

グ
や

ポ
ケ

ッ
ト

か
ら

の
出

し
入

れ
の

と
き

じ
ゃ

ま
に

な
ら

な
い

➤
ワ

イ
ヤ

レ
ス

充
電

が
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
裏

側
の

自
由

な
位

置
に

貼
り

付
け

る
だ

け

価
格

は
1

,0
0

0
円

／
個

で
す

。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti
X

”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

お
問

い
合

わ
せ

は
、

s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o
m

　
へ

ど
う

ぞ
。

1
0

0
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、

ご
友

人
、

介
護

者
等

の
“

憶
測

”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”

の
手

助
け

に
な

る
よ

う
な

機
器

は
な

い
か

。
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

わ
れ

て
い

る
方

も
少

な
か

ら
ず

い
る

と
思

い
ま

す
。

倫
理

的
に

な
問

題
が

あ
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
イ

ヌ
で

は
そ

の
よ

う
な

機
器

が
あ

る
よ

う
で

す
(画

像
参

照
)

そ
の

信
憑

性
も

併
せ

て
ヒ

ト
に

対
応

し
た

同
じ

よ
う

な
機

器
は

な
い

の
か

、
ヒ

ト
で

は
難

し
い

の
か

、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

1
0

0
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（

若
め

）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

バ
ス

や
電

車
に

も
乗

車
し

ま
す

。
乗

車
中

の
揺

れ
で

、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、

下
り

坂
で

、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）

。
※

業
者

さ
ん

か
ら

は
個

別
の

相
談

の
対

応
が

な
さ

れ
ず

、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・

・
・

。

1
0

0
8

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

冬
の

屋
外

移
動

手
段

高
齢

者
通

院
等

、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）

雪
が

降
る

ま
で

は
歩

行
車

移
動

で
で

き
ま

す
が

雪
が

降
る

と
使

用
で

き
な

い
歩

行
車

ば
か

り
で

、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

1
0

1
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
　

1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。

快
適

で
す

よ
。

後
ろ

が
見

え
な

い
っ

て
ホ

ン
ト

怖
い

で
す

か
ら

ね
。

h
tt

p
s
:/

/b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
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2
1

6
9

6
4

7
6

4
4

f4
6

b
d

c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b

8
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
付

き
車

椅
子

　
初

号
機

！
h

tt
p

s
:/

/b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/c

e
3

1
6

f5
4

b
5

4
7

e
2

1
a
ff

f7
c
f1

7
b

e
b

0
d

c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！

1
0

1
1

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
　

s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、

形
の

も
の

に
二

重
環

が
取

り
付

け
て

あ
り

ま
す

。
こ

の
二

重
環

を
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
は

、
銀

色
・

水
色

・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１

色
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

が
し

や
す

く
な

っ
た

り
、

助
け

を
借

り
ず

に
自

分
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
..と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
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み
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）
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8
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1
a
c
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5
c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1

3

1
0

1
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。

転
倒

防
止

の
為

の
手

す
り

で
転

倒
と

い
う

こ
と

も
起

こ
り

ま
す

の
で

、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

1
0

1
3

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p
s
:/

/
b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
6

9
f9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e
b
d
7

5
d
4

3
e
7

5
5

0
5

3
7

e
こ

れ
を

見
て

私
は

ベ
ー

ジ
ュ

+
深

緑
を

作
り

ま
し

た
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、

素
材

自
体

に
カ

ラ
ー

や
柄

が
あ

る
と

確
か

り
ま

す
。

い
い

物
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
0

1
6

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)車
い

す
パ

ー
ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
レ

ー
ト

部
分

は
わ

ず
か

な
力

で
跳

ね
上

げ
る

と
、

あ
と

は
バ

ネ
の

力
で

半
自

動
で

閉
じ

る
の

で
、

プ
レ

ー
ト

の
上

げ
不

足
に

よ
っ

て
脚

を
ひ

っ
か

け
て

発
生

す
る

、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
な

ど
感

染
予

防
に

も
効

果
的

で
す

。
紹

介
動

画
：

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
S

q
h

K
T

d
E

T
L
2

0
企

業
H

P
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
e
a
rt

ym
2

0
0

0
.c

o
m

/

1
0

1
9

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
体

重
計

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

車
い

す
体

重
計

「
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
」

の
紹

介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
h

tt
p

s
:/

/
it
s
u

d
e
m

o
yu

m
e
.w

ix
s
it
e
.c

o
m

/
m

o
k
k
o
u

b
o
u

/
s
e
rv

ic
e
s
2

-
c
1

c
k
u

1
0

2
0

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)楽

器
演

奏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
娯

楽
品

個
人

障
害

の
あ

る
方

の
楽

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 高

齢
者

日
本

語
教

師
、

ク
ロ

マ
チ

ッ
ク

ハ
ー

モ
ニ

カ
演

奏
・

音
楽

制
作

を
し

て
お

り
ま

す
末

次
千

砂
と

申
し

ま
す

。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

高
度

に
音

楽
的

に
楽

し
み

た
い

方
に

は
少

し
物

足
り

な
い

の
で

は
？

と
想

像
し

て
い

ま
す

。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e
に

ほ
ぼ

全
身

は
動

か
せ

ず
、

か
ろ

う
じ

て
手

を
握

っ
た

状
態

で
動

か
す

こ
と

と
、

息
の

吹
き

吸
い

だ
け

が
で

き
る

方
が

、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、

半
音

階
を

奏
で

ら
れ

る
楽

器
で

す
。

新
し

い
物

の
開

発
で

は
な

い
の

で
す

が
。

わ
た

し
は

介
護

の
専

門
知

識
は

あ
り

ま
せ

ん
が

共
に

活
動

を
し

て
い

る
者

が
社

会
福

祉
士

で
、

そ
れ

も
あ

り
、

こ
の

楽
器

が
も

っ
と

知
ら

れ
る

き
っ

か
け

に
な

れ
ば

と
思

い
ご

連
絡

し
て

い
る

次
第

で
す

。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、

も
し

直
接

現
物

持
参

で
説

明
が

必
要

な
よ

う
で

し
た

ら
、

伺
っ

て
ご

説
明

い
た

し
ま

す
。

音
楽

を
や

る
も

の
と

し
て

、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、

と
思

っ
て

い
る

方
の

助
け

に
な

れ
ば

と
い

う
思

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

9
4

4
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
開

発
メ

ー
カ

ー
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

操
作

す
る

た
め

の
ホ

ル
ダ

ー
を

開
発

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

私
は

６
０

歳
の

と
き

に
脳

溢
血

を
発

症
し

て
、

そ
の

後
遺

症
で

半
身

麻
痺

に
な

り
ま

し
た

。
生

活
も

い
ろ

い
ろ

変
わ

り
、

携
帯

電
話

を
ガ

ラ
ケ

ー
か

ら
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
乗

り
換

え
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

片
手

し
か

使
え

な
い

と
非

常
に

扱
い

が
難

し
い

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

片
手

で
使

っ
て

も
、

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
全

面
に

親
指

が
届

き
、

薄
く

て
、

使
わ

な
い

時
に

じ
ゃ

ま
に

な
ら

ず
、

指
を

し
っ

か
り

お
さ

え
て

く
れ

て
、

落
と

し
て

し
ま

う
心

配
が

全
く

無
い

ホ
ル

ダ
ー

が
欲

し
い

と
思

い
ま

し
た

。
し

か
し

、
類

似
の

目
的

の
先

行
製

品
に

は
、

全
て

に
満

足
で

き
る

製
品

が
有

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
こ

で
、

新
た

に
自

分
で

工
夫

し
、

ホ
ル

ダ
ー

を
試

作
し

て
み

ま
し

た
。

い
く

つ
も

試
作

し
て

修
正

す
る

こ
と

を
繰

り
返

し
て

全
く

新
し

い
形

状
の

ホ
ル

ダ
ー

を
完

成
で

き
ま

し
た

。
類

似
の

先
行

製
品

と
較

べ
て

、
よ

り
使

い
や

す
い

も
の

に
な

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
必

要
な

方
に

広
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
片

手
使

い
用

ホ
ル

ダ
ー

の
製

品
化

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
に

 “
e
la

s
ti
Ｘ

”
（

え
ら

す
ち

っ
く

）
と

名
前

を
付

け
ま

し
た

。
（

“
e
la

s
ti
Ｘ

”
の

概
要

を
yo

u
tu

b
e
の

動
画

で
紹

介
し

て
い

ま
す

　
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

　
）

こ
の

た
び

　
“

e
la

s
ti
Ｘ

”
　

を
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
イ

ト
で

あ
る

”
R

e
a
d

yF
o
r“

に
新

規
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

掲
載

し
て

い
ま

す
。

公
開

は
４

月
１

日
か

ら
５

月
２

４
日

ま
で

で
す

。
右

の
U

R
L
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
：

h
tt

p
s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
6

0
6

1
0

こ
れ

は
面

白
い

製
品

だ
と

思
わ

れ
た

ら
、

こ
の

情
報

を
お

知
り

合
い

に
広

く
拡

散
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
誠

に
あ

り
が

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
“

e
la

s
ti
Ｘ

”
を

小
売

り
ま

た
は

卸
売

り
し

て
く

れ
る

会
社

な
ど

販
売

ル
ー

ト
を

探
し

て
い

ま
す

。

塚
田

　
憲

 　
塚

田
技

術
士

事
務

所

9
4

6
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

を
か

ら
だ

で
感

じ
る

開
発

メ
ー

カ
ー

音
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
新

し
い

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
O

n
te

n
n

a
(オ

ン
テ

ナ
）

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
O

n
te

n
n

a
（

オ
ン

テ
ナ

）
は

、
髪

の
毛

や
耳

た
ぶ

、
え

り
元

や
そ

で
口

な
ど

に
身

に
付

け
、

振
動

と
光

に
よ

っ
て

音
の

特
徴

を
か

ら
だ

で
感

じ
る

全
く

新
し

い
ユ

ー
ザ

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

で
す

。
 ろ

う
者

と
健

聴
者

が
共

に
楽

し
む

未
来

を
目

指
し

、
ろ

う
者

と
協

働
で

開
発

し
ま

し
た

。
6

0
～

9
0

d
B

の
音

を
2

5
6

段
階

の
振

動
と

光
の

強
さ

に
変

換
し

、
音

の
特

徴
を

伝
達

し
ま

す
。

音
源

の
鳴

動
パ

タ
ー

ン
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
変

換
す

る
こ

と
で

、
音

の
リ

ズ
ム

や
パ

タ
ー

ン
、

大
き

さ
を

知
覚

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

反
応

す
る

音
量

と
光

の
O

N
/
O

F
F
を

切
り

替
え

ら
れ

る
機

能
も

搭
載

し
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
o
n

te
n

n
a
.jp

/
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

9
4

7
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
開

発
メ

ー
カ

ー
N

F
C

通
信

リ
ハ

ビ
リ

歩
行

計
利

用
対

象
等

全
般

従
来

の
歩

数
計

、
活

動
量

計
で

は
計

測
が

困
難

で
あ

っ
た

、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
様

の
す

り
足

歩
き

や
、

ゆ
っ

く
り

歩
き

と
い

っ
た

不
規

則
歩

行
を

正
確

に
捉

え
リ

ハ
ビ

リ
歩

数
と

し
て

計
測

し
、

通
常

歩
数

と
合

わ
せ

、
総

歩
数

で
表

し
ま

す
。

計
測

し
た

デ
ー

タ
は

P
C

に
転

送
し

、
専

用
ソ

フ
ト

「
A

yu
m

in
」

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
デ

ー
タ

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
、

リ
ハ

ビ
リ

の
進

捗
状

況
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
、

訓
練

時
は

勿
論

、
訓

練
時

間
以

外
の

歩
行

や
姿

勢
情

報
を

評
価

す
る

こ
と

で
、

生
活

パ
タ

ー
ン

の
把

握
や

、
運

動
指

導
に

も
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

9
4

8
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
車

い
す

 電
動

車
い

す
利

用
者

★
お

し
ゃ

れ
な

車
椅

子
の

開
発

に
つ

い
て

★
肢

体
不

自
由

者
洋

服
や

靴
　

家
具

を
買

う
と

き
　

気
に

入
ら

な
け

れ
ば

買
わ

な
い

と
い

う
「

普
通

」
の

日
常

が
車

椅
子

利
用

者
に

は
な

く
、

気
に

入
ら

な
か

ろ
う

が
足

が
わ

り
だ

か
ら

仕
方

な
い

、
、

、
、

、
 あ

る
中

で
選

び
使

う
し

か
な

い
ど

れ
だ

け
着

物
を

着
て

艶
や

か
に

な
っ

て
も

隙
間

か
ら

見
え

る
車

椅
子

は
黒

々
し

て
い

て
ス

ポ
ー

テ
ィ

ー
な

の
ば

か
り

で
す

。
旅

を
し

よ
う

と
オ

シ
ャ

レ
を

し
て

も
、

写
真

に
写

る
肘

か
け

や
ブ

レ
ー

キ
な

ど
パ

ー
ツ

は
自

転
車

の
よ

う
に

黒
々

と
し

て
い

ま
す

。
 飛

行
機

に
乗

り
た

く
て

も
金

属
で

で
き

て
る

車
椅

子
は

金
属

探
知

機
の

ゲ
ー

ト
は

通
れ

ず
、

特
別

に
通

ら
せ

て
も

ら
っ

て
も

車
椅

子
は

機
内

に
手

荷
物

と
し

て
預

け
ら

れ
ま

せ
ん

。

何
に

つ
け

て
も

と
に

か
く

仕
方

な
い

仕
方

な
い

我
慢

し
ろ

と
言

わ
れ

続
け

、
車

椅
子

利
用

者
は

こ
う

し
て

他
に

も
た

く
さ

ん
の

あ
ら

ゆ
る

こ
と

「
普

通
」

の
こ

と
を

あ
き

ら
め

て
き

て
い

ま
す

。
せ

め
て

足
が

わ
り

の
車

椅
子

だ
け

は
身

体
の

一
部

だ
か

ら
あ

き
ら

め
な

く
て

す
む

よ
う

に
選

べ
る

選
択

肢
を

増
や

し
た

い
で

す
。

金
属

製
で

な
く

、
パ

ー
ツ

が
黒

々
し

て
い

な
い

、
可

愛
ら

し
く

デ
ザ

イ
ン

性
に

優
れ

て
い

る
車

椅
子

を
探

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
メ

ー
カ

ー
さ

ん
や

車
椅

子
を

作
成

し
て

い
る

製
作

所
の

情
報

を
集

め
て

い
ま

す
、

情
報

提
供

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
 ご

協
力

い
た

だ
け

る
と

幸
い

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
5

0
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
衣

服
の

着
脱

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)装

着
補

助
具

開
発

メ
ー

カ
ー

腰
を

か
が

め
な

く
て

も
パ

ン
ツ

が
は

け
る

（
は

け
た

輪
）

装
着

補
助

具
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

高
齢

者
足

腰
に

障
害

の
あ

る
友

達
や

高
齢

の
母

の
介

護
で

【
か

が
む

事
が

困
難

な
た

め
パ

ン
ツ

を
は

く
の

に
大

変
苦

労
　

さ
れ

て
い

る
】

事
の

現
実

を
知

り
、

そ
こ

で
簡

単
に

は
け

る
補

助
具

を
考

案
・

特
許

取
得

し
製

造
し

て
お

り
ま

す
。

◇
腰

痛
、

加
齢

、
ケ

ガ
等

諸
事

情
で

、
か

が
む

事
が

困
難

な
時

、
簡

単
に

パ
ン

ツ
が

は
け

る
便

利
な

装
着

補
助

具
で

す
。

◇
軽

く
て

コ
ン

パ
ク

ト
な

の
で

、
旅

行
等

外
泊

に
も

持
参

で
き

日
常

生
活

の
行

動
範

囲
が

広
が

り
ま

す
。

◇
介

護
さ

れ
る

方
が

、
要

介
護

の
方

の
パ

ン
ツ

を
は

く
作

業
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

ま
す

。

　
　

　
・

・
・

・
・

 イ
ス

等
に

腰
掛

け
て

お
使

い
下

さ
い

。
・

・
・

・
・

右
の

 Ｕ
R

L
 か

ら
使

用
方

法
の

動
画

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
h

a
k
e
ta

w
a
.ji

m
d

o
fr

e
e
.c

o
m

/

9
5

2
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

ア
ー

ム
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
の

肘
掛

け
の

上
に

取
り

付
け

て
、

搭
乗

者
が

腕
と

肘
を

自
由

な
角

度
で

載
せ

て
休

め
る

こ
と

が
で

き
、

更
に

簡
易

な
テ

ー
ブ

ル
の

機
能

を
持

ち
、

コ
ー

ヒ
ー

カ
ッ

プ
を

置
い

た
り

、
読

書
が

で
き

た
り

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

や
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ン

の
操

作
が

可
能

で
、

着
脱

が
容

易
に

出
来

る
、

折
り

た
た

み
式

の
、

車
椅

子
肘

掛
け

補
助

装
置

を
考

案
し

ま
し

た
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
x
yT

w
q

g
G

U
t5

Q

9
5

3
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

肢
体

不
自

由
者

外
出

か
ら

帰
っ

て
き

た
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
付

着
し

て
い

る
汚

れ
を

屋
内

に
持

ち
込

ま
な

い
た

め
の

、
簡

単
に

装
着

で
き

る
、

車
椅

子
タ

イ
ヤ

上
履

き
を

考
案

し
ま

し
た

。
前

輪
と

後
輪

に
合

成
樹

脂
製

の
輪

状
カ

バ
ー

を
カ

パ
ッ

と
は

め
込

み
、

タ
イ

ヤ
を

一
回

転
さ

せ
る

と
装

着
完

了
で

す
。

外
出

時
に

装
着

す
れ

ば
外

履
き

と
い

う
わ

け
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
iW

k
x
X

lL
lo

c
0

9
5

4
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
ヒ

ル
ク

ラ
イ

ム
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

が
登

り
勾

配
を

、
ゆ

っ
く

り
、

休
み

休
み

登
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

車
椅

子
後

退
防

止
装

置
を

考
案

し
ま

し
た

。
取

り
付

け
が

容
易

で
、

ま
た

、
平

坦
地

で
は

後
退

防
止

機
能

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

操
作

で
o
ff

に
す

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
Q

V
D

p
N

n
O

K
D

-
E

9
5

5
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
内

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
手

す
り

供
給

事
業

者
手

す
り

用
「

ス
キ

マ
ー

」
高

齢
者

 そ
の

他
福

祉
用

具
レ

ン
タ

ル
の

あ
が

り
か

ま
ち

用
手

す
り

を
設

置
の

際
、

上
が

っ
て

す
ぐ

に
階

段
が

あ
っ

た
り

、
下

駄
箱

等
が

あ
る

場
合

、
首

を
挟

み
込

む
す

き
間

が
発

生
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
一

人
暮

ら
し

、
ま

し
て

や
身

体
能

力
に

不
自

由
を

来
た

し
、

認
知

症
状

の
あ

る
方

の
場

合
、

非
常

に
リ

ス
ク

が
高

く
な

り
ま

す
。

そ
れ

を
踏

ま
え

、
メ

ー
カ

ー
に

は
、

挟
み

込
み

対
応

を
考

え
て

も
ら

い
た

い
も

の
で

す
。

事
故

が
生

じ
る

前
に

。
ち

な
み

に
、

私
の

会
社

は
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
「

ス
キ

マ
ー

」
を

作
成

し
、

リ
ス

ク
の

高
い

住
環

境
に

対
応

し
て

お
り

ま
す

。

9
5

9
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)ベ
ッ

ド
特

殊
寝

台
開

発
メ

ー
カ

ー
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

「
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

」
生

き
残

る
た

め
に

、
一

番
大

切
な

減
災

対
策

は
！

　
　

①
家

を
丸

ご
と

耐
震

補
強

で
き

な
い

–
ひ

と
部

屋
だ

け
で

も
、

地
震

で
壊

れ
な

い
よ

う
に

補
強

し
ま

し
ょ

う
。

②
防

災
ベ

ッ
ト

や
シ

ェ
ル

タ
-
を

検
討

し
ま

し
ょ

う
。

就
寝

中
、

地
震

か
ら

命
を

守
り

ま
す

!!
こ

ん
な

方
に

お
薦

め
で

す
！

。
◎

御
高

齢
の

方
◎

小
さ

な
お

子
様

◎
身

体
に

障
害

を
お

持
ち

の
方

◎
要

介
護

の
方

◎
介

護
施

設
<品

名
>　

M
A

M
O

R
U

　
N

o
1

『
圧

縮
試

験
』

耐
圧

荷
重

１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

実
用

新
案

登
録

済
 第

３
２

３
２

７
８

４
号

【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
)　

　
 ミ

ヨ
シ

テ
ッ

ク
（

カ
　

組
み

立
て

式
で

す
。

詳
細

は
　

こ
ち

ら
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
b

e
d

/
 Y

O
U

T
U

B
E

動
画

こ
ち

ら
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
O

9
I2

jN
l6

s
d

g

9
6

5
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

車
椅

子
風

雨
避

け
幌

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
風

雨
避

け
幌

-
-
雨

降
り

で
も

外
出

が
で

き
る

車
椅

子
用

幌
(雨

カ
ッ

パ
)の

ご
提

案
で

す
。

詳
細

　
H

P
ア

ド
レ

ス
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
m

a
c
h

in
/
p

a
t/

★
三

佳
テ

ッ
ク

株
式

会
社

　
　

【
機

械
設

計
・

製
作

・
新

製
品

開
発

】
　

【
防

音
・

騒
音

対
策

工
事

—
商

標
登

録
済

『
マ

イ
フ

ォ
ー

カ
ー

ム
』

　
・

実
用

新
案

登
録

済
・

ア
ル

ミ
軽

量
防

音
パ

ネ
ル

・
製

造
元

】

9
7

1
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

排
泄

排
泄

関
連

用
具

供
給

事
業

者
貯

水
池

み
た

い
な

（
イ

メ
ー

ジ
）

尿
取

り
パ

ッ
ド

高
齢

者
利

用
者

様
宅

で
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
参

加
し

た
時

の
話

で
す

。
尿

取
り

パ
ッ

ド
の

一
部

を
破

っ
て

尿
を

導
き

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
か

ら
溢

れ
な

い
工

夫
を

さ
れ

て
い

る
と

の
話

が
出

ま
し

た
。

私
の

記
憶

で
は

、
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

破
る

と
給

水
ポ

リ
マ

ー
が

散
り

散
り

に
な

り
、

不
衛

生
だ

と
メ

ー
カ

ー
の

方
が

言
っ

て
い

た
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

一
考

。
大

雨
の

際
の

河
川

の
洪

水
予

防
対

策
と

し
て

、
貯

水
池

が
あ

る
様

に
、

尿
取

り
パ

ッ
ド

も
尿

が
一

定
量

以
上

貯
ま

る
と

、
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

に
溢

れ
た

分
だ

け
誘

導
す

る
よ

う
な

通
水

口
（

通
尿

口
）

が
あ

る
と

、
尿

が
意

図
し

た
方

向
に

流
れ

、
こ

ぼ
れ

る
こ

と
な

く
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

の
で

は
・

・
・

と
思

い
ま

し
た

。

9
7

5
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

そ
の

他
(場

面
)車

補
聴

器
 緊

急
通

報
装

置
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
子

音

個
人

車
の

ウ
ィ

ン
カ

ー
・

バ
ッ

ク
の

際
の

音
聴

覚
障

害
者

高
齢

者
は

高
域

の
音

が
聞

き
づ

ら
く

な
っ

て
い

る
方

が
多

い
の

で
、

ウ
ィ

ン
カ

ー
の

カ
チ

カ
チ

音
や

バ
ッ

ク
時

の
ピ

ー
ピ

ー
音

を
自

分
が

聞
こ

え
る

周
波

数
に

変
え

れ
る

よ
う

に
す

る
と

交
通

事
故

が
減

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
ま

た
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
も

音
を

変
換

し
て

車
内

に
聞

こ
え

る
ス

ピ
ー

カ
ー

が
付

け
ら

れ
た

り
、

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

・
サ

イ
レ

ン
等

を
感

知
し

た
ら

車
内

に
光

（
フ

ラ
ッ

シ
ョ

や
パ

ト
ラ

イ
ト

等
）

で
お

知
ら

せ
し

て
く

れ
る

オ
プ

シ
ョ

ン
も

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

と
難

聴
者

や
高

齢
ド

ラ
イ

バ
ー

の
不

安
が

減
る

か
と

思
い

ま
す

。

9
8

0
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
装

具
 車

い
す

 移
動

用
リ

フ
ト

開
発

メ
ー

カ
ー

◆
車

い
す

を
楽

に
車

へ
搭

載
出

来
る

リ
フ

タ
ー

装
置

◆

介
助

者
高

齢
者

の
方

な
ど

車
い

す
を

お
使

い
の

方
が

車
で

移
動

さ
れ

る
場

合
、

介
助

者
の

方
は

車
い

す
を

車
へ

積
み

込
む

た
め

に
か

な
り

の
労

力
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
に

、
車

い
す

と
共

に
持

ち
運

び
出

来
る

「
小

型
」

で
「

軽
量

」
な

車
い

す
リ

フ
タ

ー
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

こ
の

様
な

商
品

が
あ

れ
ば

使
っ

て
み

た
い

と
い

う
方

は
「

い
い

ね
」

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
ま

た
機

能
と

し
て

欲
し

い
も

の
が

あ
れ

ば
コ

メ
ン

ト
に

て
リ

ク
エ

ス
ト

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

以
上

、
ご

協
力

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

■
株

式
会

社
ア

ス
テ

ア
　

　
　

【
自

動
車

部
品

、
農

業
用

機
械

製
品

の
開

発
・

設
計

及
び

製
造

】
h

tt
p

s
:/

/
a
s
te

e
r.
c
o
.jp

/

9
8

3
2

0
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
意

思
表

示
の

で
き

な
い

方
の

感
情

が
知

り
た

い
肢

体
不

自
由

者
言

語
障

害
者

 知
的

障
害

者
 精

神
障

害
者

 発
達

障
害

者
 介

助
者

自
立

支
援

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
の

「
こ

ん
な

も
の

あ
っ

た
ら

い
い

な
」

と
い

う
題

で
話

し
合

い
を

し
た

の
で

す
が

、
そ

の
中

で
出

た
意

見
を

2
つ

提
示

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

1
、

意
思

表
示

が
出

来
ず

、
感

情
が

な
か

な
か

読
み

取
れ

な
い

利
用

者
さ

ん
に

つ
い

て
、

快
・

不
快

な
ど

詳
し

く
で

な
く

て
も

い
い

か
ら

わ
か

る
製

品
が

欲
し

い
。

介
助

方
法

や
生

活
の

過
ご

し
方

の
参

考
に

な
る

と
思

う
。

犬
を

対
象

と
し

た
商

品
は

あ
る

よ
う

だ
が

人
で

は
難

し
い

か
。

2
、

ア
レ

ク
サ

ー
や

S
ir
iな

ど
音

声
で

操
作

で
き

る
も

の
が

増
え

て
き

た
が

、
構

音
障

害
や

声
量

の
問

題
で

使
用

が
難

し
い

方
が

多
い

。
そ

の
人

の
発

声
の

特
徴

を
予

め
登

録
し

て
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
な

も
の

は
な

い
か

。

以
上

、
も

し
情

報
を

お
持

ち
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
8

4
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

衣
類

の
企

画
や

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
て

い
る

、
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
す

。
こ

の
度

、
車

い
す

で
過

ご
す

時
間

が
長

い
方

向
け

に
、

レ
ッ

グ
ウ

ォ
ー

マ
ー

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

電
動

車
い

す
で

過
ご

さ
れ

て
い

る
か

ら
、

「
冬

に
出

か
け

る
と

、
足

首
や

ふ
く

ら
は

ぎ
が

と
て

も
冷

え
る

」
と

ご
相

談
を

受
け

た
の

が
き

っ
か

け
で

す
。

オ
ー

ダ
ー

で
お

納
め

し
た

と
こ

ろ
、

と
て

も
暖

か
い

と
喜

ん
で

い
た

だ
き

、
よ

り
シ

ン
プ

ル
に

使
い

や
す

い
形

で
製

品
化

い
た

し
ま

し
た

。

　
・

膝
下

か
ら

足
首

ま
で

を
包

む
長

さ
で

、
ブ

ー
ツ

を
履

い
て

い
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

　
・

表
地

は
風

を
通

し
に

く
い

合
皮

、
裏

地
は

暖
か

い
厚

手
の

ウ
ー

ル
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　
・

ご
自

身
や

介
助

す
る

方
が

簡
単

に
着

脱
で

き
る

よ
う

、
面

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

つ
け

ま
し

た
。

す
で

に
ご

利
用

さ
れ

た
方

か
ら

「
ぽ

か
ぽ

か
で

す
」

と
ま

だ
ま

だ
寒

い
日

が
続

き
ま

す
。

皆
様

の
お

役
に

立
て

れ
ば

幸
い

で
す

。

既
製

品
は

こ
ち

ら
で

販
売

し
て

い
ま

す
　

h
tt

p
s
:/

/k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

1
e
9

0
1

1
4

0
0

2
0

fc
4

5
2

1
6

8
e
6

0
a

　
h

tt
p

s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

1
e
8

ff
5

8
fd

2
e
7

3
2

e
c
2

2
c
d

9
0

3

ご
自

身
や

ご
家

族
が

手
作

り
さ

れ
る

場
合

は
こ

ち
ら

（
パ

タ
ー

ン
を

販
売

し
て

い
ま

す
）

　
h

tt
p

s
:/

/k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

1
8

8
9

8
7

e
0

c
9

8
4

6
6

a
0

c
7

9
5

d
f9

ご
希

望
の

デ
ザ

イ
ン

や
色

で
オ

ー
ダ

ー
を

承
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

お
気

軽
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
　

k
a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp

9
8

5
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

床
頭

台
、

P
C

デ
ス

ク
、

テ
レ

ビ
台

開
発

メ
ー

カ
ー

床
頭

台
仕

様
の

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

ス
タ

ン
ド

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 高

齢
者

病
院

や
介

護
施

設
等

で
使

用
さ

れ
る

床
頭

台
に

、
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

取
付

ら
れ

る
よ

う
強

度
や

重
量

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

ま
し

た
（

特
許

出
願

中
）

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

の
画

面
が

小
さ

い
、

設
置

・
固

定
が

難
し

い
、

電
源

コ
ー

ド
や

ケ
ー

ブ
ル

が
増

え
て

足
元

の
安

全
を

確
保

で
き

な
い

と
い

っ
た

課
題

を
解

消
し

ま
す

。
電

源
コ

ン
セ

ン
ト

（
外

装
：

U
S

B
x
2

＋
コ

ン
セ

ン
ト

x
1

、
内

装
：

コ
ン

セ
ン

ト
x
6

）
を

装
備

し
て

お
り

、
様

々
な

周
辺

機
器

、
電

子
機

器
を

利
用

、
収

容
で

き
ま

す
。

利
用

例
と

し
て

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

電
源

を
使

う
こ

と
で

壁
コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

の
電

源
供

給
が

不
要

と
な

り
、

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

等
へ

自
由

に
移

動
し

て
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
パ

ソ
コ

ン
を

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
下

段
の

扉
、

棚
板

の
取

り
外

し
が

で
き

る
の

で
、

床
頭

台
と

し
て

の
一

般
的

な
利

用
や

小
型

冷
蔵

庫
を

収
容

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

注
文

製
作

の
た

め
、

色
や

木
目

、
サ

イ
ズ

等
の

仕
様

を
自

由
に

ご
指

定
い

た
だ

け
ま

す
。

※
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
ア

ー
ム

や
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

電
源

等
の

機
器

類
は

、
本

床
頭

台
に

含
み

ま
せ

ん
。

【
お

問
合

せ
】

株
式

会
社

1
4

z
a
（

じ
ゅ

う
よ

ん
ざ

）
　

　
　

　
　

　
H

P
：

h
tt

p
s
:/

/
1

4
z
a
.c

o
.jp

　
　

メ
ー

ル
：

in
fo

@
1

4
z
a
.c

o
.jp

9
9

0
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

靴
を

履
く

時
個

人
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
と

言
う

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た

高
齢

者
 児

童
 共

用
品

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た
、

開
発

の
キ

ッ
カ

ケ
は

知
り

合
い

の
介

護
士

が
介

護
を

す
る

方
の

靴
を

自
分

の
指

を
使

っ
て

履
か

せ
る

事
が

良
く

あ
る

と
聞

い
た

事
か

ら
で

す
、

自
分

達
も

良
く

す
る

事
だ

と
思

い
ま

す
が

、
今

こ
の

コ
ロ

ナ
の

時
代

非
接

し
よ

く
が

求
め

ら
れ

る
時

、
人

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

は
良

い
と

は
思

い
ま

せ
ん

よ
ね

、
こ

れ
は

重
度

の
方

用
で

は
有

り
ま

せ
ん

が
、

お
年

寄
り

や
ま

だ
靴

を
上

手
に

履
け

な
い

年
少

の
子

供
達

、
一

般
の

健
常

者
も

職
種

に
よ

っ
て

は
利

用
し

て
貰

え
る

と
思

い
ま

す
た

と
え

ば
（

例
え

ば
引

越
し

業
者

）
な

ど
幅

広
い

利
用

者
が

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

、
こ

れ
を

何
と

か
世

に
出

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、

個
人

の
力

で
は

力
不

足
で

中
々

前
に

進
ん

で
行

か
な

い
の

で
、

こ
の

シ
ュ

ー
ス

ル
ー

に
興

味
が

あ
る

方
が

い
ま

し
た

ら
、

お
力

を
貸

し
て

頂
き

た
い

と
思

っ
て

投
稿

致
し

ま
し

た
。

9
9

1
2

0
2

1
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)歩
行

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

足
底

支
持

具
福

祉
医

療
施

設
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
認

定
に

向
け

た
、

足
底

支
持

具
の

開
発

そ
の

他
(屈

指
症

)
事

務
局

よ
り

入
力

を
代

行
い

た
し

ま
す

。

屈
指

症
は

、
脳

卒
中

や
脳

性
麻

痺
、

脊
椎

損
傷

に
よ

る
半

身
麻

痺
や

足
に

合
わ

な
い

靴
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

発
症

し
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
屈

指
症

に
よ

る
痛

み
で

困
っ

て
い

る
人

を
元

気
に

し
た

い
と

思
う

気
持

ち
で

製
品

の
開

発
を

決
意

し
ま

し
た

。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

】
足

底
支

持
具

は
、

足
の

指
が

曲
が

っ
た

状
態

を
補

正
す

る
こ

と
を

目
的

に
開

発
し

て
い

る
器

具
で

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

撮
影

し
た

足
の

画
像

を
ソ

フ
ト

で
解

析
し

、
C

A
D

ソ
フ

ト
で

設
計

し
た

後
、

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
ま

す
。

現
在

、
足

底
支

持
具

は
開

発
の

最
終

段
階

に
あ

り
、

医
療

機
器

と
し

て
の

承
認

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

広
く

リ
ハ

ビ
リ

の
現

場
で

活
用

し
て

い
た

だ
く

た
め

、
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
申

請
の

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

た
だ

、
申

請
の

際
に

は
医

療
機

関
に

お
け

る
様

々
な

テ
ス

ト
が

必
要

で
す

。
医

療
機

関
で

テ
ス

ト
を

す
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

　
F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
8

8
0

3
4

終
了

日
：

5
月

 8
日

2
3

時

8
9

5
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

就
労

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

専
門

職
障

害
者

に
よ

る
障

害
者

支
援

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
元

々
、

介
護

職
と

し
て

福
祉

業
界

に
関

わ
っ

て
お

り
神

経
難

病
を

患
い

四
肢

麻
痺

の
障

害
を

負
い

ま
し

た
。

そ
の

な
か

で
健

常
者

と
障

害
者

の
福

祉
用

具
に

対
す

る
認

識
に

ギ
ャ

ッ
プ

を
感

じ
ま

し
た

。
屋

内
で

の
手

す
り

の
素

材
や

設
置

場
所

な
ど

住
宅

改
修

・
改

造
か

ら
杖

先
ゴ

ム
な

ど
細

か
い

も
の

ま
で

、
健

常
者

の
時

に
便

利
だ

と
思

っ
て

勧
め

て
い

た
も

の
が

実
は

ご
利

用
者

に
と

っ
て

は
逆

効
果

だ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
な

ど
、

色
々

と
考

え
て

し
ま

い
ま

す
。

健
常

者
の

方
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
確

か
に

ご
利

用
者

の
状

態
、

家
の

構
造

、
過

去
の

事
例

な
ど

か
ら

あ
る

程
度

寄
り

添
う

こ
と

は
で

き
ま

す
。

し
か

し
そ

れ
は

情
報

で
あ

っ
て

本
当

の
意

味
で

理
解

出
来

て
い

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

障
害

者
だ

か
ら

こ
そ

分
か

る
不

便
さ

や
福

祉
用

具
の

利
点

も
あ

る
と

思
う

の
で

す
が

、
こ

う
い

っ
た

考
え

を
仕

事
に

活
か

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

も
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
障

害
者

雇
用

が
地

方
で

は
ほ

と
ん

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
正

社
員

で
な

く
て

も
非

正
規

雇
用

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
職

員
な

ど
で

働
け

る
よ

う
な

職
場

環
境

を
作

っ
て

欲
し

い
で

す
。

8
9

6
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
乗

開
発

メ
ー

カ
ー

自
立

起
立

補
助

具
「

ラ
・

ク
リ

ッ
プ

」
肢

体
不

自
由

者
介

助
者

「
お

世
話

型
介

護
か

ら
自

立
支

援
介

護
へ

」
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
は

日
常

生
活

動
作

を
介

助
無

し
で

自
分

の
力

で
可

能
に

す
る

こ
と

を
目

標
に

開
発

し
た

新
発

想
の

補
助

具
で

す
。

介
護

さ
れ

る
側

も
介

助
す

る
側

も
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
た

ベ
ッ

ド
か

ら
の

起
立

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

が
要

介
護

者
の

「
引

く
力

」
を

利
用

し
て

容
易

に
立

ち
上

が
る

事
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
「

も
う

疲
れ

さ
せ

な
い

！
要

介
護

者
も

介
助

者
も

」
　

ス
ト

レ
ス

の
原

因
が

少
し

で
も

減
り

、
平

穏
な

日
常

生
活

に
戻

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

8
9

8
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
車

い
す

 電
動

車
い

す
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
に

つ
け

る
キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

開
発

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

車
椅

子
背

後
に

子
ど

も
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

物
(キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

、
ボ

ー
ド

、
ベ

ル
ト

)の
製

品
化

(商
品

化
)を

願
っ

て
い

ま
す

。
ど

ん
な

車
椅

子
に

も
取

り
付

け
ら

れ
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

で
、

車
椅

子
で

幼
子

を
連

れ
て

の
外

出
の

課
題

を
解

決
で

き
る

物
が

あ
れ

ば
と

私
と

家
族

の
経

験
か

ら
思

っ
て

お
り

ま
す

。
 ベ

ビ
ー

カ
ー

に
は

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
が

あ
り

ま
す

。
車

椅
子

用
の

キ
ッ

ズ
ス

テ
ッ

プ
は

無
い

(私
の

調
べ

た
範

囲
で

す
)た

め
、

我
が

家
は

車
椅

子
に

ベ
ビ

ー
カ

ー
ス

テ
ッ

プ
や

ベ
ル

ト
式

の
お

ん
ぶ

紐
商

品
を

取
り

付
け

て
試

し
て

い
ま

す
。

安
全

性
や

移
動

上
の

課
題

が
あ

り
ま

す
。

楽
に

移
動

で
き

る
物

の
手

立
て

が
あ

れ
ば

、
車

椅
子

利
用

者
も

付
き

添
い

者
も

子
ど

も
も

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

緊
急

避
難

に
も

役
立

つ
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

ご
意

見
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

9
0

0
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
を

伝
え

る
の

に
活

用
可

能
な

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
ご

紹
介

利
用

対
象

等
全

般
株

式
会

社
リ

コ
ジ

ェ
は

、
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

す
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

リ
コ

ジ
ェ

を
公

開
し

て
い

ま
す

。
法

人
に

付
与

さ
れ

て
い

る
法

人
番

号
を

キ
ー

と
し

て
、

ア
プ

リ
の

利
用

者
に

リ
コ

ー
ル

情
報

を
プ

ッ
シ

ュ
通

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

の
ア

プ
リ

を
ベ

ー
ス

に
、

認
知

症
徘

徊
者

を
探

す
お

手
伝

い
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

オ
レ

ン
ジ

リ
コ

ジ
ェ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
開

発
予

定
で

す
。

リ
コ

ジ
ェ

で
検

索
い

た
だ

く
と

ア
プ

リ
の

説
明

を
し

て
い

る
弊

社
の

サ
イ

ト
が

見
つ

か
り

ま
す

。

9
0

1
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)脱
落

・
紛

失
防

止
補

聴
器

開
発

メ
ー

カ
ー

耳
掛

け
型

補
聴

器
の

、
脱

落
・

紛
失

防
止

ホ
ル

ダ
ー

が
で

き
ま

し
た

。

聴
覚

障
害

者
『

中
小

企
業

庁
の

も
の

づ
く

り
補

助
金

事
業

』
の

採
択

を
受

け
、

新
開

発
し

商
品

化
し

た
も

の
で

す
。

（
特

許
取

得
済

み
）

メ
ガ

ネ
を

掛
け

て
い

る
方

で
、

耳
掛

け
型

補
聴

器
や

人
工

内
耳

プ
ロ

セ
ッ

サ
ー

を
使

い
始

め
た

方
の

、
脱

落
・

紛
失

不
安

を
解

決
し

ま
す

。
特

徴
　

：
　

　
め

が
ね

を
外

し
た

い
時

、
補

聴
器

は
つ

け
た

ま
ま

で
、

簡
単

に
【

メ
ガ

ネ
だ

け
】

外
せ

ま
す

。
取

り
付

け
：

　
誰

で
も

取
り

付
け

は
で

き
ま

し
が

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
と

、
具

合
良

く
使

え
ま

す
。

　
　

　
　

　
　

こ
の

チ
ラ

シ
を

持
っ

て
、

補
聴

器
販

売
店

に
ご

相
談

す
る

の
が

良
い

で
し

ょ
う

。

9
0

2
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

字
幕

、
人

手
不

足
開

発
メ

ー
カ

ー
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

モ
ニ

タ
ー

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 介
助

者
 就

労
・

就
学

「
見

や
す

さ
」

と
「

か
け

心
地

」
の

良
い

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

ニ
タ

ー
を

開
発

・
販

売
し

て
お

り
ま

す
。

視
力

矯
正

眼
鏡

の
上

か
ら

で
も

違
和

感
な

く
装

用
で

き
ま

す
。

H
D

M
I経

由
で

映
像

が
取

得
で

き
れ

ば
基

本
的

に
は

何
で

も
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

映
す

、
と

い
う

今
ま

で
の

福
祉

用
具

と
は

違
う

、
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
の

商
品

で
す

。
ス

マ
ホ

や
パ

ソ
コ

ン
、

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

等
と

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
、

様
々

な
使

い
方

が
可

能
で

す
。

例
え

ば
、

ス
マ

ホ
の

字
幕

ア
プ

リ
を

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
こ

と
で

、
舞

台
等

を
干

渉
し

な
が

ら
字

幕
も

読
め

ま
す

。
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
と

接
続

す
る

こ
と

で
、

見
づ

ら
い

遠
く

の
文

字
等

を
拡

大
し

て
目

の
前

に
投

影
し

ま
す

。
施

設
介

護
者

に
も

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

、
人

手
不

足
改

善
の

手
助

け
と

し
て

の
ご

利
用

も
期

待
で

き
ま

す
。

更
な

る
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
の

ご
紹

介
も

別
途

可
能

で
す

の
で

、
ご

興
味

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

9
0

3
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
目

の
保

護
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
全

盲
の

方
の

目
を

保
護

す
る

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

 そ
の

他
視

覚
障

害
（

全
盲

）
の

方
が

路
上

を
歩

く
際

、
枝

や
目

の
高

さ
の

障
害

物
な

ど
か

ら
、

目
を

保
護

す
る

日
常

生
活

用
具

は
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

医
療

用
の

保
護

メ
ガ

ネ
は

あ
る

み
た

い
で

す
。

ミ
ド

リ
安

全
（

株
）

H
P

　
→

　
 h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
id

o
ri
-
m

e
d

p
ro

d
u

c
ts

.jp
/
p

ro
d

u
c
t/

p
1

2
/

9
0

5
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
内

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
自

費
ベ

ッ
ド

供
給

事
業

者
自

費
対

応
用

1
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｯ

ﾄ
ﾞ
（

背
上

げ
）

高
齢

者
介

護
保

険
の

認
定

結
果

が
、

要
支

援
1

・
2

、
要

介
護

1
の

方
は

介
護

保
険

で
の

特
殊

寝
台

が
レ

ン
タ

ル
で

き
な

い
た

め
、

各
社

独
自

で
自

費
対

応
ベ

ッ
ド

の
展

開
を

さ
れ

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
。

仮
に

家
具

調
タ

イ
プ

の
ベ

ッ
ド

を
提

供
す

る
場

合
、

外
フ

レ
ー

ム
タ

イ
プ

の
ベ

ッ
ド

が
殆

ど
の

た
め

、
ベ

ッ
ド

脇
に

よ
り

立
ち

座
り

動
作

が
安

定
す

る
据

え
置

き
タ

イ
プ

の
手

す
り

を
設

置
す

る
と

、
オ

プ
シ

ョ
ン

受
け

と
化

粧
版

の
分

だ
け

、
間

隔
が

空
い

て
し

ま
し

ま
す

。
家

具
調

ベ
ッ

ド
の

フ
レ

ー
ム

が
下

に
あ

れ
ば

、
よ

り
手

す
り

が
体

に
接

近
し

、
手

す
り

使
い

易
く

な
る

か
と

思
い

ま
す

。

9
0

8
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

個
人

小
島

式
運

転
補

助
装

置
『

ペ
ダ

ル
ア

シ
ス

ト
』

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

重
度

障
碍

者
自

ら
設

計
開

発
の

運
転

補
助

装
置

で
す

。
市

販
の

装
置

で
は

対
応

で
き

な
い

の
で

自
分

が
対

応
で

き
る

装
置

を
設

計
開

発
し

ま
し

た
。

現
在

全
て

の
車

は
ア

ク
セ

ル
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

は
左

右
の

踏
み

替
え

操
作

で
す

。
私

は
左

右
の

踏
み

替
え

の
動

き
が

障
害

で
出

来
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
足

を
前

後
に

動
か

す
装

置
を

考
案

。
前

に
動

か
せ

ば
ブ

レ
ー

キ
。

そ
の

足
を

後
ろ

に
動

か
せ

ば
ア

ク
セ

ル
。

足
の

前
後

の
操

作
で

ア
ク

セ
ル

ブ
レ

ー
キ

。
人

の
緊

急
時

等
の

パ
ニ

ッ
ク

時
の

足
の

ツ
ッ

パ
リ

は
ブ

レ
ー

キ
入

力
。

踏
み

間
違

え
で

暴
走

は
皆

無
。

か
つ

、
常

に
足

が
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

に
接

し
て

い
る

の
で

、
空

走
距

離
激

減
。

ブ
レ

ー
キ

反
応

時
間

は
、

他
車

よ
り

は
る

か
に

少
な

く
安

全
で

す
。

重
度

障
害

の
方

や
高

齢
者

等
の

踏
み

間
違

え
防

止
に

有
効

な
装

置
で

す
。

9
0

9
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

福
祉

専
門

職
介

護
保

険
制

度
利

用
対

象
等

全
般

介
護

保
険

が
要

介
護

２
で

な
い

と
電

動
カ

ー
ト

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
要

介
護

２
以

上
の

方
が

電
動

カ
ー

ト
で

屋
外

移
動

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

要
支

援
1

・
2

　
要

介
護

１
の

方
が

自
立

し
て

の
屋

外
移

動
が

出
来

な
い

。

9
1

1
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
就

寝
中

の
聴

覚
障

害
者

に
警

報
伝

達
す

る
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
聴

覚
障

害
者

は
就

寝
中

、
補

聴
器

類
を

は
ず

し
て

寝
て

い
ま

す
。

そ
の

状
態

で
災

害
等

が
発

生
、

避
難

行
動

等
が

必
要

に
な

っ
て

も
、

音
声

の
警

報
で

は
気

が
付

か
な

い
可

能
性

が
高

い
で

す
。

昨
年

の
台

風
1

9
号

で
も

、
逃

げ
遅

れ
る

こ
と

が
生

命
や

財
産

に
影

響
、

亡
く

な
ら

れ
た

方
も

い
ま

す
。

睡
眠

中
に

伝
え

る
に

は
、

振
動

式
の

デ
バ

イ
ス

が
最

も
有

効
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1
0

0
％

確
実

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

。
ア

ッ
プ

ル
ウ

ォ
ッ

チ
的

な
、

す
で

に
市

販
さ

れ
て

い
る

腕
時

計
型

の
端

末
が

受
信

端
末

の
候

補
と

し
て

考
え

ら
れ

ま
す

。

ス
マ

ホ
上

で
気

象
警

報
な

ど
を

受
信

し
た

ら
、

情
報

を
選

択
し

、
こ

れ
ら

の
端

末
に

通
知

す
る

ア
プ

リ
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
寝

て
い

て
も

振
動

で
気

づ
く

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

情
報

を
選

択
し

て
受

信
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
れ

ば
、

起
床

時
に

も
役

立
つ

は
ず

で
す

。

9
1

3
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
衣

服
知

的
障

害
者

 発
達

障
害

者
私

の
子

供
は

ダ
ウ

ン
症

で
重

度
知

的
障

害
児

で
す

。
洋

服
の

前
後

や
裏

表
な

ど
の

理
解

が
で

き
ま

せ
ん

。
下

着
な

ど
も

含
め

、
前

後
、

裏
表

の
区

別
が

な
い

衣
服

が
あ

れ
ば

い
い

な
ぁ

、
と

思
い

ま
す

。
製

品
の

開
発

、
ど

う
か

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

9
1

4
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
訓

練
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
運

動
装

置

利
用

者
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

、
下

肢
麻

痺
者

の
疼

痛
緩

和
の

た
め

の
受

動
的

運
動

装
置

の
開

発

肢
体

不
自

由
者

利
用

対
象

等
全

般
頸

髄
損

傷
に

よ
る

四
肢

麻
痺

者
で

す
。

受
傷

以
来

、
臀

部
か

ら
つ

ま
先

ま
で

の
強

烈
な

痛
み

に
悩

ん
だ

末
、

「
動

か
す

」
こ

と
に

よ
り

痛
み

が
緩

和
す

る
こ

と
に

気
づ

き
友

人
の

協
力

の
も

と
「

足
関

節
受

動
運

動
装

置
」

を
独

自
に

開
発

し
ま

し
た

。
車

い
す

で
の

移
動

中
で

も
運

動
で

き
る

車
い

す
搭

載
可

能
な

コ
ン

パ
ク

ト
タ

イ
プ

と
足

首
、

膝
、

股
関

節
を

回
転

運
動

で
き

る
据

え
置

き
タ

イ
プ

の
2

機
種

が
あ

り
ま

す
。

開
発

以
来

1
0

年
以

上
、

毎
日

1
2

時
間

ほ
ど

使
用

を
続

け
て

お
り

、
主

観
で

す
が

疼
痛

と
痙

性
が

8
割

ほ
ど

減
少

し
ま

し
た

。
ま

た
、

皮
膚

の
状

態
や

関
節

可
動

域
な

ど
も

良
好

な
状

態
を

保
っ

て
お

り
ま

す
。

小
さ

な
モ

ー
タ

ー
ひ

と
つ

に
よ

る
ゆ

っ
く

り
な

回
転

運
動

に
よ

っ
て

無
理

な
く

長
時

間
の

運
動

が
可

能
で

す
。

動
画
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9
1

6
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

移
乗

特
殊

寝
台

利
用

者
の

家
族

介
護

ベ
ッ

ド
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

に
つ

い
て

高
齢

者
退

院
し

て
介

護
ベ

ッ
ド

を
使

い
始

め
た

の
で

す
が

移
乗

し
た

り
す

る
際

に
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

邪
魔

に
な

り
毎

回
取

り
外

し
て

利
用

し
て

い
ま

す
が

意
外

と
取

り
外

す
動

作
が

負
担

に
な

っ
て

い
ま

す
。

病
院

な
ど

に
あ

る
付

け
た

ま
ま

で
斜

め
に

倒
れ

て
平

に
な

る
よ

う
な

サ
イ

ド
レ

ー
ル

は
介

護
の

在
宅

用
で

は
利

用
が

で
き

な
い

も
の

か
と

思
い

ま
す

。
業

者
さ

ん
に

尋
ね

て
も

い
ま

の
所

在
宅

用
で

は
な

い
と

の
事

で
し

た
。

今
後

在
宅

介
護

の
負

担
軽

減
の

為
に

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
は

な
ら

な
い

の
で

し
ょ

う
か

9
1

7
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
緊

急
通

報
装

置
利

用
者

施
設

・
交

通
機

関
で

の
助

力
依

頼
用

Q
R

コ
ー

ド
活

用
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

で
す

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
で

、
今

春
か

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
人

と
の

接
触

機
会

が
減

る
こ

と
が

、
障

害
者

が
困

っ
た

と
き

に
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

に
く

く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

か
、

懸
念

し
て

い
ま

す
。

人
や

設
備

の
な

い
と

こ
ろ

で
も

、
Q

R
コ

ー
ド

が
あ

れ
ば

必
要

な
と

こ
ろ

に
緊

急
通

報
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
安

心
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
一

例
で

す
が

、
鉄

道
の

無
人

駅
で

、
次

の
よ

う
な

目
的

で
緊

急
に

連
絡

を
取

り
た

い
場

合
。

1
）

駅
員

と
文

字
チ

ャ
ッ

ト
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

た
い

と
き

2
）

犯
罪

が
起

き
た

と
き

3
）

事
故

が
起

き
た

と
き

な
ど

、
緊

急
性

や
内

容
に

応
じ

て
別

々
な

Q
R

コ
ー

ド
を

用
意

す
る

方
法

で
あ

れ
ば

、
安

価
に

対
応

手
段

を
用

意
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
聴

覚
障

害
者

以
外

に
も

役
立

つ
の

で
は

。

高
速

道
路

の
非

常
電

話
に

あ
る

、
「

会
話

の
不

自
由

な
方

向
け

ボ
タ

ン
」

の
「

Q
R

コ
ー

ド
版

」
の

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
Q

R
コ

ー
ド

の
プ

レ
ー

ト
等

を
用

意
す

る
だ

け
で

、
電

気
工

事
等

不
要

で
安

価
に

用
意

可
能

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
1

9
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
優

先
席

利
用

者
優

先
席

に
聴

覚
過

敏
者

向
け

の
座

席
が

欲
し

い
精

神
障

害
者

 発
達

障
害

者
 就

労
・

就
学

聴
覚

過
敏

が
あ

り
ま

す
。

優
先

席
の

前
や

真
横

で
大

声
で

喋
ら

れ
る

と
苦

痛
で

す
。

優
先

席
く

ら
い

し
か

逃
げ

場
が

あ
り

ま
せ

ん
。

耳
栓

な
ど

も
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

こ
こ

で
は

静
か

に
し

ま
し

ょ
う

。
と

い
う

逃
げ

場
が

あ
る

と
助

か
る

障
害

者
は

た
く

さ
ん

い
る

と
思

い
ま

す
。

ど
こ

か
の

国
で

は
ス

ー
パ

ー
に

音
を

さ
せ

な
い

時
間

を
設

け
る

と
い

う
配

慮
の

あ
る

と
こ

ろ
も

あ
る

そ
う

で
す

。
電

車
の

中
の

一
か

所
で

も
良

い
の

で
、

是
非

作
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
バ

ス
の

運
転

手
さ

ん
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
も

音
が

と
て

も
大

き
い

こ
と

が
あ

り
、

ス
ピ

ー
カ

ー
の

側
に

座
ら

な
い

よ
う

に
気

を
つ

け
て

い
ま

す
。

難
し

い
問

題
だ

と
は

思
い

ま
す

が
、

公
共

交
通

機
関

を
使

わ
な

い
と

事
業

所
へ

も
行

け
な

い
た

め
、

是
非

逃
げ

場
を

作
っ

て
い

た
だ

け
た

ら
と

希
望

し
ま

す
。

9
2

2
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

排
泄

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

レ
ン

タ
ル

化
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
、

排
泄

物
を

受
け

る
バ

ケ
ツ

と
座

面
ク

ッ
シ

ョ
ン

以
外

の
本

体
部

分
は

、
レ

ン
タ

ル
に

出
来

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

一
般

的
に

は
臭

い
が

染
み

込
む

な
ど

の
問

題
で

買
い

取
り

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
実

際
の

介
護

場
面

で
は

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

使
用

期
間

が
短

い
事

例
が

多
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
夜

間
だ

け
長

年
使

用
さ

れ
て

い
る

方
な

ど
も

お
ら

れ
ま

す
が

、
が

ん
末

期
の

方
な

ど
で

は
2

〜
3

回
の

使
用

で
終

了
と

い
う

こ
と

も
多

々
あ

り
ま

す
。

レ
ン

タ
ル

で
あ

れ
ば

購
入

に
躊

躇
さ

れ
る

こ
と

も
な

く
な

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
ま

た
本

体
ご

と
廃

棄
す

る
作

業
も

負
担

と
な

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

立
場

か
ら

す
る

と
開

発
に

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
保

険
財

源
を

考
え

ま
す

と
こ

れ
は

か
な

り
重

要
な

課
題

で
す

。
ど

の
メ

ー
カ

ー
の

商
品

も
改

良
が

進
み

、
デ

ザ
イ

ン
的

に
も

大
差

が
な

い
状

況
で

、
サ

イ
ズ

調
整

が
で

き
れ

ば
、

一
定

の
ニ

ー
ズ

に
は

応
え

ら
れ

る
筈

で
す

。
何

と
か

、
臭

い
が

染
み

込
ま

な
い

材
質

、
あ

る
い

は
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

商
品

化
が

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

9
2

8
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

そ
の

他
(場

面
)

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

て
ん

か
ん

の
発

作
を

予
知

す
る

機
器

を
探

し
て

お
り

ま
す

そ
の

他
て

ん
か

ん
発

作
を

予
知

す
る

よ
う

な
腕

時
計

や
Ｔ

シ
ャ

ツ
な

ど
有

る
と

お
聞

き
し

ま
し

た
。

ご
存

じ
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
五

島
　

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3

9
3

2
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

飲
食

補
助

福
祉

医
療

団
体

両
手

が
不

自
由

で
も

コ
ッ

プ
の

飲
料

を
ゴ

ク
リ

と
飲

み
ほ

す

肢
体

不
自

由
者

両
手

が
動

か
な

く
な

り
自

力
で

の
食

事
が

叶
わ

な
く

な
っ

た
A

L
S

の
友

人
を

介
護

し
て

い
て

、
考

え
た

作
品

で
す

。
介

護
者

に
よ

る
ス

プ
ー

ン
か

ら
で

は
な

く
、

自
分

の
唇

で
コ

ッ
プ

の
熱

い
珈

琲
を

す
す

り
、

あ
る

い
は

冷
え

た
ビ

ー
ル

を
ゴ

ク
ン

と
飲

み
ほ

し
た

い
と

い
う

願
い

を
叶

え
よ

う
と

す
る

物
で

す
。

ご
希

望
の

方
に

頒
布

い
た

し
ま

す
。
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1
5

7
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8
4

6
5

5
7

3
5

/
（

実
用

新
案

登
録

済
み

で
す

が
、

ど
こ

か
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
引

き
取

っ
て

下
さ

れ
ば

幸
い

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

）

9
3

3
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
顎

を
支

え
る

装
具

、
チ

ン
ナ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

の
重

み
を

顎
に

あ
て

た
皿

で
受

け
止

め
、

そ
の

重
み

を
肩

と
胸

と
背

中
で

分
担

し
て

受
け

止
め

る
装

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
G

b
S

b
h

G
7

p
Z

s
o

ご
希

望
の

方
に

お
作

り
い

た
し

ま
す

。

9
3

4
2

0
2

0
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
支

え
る

装
具

、
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

を
後

方
に

引
っ

張
り

、
そ

の
重

み
を

背
中

を
通

し
て

腹
で

さ
さ

え
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

先
に

紹
介

し
ま

し
た

「
チ

ン
ナ

ッ
プ

」
と

は
、

患
者

さ
ん

の
症

状
に

よ
っ

て
使

い
分

け
る

の
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
d

9
fF

K
4

c
S

g
Y

0
ご

希
望

の
方

に
お

作
り

い
た

し
ま

す
。

9
4

1
2

0
2

0
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
・

課
題

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)パ
ソ

コ
ン

用
品

障
害

者
団

体
マ

ウ
ス

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者

重
症

心
身

障
害

児
者

も
扱

い
や

す
い

マ
ウ

ス
の

情
報

を
探

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

レ
バ

ー
の

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
微

弱
な

力
で

も
ク

リ
ッ

ク
で

き
る

マ
ウ

ス
、

球
形

の
転

が
す

よ
う

な
マ

ウ
ス

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

ク
リ

ッ
ク

し
た

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

な
音

の
出

る
マ

ウ
ス

・
・

・
な

ど
。

既
製

品
の

情
報

や
工

夫
な

ど
の

情
報

を
含

め
教

え
て

く
だ

さ
い

。
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